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　序章







　それはまだ、「死神姫」などという物ぶつ騒そうな二つ名が世に生まれる前の話。

「すごいな、本当にこんな真っ昼間から畑仕事をしている」

　見知らぬ男の声に反応し、少女は鋤すきを動かす手を止めた。少しずれていた眼鏡めがねを直し、崩くずれて久しい石壁の向こうを眺ながめやる。

　そんな彼女を壁の反対側からにやにやと見つめ返すのは、数人の若者たちだ。古びたドレスの裾すそを泥どろに汚した少女とは違い、彼らの衣装はそれなりに金のかかった、洗せん煉れんされたものである。

「あら、ご機き嫌げんよう、みなさま」

　教え込まれた作法に従い、スカートの上部を持ち上げお辞じ儀ぎをする少女を見て、彼らは愉ゆ快かいそうに笑った。よく仕込まれた犬の芸を見た時のように。

「おいおい、あれが本当にフェイトリンの令れい嬢じよう？　ひどい格好だぞ。大して美人でもないし、勝手に入り込んだ農民の娘むすめじゃないのか？」

　衣装代はおひとりあたり一万ゼダルは堅かたいわ、と金の話に眼がない彼女の考えなど知らず、若者たちは無ぶ遠えん慮りよに話し続けている。

「農民だってこんなところに入り込むもんか。出るって話だぜ、ここ」

「何か盗むにしたって、大したものもありそうじゃないしな。親おや父じが屋や敷しきだけなら欲しい、とか言っていたけど、今時地方伯の屋敷なんて税の払い損……」

　間に壁があるとはいえ、彼らと少女の距きよ離りはさほどのものではない。日頃眼は悪いが耳と鼻はいいと評判の彼女が、あけすけすぎる会話をにこにこと聞いていると、

「貴様ら、そこで何をしている!!　農民上がりの成り上がりどもが、フェイトリン家の令嬢を見世物扱いする気かっ!!」

　不意に中年男の怒ど声せいが響ひびいた。頭頂部は貧まずしいが、顎あご鬚ひげだけは立派な男の杖つえを振り立てての突撃に、虚きよを衝つかれた若者たちは慌あわてて逃にげ散っていった。

「ご機嫌よう、ヘイスダムおじさま」

　亜あ麻ま色いろの髪をさらさらと鳴らし、先ほどと同じようにお辞儀をする姪めいをヘイスダムは一いつ喝かつする。

「ご機嫌よくなどないわアリシア、あんな奴やつらに馬ば鹿かにされて恥ずかしくないのか！　淑しゆく女じよが大声を出して暴れる訳にもいかんが、機知を使ってたしなめるなり、泣いてみせるなり、もっとこう、何かあるだろう!!」

　必死に追いついてきた執しつ事じに額ひたいの汗を拭ふかせながら、息巻くヘイスダムにアリシアはおっとりと微笑ほほえむ。

「だって本当のことですもの。それに、ああやっていらっしゃる方は、時々お金を下さったりもしますし……」

　後半うっとりと瞳ひとみを閉じたアリシアに、ヘイスダムは深々と息を吐いた。

「……お前は本当に、即物的というか、面つらの皮が厚いというか……兄上や義あ姉ね上うえに少しでもその面つらの皮を分けてやれば、二人とも早死にせずにすんだろうに……」

　数年前に亡なくなった父母の話題を出され、真昼の太陽にも心ない言葉にも揺ゆらがなかったアリシアの表情に、かすかな翳かげが差した。

　だがヘイスダムはそれに気づいた風もなく、もう用はすんだとばかりに踵きびすを返そうとしている。

「おじさま、久しぶりに来て下さったのに、もうお帰りになるのですか？　せっかくですから、お茶でも」

「今日はたまたま通りかかっただけだ！　この間言っただろう、ようやくお前にもいい引取先が……、いやその、いい縁えん談だんがまとまりそうなんだからな!!　とにかく日焼けをするような真ま似ねはやめて、部屋でおとなしくしていなさい!!　あと気味の悪い本も禁止だ、詩集などを読むようにすること!!　分かったな!!」

　一方的にまくしたて、来た時と同じ唐とう突とつさでヘイスダムたちは去っていった。ひとり取り残されたアリシアは、とりあえず言われたとおりに鋤をしまい始める。

「この時期にちゃんと種まきをしておかないと、秋の収しゆう穫かくが覚おぼ束つかないのだけれど……仕方ないわね」

　泥に汚れた手を払い、ひとりごちるアリシアの耳に遠く響くのは、仕事の合間にふざけ合う子供たちの声。それを叱しかる大人の声。縄なわ張ばりの主張に勤いそしむ鳥の歌。荒れた庭にたくましく生えた雑草の隙すき間まに息づく、名も知れぬ虫たちの大合唱。

　フェイトリン地方の春は生命の息い吹ぶきにあふれている。けれどアリシアに語りかけてくれる声は、今は何も聞こえない。珍ちん獣じゆうを見物するようにやって来た貴族の若者たちも、姪の結婚を使ってひと儲もうけを企たくらむ叔お父じも、行ってしまった。

「──ああ、今日もいいお天気ね」

　抜けるように青い春の空を見上げ、彼女は曇くもりなく微笑んだ。至いと高たかき国にいるはずの両親に、大丈夫と告げるように。

「雨風がしのげるおうちはあるし、食べ物を作れる畑もあるし、私の今後を心配して下さるおじさまもいらっしゃるし。その上お金持ちと結婚もできそうなんですもの。幸せだわ、私」

　修しゆう繕ぜんの見込みがなく、壁は崩れ窓からは隙間風が入り込む有あり様さまではあるが、ちゃんと家はある。すでに使用人はひとりもいないが、おかげで身の回りのことは全部自分でできるようになった。

　園えん丁ていの手の入らぬ庭は庭とは呼べないような風ふ情ぜいだが、畑に使うにはちょうどいい。雑草だっていい肥ひ料りようになる。

　名家の栄光に取りすがろうと最さい期ごまでもがいてもがいて、父と母は死んだ。けれどアリシアは生き残り、二人が望んだには足りないかもしれないが、それなりに名のある家に嫁とつぐ予定になっている。

　だからアリシアは幸せだ。

　生きていくために足りないものはない。

　私は平気。

　なにも、つらいことなんかない。








　第一章　蜜月







　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。

　一年を通して寒冷なこの地方も、現在は短い春から夏に移行する途中。保守的で信心深く、付き合いづらいと評されやすいアズベルグの民も、この時期なら多少は開放的になるはずだった。

　しかし現在、シルディーン国内の政情は非常に不安定である。宰さい相しようによる国王暗殺、直後に国民の大半が顔も名前も知らなかった王子の戴たい冠かん、結婚……そして何より、国教〈翼つばさの祈いのり〉を奉ほうずる〈翼の祈り〉教団によるアズベルグ襲しゆう撃げき。

「カシュヴァーン様が、あのように不信心な真ま似ねばかりなさるから……!!」

「だけど、新国王陛へい下かまで破門された、なんて噂うわさも聞くじゃない。最近の〈翼の祈り〉の行動は、いくらなんでもおかしいわよ……」

　根こん拠きよのない風ふう聞ぶんが飛び交かっているので、正式な発表をするまで無む闇やみに騒さわがないように。領主カシュヴァーン・ライセンからそんな命令は出されているが、人の口に戸は立てられない。領民たちは不確かな情報に踊らされながら、この地では貴重な青空を見上げてはため息をつくのだった。

　その一方でアズベルグの最北部、〈翼の祈り〉を嘲あざ笑わらうがごとくに翼ある怪物に飾かざり立てられた領主の館やかたでは、真夏も裸足はだしで逃にげ出すような夫婦のやり取りが繰くり返されていた。







　昼なお暗い屋や敷しきの一階、物の影の映らない黒い床ゆかの上を、小柄な少女が駆けている。亜あ麻ま色いろの髪をなびかせながら走る彼女の息は、すでにかなり上がっていた。

　淑しゆく女じよとしての作法をきっちり叩たたき込まれた彼女であるから、建物の中だろうが外だろうが、本来ならドレスの裾すそを翻ひるがえして走ったりするべきでないことぐらい承しよう知ちだ。そもそも運動神経皆かい無むであるから速度も遅いし、どれだけ必死に走ったところで薄うすっぺらな胸はびくともしない。

「うう、脇わき腹ばらが痛くなってきたわ……朝食を食べてすぐに走るなんて、お行ぎよう儀ぎが悪い上に、うっかり戻してしまったりしたらもったいない……」

　ぶつぶつとつぶやく彼女は、ほぼ真下を向いたまま進んでいた。眼鏡めがねをかけてなお怪あやしい視力しかない身でそんな真似をすれば、遠からずどこかにぶつかるだろう。

　けれど今は、下を向いて逃げなくてはならないのだ。

　追いかけてくる「怪物」の姿を見てはならないのだ。

「だ、だめっ、来ないで……!!」

　ずれそうになる眼鏡を手で押さえ押さえ、一いつ生しよう懸けん命めい走る彼女の行く手には、漆しつ黒こくの石壁が待ち受けている。気づかず駆ける少女の右手首を、ひと回り大きな手が摑つかみ取った。

「きゃっ……！」

　小さな声を上げた瞬しゆん間かん、くるりと視界が反転し、背中に冷たい石壁が当たる。仰ぎよう天てんして後こう頭とう部ぶを壁に打ちつけそうになったところを、もう片方の手が支えてくれた。

「あ、ありがとうございます、カシュヴァーン様……、あぁっ」

　反射的に礼を述のべた瞬間、少女の瞳ひとみに飛び込んできたのは、黒い瞳を細めてにやりと笑う黒髪の青年。壁への激突は免まぬがれたものの、気づけば壁と追っ手の間に閉じ込められた状態だ。

「やっと捕つかまえたぞ、アリシア」

　うろたえる少女を挟はさむように両手を突いた男は、頭ひとつ背の低い妻を間近く見つめて甘くささやいてきた。

「アズベルグの暴君」と悪あく名みよう高い、アリシア曰いわく「三十四歳ぐらい」の領主カシュヴァーン・ライセン。獲え物ものを前にした狼おおかみのような、危険な艶つやを含ふくんだその笑みを認識した途と端たん、アリシアの頭の中で警けい鐘しようが鳴った。

　──光が来る!!

「ひゃあああああっ」

　青い瞳を射いたまばゆい輝かがやきに、アリシアは断だん末まつ魔まのような叫さけび声を上げた。

「あ、あら、まるで私ってば、吸きゆう血けつ鬼きみたい……」

　大好きな恐きよう怖ふ小説ではお馴な染じみの怪かい物ぶつを思い出し、一瞬アリシアの気が逸それた。それに不満を抱いだいたらしく、カシュヴァーンがあごを取って自分のほうを向かせる。

「こら」

「あっ……、きゃ、きゃあああああっ!!」

　夫の顔を間近で認識した途端、再び視界が光に覆おおわれた。漆黒のはずの髪も眼も、全身を覆う黒ずくめの衣装さえも真っ白に輝かせるほどのきらめきが、カシュヴァーンを取り巻いているのが見える。

　思わずぎゅっと眼をつぶってしまったアリシアのあごを捕とらえた指が、頰ほおへと滑すべった。いけない、眼を開けてはだめ、と必死に自分に言い聞かせる妻の滑なめらかな頰を撫なでながら、カシュヴァーンが意味ありげにささやいてくる。

「食事の時も出しゆつ立たつの挨あい拶さつの時もうつむいたままとは、ずいぶん冷たいじゃないか。我が姫君は、どうしてそんなにかたくなに俺を見ようとしないんだ？」

「あっ、あ、の、わ、わたひっ……」

　舌を嚙かみそうなアリシアの意識からは、脇腹の痛みなどとうに消し飛んでしまった。

　代わってその心を占しめるのは、一気に「おなかが壊こわれ」たにまで高まった「おなかが痛い」だ。実際は腹よりもう少し上のほう、腹よりは幾いく分ぶんふくらんだ部分の奥で心しん臓ぞうが暴れ回っていて、まともな会話ができない。

「どうしてだ？　ん？」

　しどろもどろなアリシアを、カシュヴァーンは余裕たっぷりに見み下おろしている。よく観察すればその口の端はしはぴくぴくと震ふるえ、やに下がりそうな己おのれを必死に制しているのは明白だが、生あい憎にく眼を閉じているアリシアには見えない。

「お、お、お、お仕事、あの、行かれるのでしょう……？　お邪じや魔ま、しては……っ、……んっ」

　苦しまぎれにそんなことを言ったら、仕返しのような口づけを与えられてしまった。

「そう、たぶん俺は今夜も遅くまで戻れないだろう。だからこそ忙しい一日の始まりは、世界一可愛かわいい妻と共に在ありたい。愛する夫のささやかな望みを、叶かなえてはくれないのか？　お前の宝石のような青い瞳を、もっとよく見せてくれ」

　ぬけぬけと言い放はなたれた恥ずかしい台詞せりふが、耳たぶに絡からみつくようだ。頭がくらくらして、ますます舌がもつれてしまう。

「わらひ、その……っ、前に、ご、ご説明したとおりですの……っ」

　アリシアだって、好きでこんな反応を示している訳ではないのだ。何度もそれは説明したのに、言えば言うほどますます嬉うれしそうになり、より執しつ拗ように迫せまってくるのだから手に負えない。

「あの夜は、あんなに……仲良くしてくれたのにな」

「はひいッ」

　思わせぶりな単語に、背筋がぞくりと震える。カシュヴァーンから放たれる光が強くなり、閉じたはずのまぶたを透とう過かした輝きが眼に染しみて痛いぐらいだ。

　あれは七日ほど前、初めて身も心も夫婦となった夜から間もなくのこと。〈翼の祈り〉と傭よう兵へい国家ラグラドールの民との混合部隊に焼かれた領地中を飛び回り、やっとひと息ついて屋敷に戻ったカシュヴァーンに、夕食後静かな声で「アリシア」と呼ばれた瞬間だった。

　鈍どん感かん、無神経と評されがちなアリシアにも分かったのだ。夫が夫婦としての二度目の夜を過ごすために自分を呼んだのだ、と。

　そう意識した瞬間、眼の前のカシュヴァーンの姿が突然輝き出した。白い光を背負った彼の姿は、きらきらとまぶしくて……あまりにもすてきで、かっこよくて、とても直視できない。

　初めての時は前後にいろいろなことがありすぎて意識せずにいられたことが、一気に噴ふん出しゆつしてきた。この人とあんな夜を過ごしたのだと思うと、嬉しさと恥ずかしさが同時に頂点に達した、結果。

『あああああ頭とおなかとお尻しりと足が痛いので休ませていただきますわあああああ!!』

　そう叫んで、脱だつ兎とのごとく逃げ出してしまったのだ。

『……俺は、それなりに技巧はあるつもりだったんだが……』

　最初は嫌きらわれたと思ってか、沈しずんだ様子だったカシュヴァーンであるが、アリシア自身と周囲の証言から理由を悟さとって自信を取り戻した。

　むしろ取り戻しすぎた。幼おさな馴な染じみ兼けん執しつ事じであり、穏おだやかで思し慮りよ深い性質であるはずのトレイスが、「あいつは完全に調子に乗っている」と敬語を忘れて吐き捨てたほどである。

「カ、カシュヴァーン様、後生ですから、お放しになって……！　こ、これ以上お側そばにいると、私、もう……っ……!!」

　息も絶たえ絶だえにアリシアが許しを請こう。昨日まではこのあたりで勘かん弁べんしてくれたカシュヴァーンなのだが、今日はその気はなさそうだった。

「そうはいかんな。追いかけっこは十分堪たん能のうしたし、俺もそろそろ我が慢まんの限界だ」

「ひゃうっ」

　耳に息を吹きかけるようにしてそう言われ、くすぐったさにアリシアは身を縮こまらせる。そんな妻の左手、薬指にはまった愛の証あかしを愛いとおしそうに撫でながら、

「もっとお前と、いちゃいちゃしたい」

「ひ、あ、あ」














　ぼかした言葉は甘い夜の記き憶おくに直結する。言葉を失ったかのように、訳の分からない声しか出せないアリシアにも、カシュヴァーンは容よう赦しやしない。ずりずりと壁を滑すべり、床へと崩くずれ落ちていく妻の腰を抱いて支えながら、

「少しひどいことも、悪いこともしてみたい」

「あうぅ」

「だがとりあえず、うんと優しく、もう一回したい」

「あああぁぁううぅぅぅ」

　これ以上は無理、これ以上そんなことを言われたら、いまだアズベルグ家に預けっぱなしのコゼットのように失神してしまう──……そう思ってたまらずカシュヴァーンを押し返そうと伸ばした指先に、ちゅ、と音を立てて濡ぬれたものが触ふれた。

　甘い痺しびれに背筋が震え、分かっているのに眼を開いてしまう。まばゆいばかりの輝きを背負い、アリシアの指先に軽く口づけをしたカシュヴァーンが、含み笑いをしながら必殺の一いち撃げきを繰り出してきた。

「だから今夜、お前の部屋に行く。いいな？」

「あああああああわわわわわわ」

「ああああああああああっ!!」

　今にもその場にへたり込みそうになっているアリシアの弱々しい声に、顔を真っ赤にして近づいてきたトレイスの怒ど声せいが重なった。

「カシュヴァーン破は廉れん恥ち様、朝っぱらから何をなさってるんですか破廉恥なッ!!」

　金髪をぐしゃぐしゃに乱し、穏やかな作りの顔を怒いかりに歪ゆがませ、興奮して叫ぶトレイスをカシュヴァーンは軽くいなした。

「いいじゃないか、俺たちは愛し合う夫婦なんだから。どうせ今日も夜まで戻れないのだし、朝に約束するしかないだろうが」

「そ、それはそうですが……！」

　カシュヴァーンの数少ない友であり、複雑な生おい立たちを抱かかえた主あるじを実の兄のように見守ってきたトレイスである。ようやく名実ともに夫婦となった二人の仲を祝福してはいるのだが、下へ手たな聖職者より清らかな精神を持つ彼は、調子に乗った幼馴染みを放置しておけないらしい。

　だがカシュヴァーンはトレイスを無視し、最も早はや自分で立てないような状態のアリシアを抱き寄せ、

「まあ、突然お前の部屋に行ってもいいんだけどな、俺たちはお互いに深く愛し合う夫婦なんだから。それはそれで刺し激げき的だろうし……、なんなら、アリシアから誘さそいに来てくれてもいいんだぞ？」

「はにゃあああああああ!!」

「にゃああああああああ!!」

　弛し緩かんしていたはずの体をぴんと伸ばし、絶叫したアリシアと同時にトレイスまで奇声を発した。そんな二人の様子を見てカシュヴァーンは、はっはっはと快かい活かつに笑っている。

「さて、なるべく早く戻るから起きて待っているんだぞ、アリシア。おいトレイス、そんなところに座り込んでいないで早く来い」

「だ、誰のせいだと、思ってるんですか……!!　ああ、神よ、今まで報むくわれなかった分の一時的な反動であると考えられますので、どうぞこのいい気になった男をお許し下さい……！」

　腰が抜けたらしきトレイスが、祈りを口にしつつよろよろと立ち上がる。その様を眺ながめてまた笑うカシュヴァーンの顔は若々しく、二十三歳の青年らしく見えた。







　トレイスその他、数十名の兵士たちを引き連れてカシュヴァーンが出かけていった後も、アリシアはしばらく壁かべ際ぎわから動けないでいた。

「……きゅう……」

　眼を回しかけているアリシアの体に影が差す。ぼんやりと見上げると、そこには銀髪の少年がにこにこしながら立っていた。

「ごめんねアリシア、いいところを邪魔しちゃって。トレイスさんが、まさかあんなに力が強いとは思わなくてさぁ」

　細く見えてしっかりと鍛きたえ上げた体の線がよく分かる、袖そでなしの黒い上着を着た彼は、カシュヴァーンとアリシアの『息子』にして凄すご腕うでの暗殺者。最近ますます腕を上げたと評判の、死神少年ルアークだ。

「い、いいの……」

　差し出された手に助けられ、アリシアはどうにか自力で立った。まだ眼の奥に白い光が残っているようで、視界がちかちかしている。

「トレイスも、強くなったようで嬉しいわ……ルアークとジェダが鍛えてくれたおかげね。まだまだ物ぶつ騒そうなのだから、少しでも戦えたほうがいいもの……」

　いつもよりトレイスが駆けつけてくるのが遅い、と思ってはいたのだが、どうやらルアークが足止めをしていたようだ。とはいえ、以前までならとてもルアークをふりほどけたはずがないので、死神兄弟の訓練の賜たま物ものだろう。

「いやー、トレイスさんが馬鹿力を発はつ揮きできたのは、例の破廉恥警けい戒かい網もうが働いたおかげじゃないかなあ。あっは、でも邪魔になってなくてよかったよ。最近のカシュヴァーンおにいちゃんの変態っぷりに、さすがのアリシアもちょっと迷めい惑わくしてた？」

　大きな緑の瞳を細めてのからかいに、アリシアは小さく首を振る。

「め、迷惑じゃ、ないわ……、ただ、カシュヴァーン様があまりにもかっこよくて、まぶしくて見えなくて……おなかが壊れて気絶して鼻血が出そうになるだけ……」

　最初からカシュヴァーンは、「お金持ちで寛かん容ような、私の理想の旦だん那な様さま」ではあった。不器用ながら真しん摯しな愛を感じるたびに好意は増していたけれど、元々即物的なアリシアである。容姿についてはあくまで「悪くて怖こわそうですてき」ぐらいにしか思っていなかった。

　けれど今では、カシュヴァーンの姿をわずかに見ただけで鼓こ動どうが跳はね上がる。まぶしくて、まともに見ることさえつらくて、けれど眼で追わずにはいられない。

「私ったら、いくら眼が悪いからって、カシュヴァーン様があんなに素晴らしい方だってことにどうして気づかなかったのかしら……馬鹿ね。ノーラやエルティーナ様にもてるはずよね……」

　ただでさえ女性は光り物が好きなのだ。あんなにきらきらと輝いていれば、みんな欲しくなるに決まっている。

「……うん、そうだね、本当にお似合いの夫婦になってきたね……」

　今さらのような不安を覚えているアリシアに、ルアークは曖あい昧まいなため息をついた。

　先の夫を殺害したとの噂から「死神姫」などというあだ名がつき、不吉な噂ばかりがひとり歩きしているアリシアである。山より巨大な怪物だ、いや妖よう艶えんな美少女だといった風聞を鵜う吞のみにしていた者は、実物が地味な貧ひん乳にゆう小こ娘むすめ、としか言いようがない容姿であることに驚きを隠かくさない。

　一年と少し前、買われたも同然にこのライセン家にアリシアが嫁とついできた当初は、カシュヴァーンも例に漏もれずの反応を示した。しかし現在の彼はどこに出しても恥ずかしい夫馬鹿。最愛の妻があまりにも可愛く見えるので、おかしな男に狙ねらわれはしないかと始終余計な心配をしている。

「ま、アリシアは確かに変な男にはよくもてるんだけどねぇ。そういう意味じゃ、カシュヴァーンおにいちゃんの心配は妥だ当とう……」

　何やら複雑そうに微び苦く笑しようしたルアークが、ふと瞳を動かした。元〈玩おも具ちやの兵隊〉特有の鋭するどい感覚は、近づいてくる者をたちどころに判別する。

「リュクさん、レオニアさん。どーしたのリュクさん、青い顔して？」

　先ほどまで同じ食卓を囲んでいた明るい茶色の髪の若者と、アリシアの眼にはカシュヴァーンと同年代に見えていた黒髪の男がやって来た。類たぐい希まれなる絵の才能と締め切りを守る才能を引き替えにした絵師のリュクと、〈翼の祈り〉の聖職者であるぐうたら発明家のレオニアだ。

　リュクは妙みように飾り気の多いいつもどおりの格好だが、レオニアは教団内を騒がせた罰ばつの一いつ環かんでばっさりと髪を切られたので、カシュヴァーンに負けず劣おとらずの強こわ面もてが露あらわになっている。ただし、常に眠そうなのであまり威い圧あつ感かんはない。

「ねえアリシア、アリシアまで『家族の肖しよう像ぞう』を描かき直せとか言わないよね……？」

　ライセン夫妻とその周辺の人々を描えがいた「家族の肖像」という大作の描き直しに、現在リュクは追われている。放っておくとアリシアがどんどん家族の範はん囲いを広げてしまうのと、カシュヴァーンが「俺の妻はもっと可愛い」と何度も駄だ目め出しするのがその原因だ。

　ここに来てアリシアまで「私の夫はもっとかっこいいわ」と言い出さないかと、リュクは怯おびえているようだ。普段は能天気な笑みを浮かべていることが多い彼は、ルアークが指し摘てきしたように顔色が悪い。

「そうねえ、確かにカシュヴァーン様は、リュクの絵よりもっとずっとかっこいいような気がするけど……」

　悪気なく無神経なアリシアがそう言うやいなや、リュクは絶望の表情を浮かべた。

「でも、ごめんなさい。だってカシュヴァーン様はあんなにきらきらと、真っ白に輝いていらっしゃるから、細かいところはよく分からないの……とにかくかっこいいことだけは分かるんだけど……」

　頰を染そめて語るアリシアにルアークは苦笑を漏らし、レオニアはあくびをしているが、リュクは何やら考え込んでいる。

「真っ白に輝いている、か……」

　はっと何かに気づいた顔になったリュクは、喜びに拳こぶしを握にぎった。

「それはつまり……、カシュヴァーン様の輝きに塗ぬり潰つぶされて、周りはみんな黒い影みたいになってるってことかな!!　ああ、そうだ、それなら簡単、あいてっ!!」

　まだ眠そうな顔をしているレオニアが、間かん髪はつを容いれずリュクの後頭部をはたいた。三さん白ぱく眼がんがじろりとリュクを睨にらむ。

「お前には、絵しか能がないんだ……手を抜くな……」

「ち、違いますよ、手を抜くんじゃなくて、俺はありのままを絵にしようと思っただけで!!　ねっアリシア、斬ざん新しんだし、ちょっと怖い感じになってアリシアの好きな種類の絵にあいたあああ!!」

　無言でレオニアがひと振りした「近づかなくても……リュクに注意できる棒……」がするすると伸び、リュクの足の甲に突き刺ささった。片足を上げて飛び上がるリュクを尻目に、レオニアはアリシアに視線を移す。

「強きよう公こう爵しやくは、もう出かけたか……王家に動きがないか……知りたかったんだが……」

　少し残念そうな口調に、アリシアも表情を曇くもらせる。

「ごめんなさい、私もアズベルグ以外のことは聞いておりませんわ。ルアーク、何か聞いてる？」

「ねーリュクさん、ついでだから俺ももっと、実物どおりの美少年に……、あ、ごめん、レオニアさん、俺も聞いてないよ」

　リュクに追い打ちをかけて遊んでいたルアークも、申し訳なさそうにつぶやいた。

　宰相イーダルによる国王ランドレイの暗殺。衝しよう撃げきの幕開けにより始まった国王交代劇の最中、〈翼の祈り〉の象しよう徴ちようたる聖女アーシェルを妻とし、聖界権力の最さい高こう峰ほうに駆け上がろうとしていた聖職者ナディールに突きつけられた〈灰色〉の烙らく印いん。

〈灰色〉とは、傭兵国家ラグラドールの民とシルディーン人との間に生まれた子供に対する蔑べつ称しようだ。元々ラグラドール人自体が特とく徴ちよう的てきな肌の色となまじ強いばかりに被差別対象なのだが、その彼らも己の血筋を穢けがした者として、〈灰色〉には冷たく当たる。

　双そう方ほうの国家から忌いまれる出自を暴ばく露ろされたナディールに加え、彼との結婚により聖女アーシェルの立場を失ったクロエもシルディーン王宮に軟なん禁きんされているはず。生き真ま面じ目めなクロエの処しよ遇ぐうを、レオニアはずっと憂うれえている。

「教団の動きも、分からんしな……いや、責めている訳じゃない……何かあれば、知りたかっただけだ……」

　段々しょんぼりしてきたアリシアを気き遣づかうように、レオニアは口調を和やわらげた。

「今何もできん、という意味では……俺もお姫様も変わらんさ……むしろお姫様のほうが、旦那にやる気を出させてくれるという点では、ましだ……」

　屋敷にいる間は始終アリシアに戯たわむれを仕掛けて楽しんでいるカシュヴァーンだが、領主としての仕事はきっちりとこなしている。だからこそトレイスも接触禁止令を出したりしないのだし、ついこの間は根こんを詰めすぎて倒れる寸前だったことを考えると、息抜きはむしろ歓かん迎げいすべきだ。

「そ、そうですかしら……？　じゃあ、ええと、今夜、が、がんば……、り……」

　つられて口を滑らせたアリシアが、真っ赤になって口ごもる。初うい々ういしい反応にレオニアはかすかに笑み、リュクは「いいなー、いいなー！」と正直に羨うらやみ、ルアークは沈ちん黙もくしている。

「まあ、お互い、できることをがんばろう……」

　適当にそう締めくくったレオニアが、不満を垂たれているリュクの腕を強く摑んだ。

「へ？　あ、いたたた、レオニアさん、何するんですかっ!!」

「せめて俺は、この馬鹿を絞しぼって役に立とう……ではな、お姫様、ルアーク……」

　暴れようとするリュクを引きずりながら、レオニアは使用人用の区画へ向かって歩き出した。







　再びルアークと二人になったアリシアだが、その頰からはいまだ熱が引かない。

「そそそそそ、そうよね、つ、妻として、その、に、逃げてばかりでは、だめ、よね……」

　いったんは収まっていた「おなかが痛い」に飲み込まれ、おたおたしているアリシアの耳に、忙せわしない靴くつ音おとが聞こえてきた。

「おっとっと、今度はレイデン伯はく爵しやく夫妻のおでましみたいだよ？」

　ルアークがそう言うが早いか、会食の間の扉とびらを開けて小走りにやって来たのは、ティルナード・レイデン伯爵。カシュヴァーンの被ひ後こう見けん人にんであり、アズベルグの東に広がる豊かなレイデン地方の領主である。

「アリシア様、申し訳ありません、ライセンの出立には間に合わなかったようですね」

　茶髪の頭を下げ、礼れい儀ぎ正しく挨拶する姿は実に様になっていた。世間知らずのわがままおぼっちゃんとからかわれたのも今は昔、気づけば背も伸びてきた彼は、心なしか顔つきまで違って見える。

「ティルナード様、すてき……」

　未来の夫の成長した姿に酔よいしれたように瞳を潤うるませる赤毛の美人は、元アリシア付きのメイドであるノーラだ。

　ティルナードとの婚こん約やくを発表した身ではさすがにメイド服を着ている訳にもいかず、華はなやかな緋ひ色いろのドレスに豊満な肉体を包んでいる。本日はいつも以上に化け粧しようにも気合が入り、アリシアから見てもうっとりするような美しさだ。

「ノーラこそ、すてきだわ……」

　幸せに輝くノーラの姿が我がことのように嬉しくて、アリシアもほうっと息を吐く。

「アリシア様は相変わらず眼がお悪いですね」

　黒髪をひとつに縛しばった眼鏡の青年が冷さめた言葉を発した。執事兼教育係であるセイグラムの無礼をあえて流して、ティルナードは銀髪の従者を突っつく。

「おい、お前も謝れよ、ジェダ。急に引き留めるから何事かと思ったけど、人体の急所の話なんか今しなくてもよかっただろう？」

「はっ、申し訳ありませんでした」

　ルアークの兄に似た容よう貌ぼうを持つこのジェダは、『弟』ルアークと同じく元〈玩具の兵隊〉である。現在はティルナードの護ご衛えいとしてレイデン家に仕つかえているが、実際はセイグラムに従っていることが多い。

　今もまた、従順にティルナードに謝罪する一方で、その眼はちらりとセイグラムを盗み見た。見られた当人は素そ知しらぬ顔だが、ティルナードはぴんと来たようだ。

「……ジェダ、セイグラムに何を命じられたのか言ってみろ。これは主としての命令だ」

　やや語調をきつくしてティルナードが問いつめると、ジェダは困こん惑わくして視線を泳がせる。

「ジェダ。僕の眼を見ろ」

　ノーラの手前格好をつけたいのか、ティルナードがさらに追つい及きゆうしようとしても、セイグラムのひと睨みを喰くらったジェダは板挟みでおろおろするのみ。

「ジェダさん、俺、ティルぼっちゃんとノーラの幸せを結構本気で願ってるよ……？」

　見かねてルアークが加勢すると、ジェダはさらにおろおろし始めた。

「う、いやその、お、俺は別に命令されただけ……、お前も、その、分かるだろう？」

　しどろもどろな手下にため息をつき、首しゆ魁かいが眼鏡を押し上げ一歩歩み出る。

「変態夫婦のいちゃつきぶりに感化されて、ティルナード様が劣れつ情じようを催もよおさないよう、足止めさせていただいたまでです」

「セイグラム、お前はちょっとはうろたえろ!!」

　折り目正しく一礼し、呆あつ気けなく手の内を明かしたセイグラムにティルナードの眼が吊つり上がる。全く、とぶつぶつ言いながら、ティルナードは咳せき払ばらいをしてアリシアに向き直った。

「──アリシア様、改めてご挨拶を差し上げたいと思います」

　改まった切り出しに一瞬驚いたアリシアだが、すぐに理由に思い当たった。

「え？　ええ、あら、そうですわね、ひとまずレイデンへ戻られるって先ほどもお聞きしましたわね。申し訳ありませんわ、夫に代わって私が」

　出立の挨拶だとばかり思って微笑ほほえんだアリシアに、ティルナードは首を振った。

「いや、そうではなくて……ノーラのことです」

「ノーラ？」

　ティルナードがそっとノーラに目め配くばせする。受けたノーラはなぜかかすかに瞳を伏ふせたが、ティルナードはそれに気づかない様子で、

「そうです。先日ノーラのお母様にはご挨拶させていただきましたが、よく考えたらノーラの主であるアリシア様に、きちんと話をしていなかったことを思い出しまして」

　ノーラとの婚約報告をするため、ティルナードは先日わざわざ婚約者が生まれ育った村へ赴おもむき彼女の母親と会った。他の思おも惑わくもあっての訪問ではあったが、ティルナードの態度は誠意にあふれたものだった。

「アリシア様。あなたの大切なノーラを、レイデンへ連れて行くことをお許し下さい。もちろん僕自身、これからもライセン夫妻とは親密な関係を続けていきたいと思っていますし、今後もたびたびこちらにうかがうことにはなるでしょう。ですが、これまでのようにノーラがいつもアリシア様の側にいられなくなるのは事実です」

　そう言われると、アリシアの胸にもちくりとした痛みが生じた。ノーラはいつの間にか深くうつむいてしまっている。

「アリシア様の数少ないともだ……、あ、いえその、数少ない使用人……、いやいや、ええと、た、大切なノーラは、僕が必ず幸せにしますから。ですからノーラを僕の妻とすることを、お許し願えますか」

　途中あちこち言い繕つくろうあたりはいつものティルナードである。しかしアリシアは穏やかな感動が胸を満たし、心に刺さった小さな棘とげを押し流していくのを感じた。

「レイデン伯爵様は、本当に大きく、ご立派になられたのね……」

「……いや、ライセンもよくそういうことを言いますが、僕はアリシア様よりはだいぶしっかりしているつもりなんですが……そしてそっちはセイグラムです」

　ティルナードがそっと突っ込んだが、感動の最中にいるアリシアは悪気なく無視した。

　思えばノーラほど長く、一緒にいてくれた人間はいない気がする。どれだけ夫婦仲が進展してもカシュヴァーンはあのとおりの忙しさだし、ルアークは近くにはいてもその気配を感じ取れないことがほとんどだ。

　日常的に顔を見ることはなくなっても、ノーラは二度と会えない遠いどこかに行ってしまう訳ではない。夫同士も親密な関係にあるのだし、その気になればいつだって会える。

「レイデン伯爵様。ノーラを選んで、そしてきちんと手順を踏ふんで婚約して下さってありがとうございます」

　心からの感謝をこめて、アリシアは深々とお辞じ儀ぎをした。

　八十年ほど前に国内を吹き荒れた下げ克こく上じようの風ふう潮ちように押され、貴族と使用人の地位が近くなったと嘆なげかれて久しいシルディーン王国である。だがやはり厳然とした身分差は存在しており、主人が使用人をもてあそび、無む惨ざんに捨てるといった事件は絶えず起こっていた。──カシュヴァーンの父親が、その母親にしたように。

　特にティルナードは領地にその名を刻きざむ地方伯だ。アリシアの生家フェイトリンのように見る影もなく没ぼつ落らくしている訳でもなく、ノーラには悪いが名家の娘を娶めとる機会は降るほどにあったはず。

　けれどティルナードは、ノーラに対してどんな名家の娘にも劣らぬ扱いをしてくれた。王家から勧すすめられた縁えん談だんを撥はね除のけた挙あげ句く、王宮の舞ぶ踏とう会かいで、ノーラの住んでいた村で、そして今ここで、彼女を娶ると約束してくれた。

「『お金持ちで寛容な、理想の旦那様』が二人分見つかってよかったですわ。カシュヴァーン様をノーラと取り合いせずにすみましたもの」

　内心、あんなにきらきらしたカシュヴァーン様を取られなくてよかったわ……、などとちょっぴり思いながら、アリシアはにっこり笑った。

「ノーラはとっても美人で胸が大きくて、針はり子ことしても優秀で、私の趣しゆ味みにも理解を示してくれるすてきな女性ですわ。レイデン伯爵様、私からもお願いします。ノーラをどうぞ、幸せにして……そしてあなたも、幸せになって下さいませ!!」

　再婚当時のカシュヴァーンでさえ揺らがせた全開の笑顔に、ティルナードは若じやつ干かん首をひねりつつも嬉しそうにする。

「他はとにかく、アリシア様の趣味に理解を示していたようでは……ああ、いえ、あはは、そ、そのとおりですね、ノーラは素晴らしい女性です。ありがとうございます、アリシア様」














　楽しげな二人に対し、セイグラムはつんと澄すましたままで、ジェダはセイグラムの命令待ちだ。ルアークは「ちぇー、やっぱもっとノーラにも迫っておけばよかったかなー」とふざけているが、

「ノーラ？」

　顔を強こわ張ばらせ、うつむいたままの婚約者をティルナードが怪け訝げんそうに呼ぶと、ノーラは何やら思いつめた様子でいきなりこう言い始めた。

「あの、ティルナード様、申し訳ありません……ちょっと、よろしいかしら。奥様と二人だけで、お話ししたいことがありますの」

「え？」

　打ち合わせにないことらしく、ティルナードは一瞬戸と惑まどったようだった。だがすぐに二人きりで話したいこともあろうかと、鷹おう揚ようにうなずく。

「構わない。じゃあ、僕たちは荷物の点検をしているから、終わったら来てくれ」

「なんなら永遠に来なくても構いませんが」

「うるさいですわね陰いん険けん眼鏡ッ。仮にもガーゼット侯こう爵しやく令嬢となった私に、なんて口をききますの!!」

　すかさず余計なひと言を放ったセイグラムに、いつもの調子でノーラが吠ほえた。

「まあ、そういえばノーラはガーゼット侯爵閣かつ下かの養女になったのだったわね。ではこれからは、ノーラ様ともが」

　いまだ連絡が取れない「悪あく食じき大たい公こう」グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット。王位継けい承しよう権けんさえ持つ高名な地方伯がノーラの養父となったことを思い出し、つぶやいたアリシアの口をノーラがふさぐ。

「や、やめて下さいな、気持ちが悪い！　今さらすぎますし、それに、私は今後も……」

　妙に焦あせった風かと思えば、後半沈んだ様子になったノーラをさすがに不ふ審しんに思い、尋たずねようとしたアリシアの手を彼女はぐいぐい引っ張った。

「行きますわよ奥様、ほら早く！　ルアーク、ジェダ、女同士の話の盗み聞きなんて失礼な真似は許しませんからねッ!!」

　そのままアリシアは、半なかば強引に二階の自室に連れて行かれてしまった。







　漆黒と真しん紅くに支配された館内でもひときわ悪趣味な、天てん井じようの四よ隅すみから翼持つ怪物が見下ろす奥方の部屋に入った瞬間、ノーラは安あん堵どの息を吐いた。

「やっと、落ち着いて話ができますわ……」

　恐怖小説大好きなアリシアと違い、ノーラは〈翼の祈り〉にけんかを売るようなライセンの屋敷の内装が嫌いなのだ。この部屋に来る時はいつも不満そうにしていたはずなのに、反応がおかしい。

「ノーラ、一体どうしたの？」

　やることなすこと普段と違うノーラに、アリシアは当とう惑わくを隠せない。だが、これまでの経けい緯いを振り返ってすぐにあることに思い当たった。

「あ、そういえば……ごめんなさい、気がきかなくて。レイデン伯爵様の前では言いにくいわよね」

「え？」

　ひとりで勝手に納なつ得とくしたアリシアは、衣装簞だん笥すを開けてごそごそと中身をあさり始める。やがて目当ての物を見つけた彼女は、手にした細長い銀色の箱をノーラに向かって差し出した。

「この間部屋の整理をしていて見つけたの。覚えてる？　以前フェイトリンに行った時、オーデル侯爵様が贈おくって下さった首飾り。その、カシュヴァーン様がこれをつけると嫌いやがられるから、ずっとしまっておいたんだけど……」

〈翼の祈り〉による屋敷への襲撃があった際、被害状況を確認するため家内の点検をした。そのとき見つけた首飾り入りの美しい箱を、アリシアは開いて見せる。

「ほら、すごくお金がかかっていそうでしょう？　これを換金すれば、結構な額になると思うの。ノーラには今までお世話になったのだから、退職金ぐらいたっぷり包んであげないとだめよね」

「まあきれい……って、ちょっと奥様、私は最後にお金をせびりに来たんじゃないですわよ!?」

　見事なサファイアの輝きに一瞬眼を奪うばわれたノーラが、憤ふん然ぜんと怒ど鳴なった。常日頃ならこのまましばらくはぷりぷりと怒るところだが、怒りはすぐに霧む散さんし、その唇くちびるには奇妙に切なげな笑みが上のぼる。

「……もう、本当に、いつもどおりで……、わ、私がいなくなるって分かっていても、か、変わらないのですね、奥様は……」

「……ノーラ……？　……」

　弱々しい声に、アリシアははっとする。わずかに見上げた先にあるノーラの瞳には、いつの間にかうっすらと涙が溜たまっていた。

「わ、私、さ、最初は、奥様なんか、き、嫌い、でしたわ」

　急なことに呆ぼう然ぜんとしているアリシアを見つめ、ノーラはぽろぽろと涙をこぼす。

「い、いびって、追い出そうとしていましたのに、あなたときたら、全然、へ、平気な顔をして、私を、と、友達扱いして……!!」

　レイデン家の奥方として相応ふさわしく、それは入念に施ほどこされた化粧が見る間に剝はげ落ちていく。

　せっかくのドレスが汚れてしまう、と心配したのも束つかの間ま、アリシアも心の揺らぎを感じていた。

　──二度と会えなくなる訳ではないけれど、でも、例えばこんな風に朝食後に気軽に顔を合わせるような機会は少なくなる。

　不ぶ気き味みな内装に怯えながら掃そう除じをしてくれるのも、アリシアのドレスを愚ぐ痴ちりながら仕立ててくれるのも、みんなノーラではない誰かになるのだ。

　胸の内をすうっと冷たい風が撫でていく。両親を失ったあの日にも味わった、足下が崩れていくような喪そう失しつ感かんに体温が下がる。

　立ちすくむアリシアの手をぎゅっと握り、ノーラは本格的に泣きじゃくり始めた。

「だ、だ、だんだん、カシュヴァーン様と、いる、より、なんだかんだで、奥様と、その、いるほうが、楽しかったりして、わ、私、私……!!」

　痛いほどの力でアリシアの手を握ったまま、ノーラは子供のように訴うつたえた。

「わ、わたひ、お、奥様のメイドで、いたいですわぁ」

「ノーラ……」

「も、もひろん、ティルナード様のことは、大好きです……一緒にレイデンへ行って、陰険眼鏡が嫉しつ妬と死しするぐらい、ずっと熱々夫婦でいてやるつもりですけど……！　でも、でも、い、今さらですけど、奥様とも、離れたくないですわぁぁ……!!」

　すがりつくような感情の吐と露ろに、アリシアはとっさの言葉を出せなかった。

　名めい誉よと財産を併あわせ持つ高位の貴族であり、何より純じゆん粋すいにノーラを愛してくれるティルナードとの婚約は、ノーラのたっての望みだったはずだ。一度は決まりかけていたレイデン地方行きに王家の横よこ槍やりが入った際、あれだけがっかりしていたのは噓うそではない。

　しかしいざ、すべての準備が整って、慣れ親しんだ人々と別れるとなれば……不安や寂さびしさに襲おそわれるのも無理からぬこと。

「……ノーラ……、落ち着いて」

　ぶつけられる想いに胸が騒ぐ。──このままずっと、これまでどおり、ノーラと一緒に暮らしていきたいと……刹せつ那な、考えた。

　だが、それは間違っている。ひとつ息を吸い、アリシアはできるだけ優しく、娘に言い聞かせる母親のような愛情をこめて諭さとした。

「泣かないで、ノーラ。今こん生じようの別れじゃないのよ？　レイデンとアズベルグは、お、お隣となり、なんだもの。レイデン伯爵様もよく、その、こちらに来られていたし、いつだって、会えるじゃない……」

　ノーラの気持ちに引きずられ、多少どもりながらアリシアが言うと、ノーラは大きく首を振る。

「い、いつだっては、会えませんわよぉ。いくら近いといえども、レイデンとアズベルグの間には、あんなに高い山があるんですものぉぉぉ」

　頑がん是ぜない子供のように反論したノーラは、鼻をすすりながら訴えた。

「こ、こんなとんでもない奥様付きのメイドなんか、私にしか、ぜ、絶対、務つとまらないんですから……！　なのに、こ、今後来た時には、別のメイドが奥様に付いているなんて嫌です……!!」

　余裕のない力でぎゅうぎゅうと手を握られて痛い。けれどその痛みが、震える手のぬくもりが、アリシアに教えてくれる。

　自分で言ったように、これは今生の別れではない。二人ともただ、愛する人と幸せに暮らしていくだけなのだ。

　生きてさえいれば、いつだって会える。

「次のメイドは、雇やとうかもしれないわ……」

　静かなアリシアの声に、ノーラが悲ひ愴そうに顔を歪める。力が抜けかけたその手を、アリシアは強く握り返した。

「だけど、私の一番初めのメイドはノーラ、あなたよ……大好き、ノーラ、わ、私の、一番のお友達……！」

「──奥様……!!」

　大粒の涙が、重なった二人の手に落ちる。いつしかアリシアの頰にも涙が伝っていた。

「もう、もう……!!　普段は鈍にぶいくせに、天然のくせに、嫌味も皮肉も効かないくせにッ!!　どこでそんな殺し文句を覚えるんですの、カシュヴァーン様もこれにやられたんですわね……!!」

　嬉しいのか悔くやしいのか、複雑な声を出したノーラはまだらになった目元もそのままに、感極まってアリシアを抱き締める。豊満な胸に半ば埋うもれるような格好になったアリシアは、予想以上の柔やわらかさと暖かさに驚いた。

　アリシアの母も細い人だったし、高位の貴族の例に漏れず幼おさない頃は乳う母ばに育てられた。後のちに給金が払えなくなり乳母はいなくなったが、今度は家事をしなければならなくなり、母にこんな風に甘えた記憶は少ない。

「ノーラの胸、気持ちいい……これなら、レイデン伯爵様もいちころね……」

「ひゃあああああああっ!?」

　うっとりとつぶやいたアリシアの手に胸をふにふにと触さわられ、ノーラの声が裏返った。

「ちょ、ちょっとどこを触っていますの、奥様!?　あの、私はメイドでいたいのであって、愛人になりたい訳ではないですわよ!?」

　勘かん違ちがいして騒ぐノーラに、アリシアはうっとりとその胸にもたれながら、

「お母様って、こんな感じなのかしら……ねえノーラ、胸ってどうすれば大きくなるの……？」

　すでに二人の子持ちではあるが、めでたく初夜も終えた今、いよいよ自分の腹を痛めて子を産む時が来るかもしれないのだ。その子にこの至上のふにふに感を与えられるのだろうかと、アリシアは心配になってきた。

「む、胸は、揉もめば大きくなるとは言いますけど……」

「まあ、じゃあレイデン伯爵様はずっと前からノーラの胸もが」

　ルアークも舌を巻く速度でアリシアの口をふさいだノーラは、赤い顔をして反論した。

「違いますわよまだ口づけしかしてないですわよ!!」

「そうよね、だって出会った頃から、ノーラの胸は大きかった……」

　微笑んで思い出を辿たどったアリシアの笑顔が、見る間にしおれていく。

「……そうね、カシュヴァーン様の愛人だったんですものね、ノーラは……」

　結婚当初は「贅ぜい沢たく」の象徴であり、「理想の旦那様」に相応ふさわしいはずだった愛人という単語。それが、今はこんなに心を騒がせる。

　変わってしまった自分への戸惑いも含め、元気をなくしたアリシアにノーラが焦ったように言った。

「ち、違いますわよ、カシュヴァーン様は、実際は私にはあまり興味を……、ああ、もうっ!!」

　女としての自尊心の危機を感じたノーラは、話をうやむやに切り上げてしまった。そして、いきなりアリシアの胸を摑んだ。

「きゃあああ、ノーラ!!」

　仰天したアリシアの、薄い胸肉をノーラはやけくそで揉む。

「もう、もう、私が大きくして差し上げますわよー!!」

「ノーラ、ノーラやめてくすぐったいわ、だめなの、カシュヴァーン様しか触っちゃだめって、きゃー!!」

　互いの胸を揉んだり揉まれたり、きゃあきゃあとどれぐらい騒いだだろうか。

「……えーとぉ」

　二人がはっと我に返った時、戸口にルアークが所在なげに立っていた。

「えー、大変眼がん福ぶく……いや、楽しそうなところを申し訳ないんだけど、ティルぼっちゃんがノーラの戻りが遅いって心配してるんでね」

　最初こそ気取った口調だったルアークは、すぐににやにやし始めた。

「いやーいいね、地上にも至いと高たかき国ってあるんだね！　俺もルシアナとして交まざりたいなー、あはははは」

　先日の仮装舞踏会にて、「死神姫」に間違われるぐらいの見事な美少女ぶりを披ひ露ろうしたルアークである。顔を赤らめたノーラは、むきになって言い返した。

「もうッ何を言いますの！　私の胸はティルナード様だけのものですし、奥様の胸はカシュヴァーン様だけのものですわ!!」

「あはは、そーだね。まあティルぼっちゃんはとにかく、カシュヴァーンおにいちゃんは案外『こんな至高き国なら俺も行きたい』とか言うかもね」

　不信心を公言してはばからないカシュヴァーンだ。生前に積んだ善行により与えられる翼などいらない、至高き国まで飛べなくていい、とうそぶいているが、多少考えを改めるのではないかと、ルアークはおどけた。

「あら、だったら今度、カシュヴァーン様の胸を揉んでみようかしら……」

　アリシア自身も大して信心深い訳ではないが、カシュヴァーンの態度がいらぬ火種を招まねいていることも確かなのだ。胸を揉んだぐらいで認識が変わるなら、と真剣に考え始めたアリシアに危険を感じたルアークは、さっさと話題を戻す。

「ま、とにかく、ノーラを独り占めしたがってる王子様のためにも、早く来てほしいとこなんだけど……ノーラはその前に、化粧とドレスを直したほうがよさそうかな」

　ルアークの指摘で姿見を覗のぞいたノーラは、己の惨さん状じように盛大な悲鳴を上げた。










　どうにか身なりを取り繕ったノーラを連れて階下に戻った一行を、何も知らないティルナードがほっとした様子で出で迎むかえてくれた。レイデンへ戻るための準備はすでに出来上がっており、三台の馬車がライセン家の車くるま停どめに並んでいる。

　未来の妻を先に馬車に乗せたティルナードは、名残なごり惜おしそうにしているアリシアに改めて請うけ合った。

「アリシア様、どうかご心配なさらず。ノーラは必ず、僕が幸せにしますから」

「自分の面倒ぐらい自分で見られる妻を迎えてほしかったですがね」

「お前は黙だまっていろセイグラム！　と、とにかく、年内に結婚式も挙あげる予定です。それまでに僕も体を鍛えて、どんな痛みにも耐たえられるようになります……!!」

「……がんばって下さいね」

　まだ初夜の知識が覚おぼ束つかないティルナードに対し、アリシアはただにこにこと微笑んでごまかした。

　その様を横目に、ジェダも真剣な顔でルアークの手を握り締めている。

「ルアーク、これが今生の別れではないのだから、元気を出してくれ」

「……うん、俺は割と元気だけど、まあ、あんたも元気でね、ジェダさん。……さてはさっき、アリシアの部屋を盗とう聴ちようしてたね？」

　相変わらず人付き合いに不慣れなジェダの台詞は、誰の影響かすぐ分かる。俺の胸を揉まないでね、と苦笑いするルアークたち死神兄弟の別れを微笑ましく見つめていたアリシアだが、いつの間にか御ぎよ者しや台だいに上がったセイグラムが催さい促そくした。

「ジェダ、さっさと来い。それではアリシア様、失礼いたします」

　相変わらず情じよう緒ちよに欠ける態度のセイグラムであるが、ぐずぐずしていては出発時間が延のびるばかりだ。なんだかんだと言いながら、ノーラやジェダの面倒をちゃんと見ていることも周知の事実である。

「はッ、申し訳ありません！　アリシア様、ルアーク、ではまた!!」

　慌てたジェダの姿が消えたが、実際にいなくなった訳ではない。主であるティルナードの側に潜ひそんでいるはずである。

　そんなことは分かっているのに、ついさっきまでジェダがいた空間をアリシアはなんとなく見つめてしまった。

　自分でノーラに言ったように、ジェダがさっき真似したように、これが今生の別れではない。なのにどうして、こんなに切ないのだろう……考えて、はっと思い当たることがあった。

　アリシアはアズベルグに嫁いで以来初めて、『家族』との別れを経験しているのだ。

　母のように、姉のように、妹のように娘のように、ずっと一緒にいてくれたノーラ。だがノーラはこれからは、ティルナードの妻でありレイデン家の奥方になる。

　この地でせっせと増やしてきた『家族』が、初めて別の『家族』を作って離れていく。だからこんなに切ないのだ。

「もっとノーラの胸を揉んでおけばよかったわ……でも、もうレイデン伯爵様のものなのよね……」

　思い出を作ればよかったと、しんみりアリシアはつぶやいた。しんみりしすぎたせいか、眼の前にまだジェダが残っているような気がする。

「嫌ね、私ったら本当に眼が悪くて……」

「……ジェダさんのこと言ってるんだったら、本当に戻って来てるからね。なに？　ジェダさん」

　そっとアリシアに教えたルアークは、何やら煮にえ切らない表情の『兄』に問いかけた。驚いたアリシアが眼鏡の縁ふちに手を添そえて見直すと、確かにジェダがまたそこに立っている。

「いや、その……、なんと言えばいいのか……」

　セイグラムが無言で馬用の太い鞭むちを空から打うちしているが、ジェダは歯切れが悪い。

「まあ、あんたが口下手なのはいつものことだけどね。はは、どーしたの？　さてはあんたも、本格的にレイデンに行くことになって、寂さびしいの？」

　笑ってからかうルアークに、ジェダは真面目な顔で聞き返した。

「寂しいのは、お前のほうじゃないのか？」

「……はい？」

　思わぬ言葉に緑の眼をしばたたいたルアークは、苦笑して肩を竦すくめた。

「やれやれ、あんたに心配されるんじゃ、俺はよっぽど……、っと」

　失言に気づいた時にはすでに、ジェダは眼に見えてしょんぼりしている。ルアークの実兄サイードとは少し色合いが違うが、ジェダは優秀な『弟』に常に引け目を感じているのだ。

「……ごめん」

「いや、その……、悪かった。では、また」

　最後まで何をしに来たかよく分からない態度のまま、ジェダは今度こそ姿を消した。








　第二章　初めての特別な貴方







　ノーラたちを乗せた馬車が、森の向こうに消えていく。

　その様を眼で追っていたアリシアは、完全に馬車が見えなくなってからしばらくたっても屋や敷しきの門もん扉ぴから動けなかった。小さな肩かたを落とした奥方を、門番たちが心配そうに見つめている。

「アリシア、えーと、あれは枯かれ木であって馬車じゃないからね？」

　ふざけたようにルアークが言い添そえたが、アリシアは「分かってるわ」と笑って首を振る。

　同時にふと、当たり前のように隣となりに立っているルアークの存在が、この上なくありがたいものに思えた。我知らず手を伸ばし、その手をぎゅっと握にぎる。

　瞬しゆん間かん、ルアークはびくっと身じろいだが、単純に驚いたのだろうと思ったアリシアはこう続けた。

「……ルアーク、ルアークにもしも好きな人ができて、その人のところに嫁とつぎたくなったら……いつでも言ってね。私もカシュヴァーン様も祝福するし、笑ってお見送りできるようにするから。ジェダだって、きっと最後には喜んでくれると思うわ……」

「……うん、気を遣つかってくれてありがとう……」

　空気が読める『息子』は余計なことを口にせず、そしてひどく優しいしぐさでアリシアの指を解ほどき始める。

「でも俺は、ずーっと『お母さん』と……、アリシアと、一緒にいるつもりだから。……だから、大丈夫だよ、こんな風にしなくても」

　穏おだやかな言葉、暖かい瞳ひとみ。アリシアとそう変わらぬ年のはずのルアークは、まるで自分こそが『お父さん』であるような慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべていた。

　けれど、ぬくもりは離れていく。














「ルアーク……？」

　追いすがろうとしたアリシアの指を絶ぜつ妙みようの間合いでかわし、ルアークはいつものように軽けい薄はくに笑った。

「ほら、俺とアリシアがいちゃいちゃしてると、カシュヴァーンおにいちゃんに嫉しつ妬とされちゃうからね!!」

「ええ、そうね……」

　得意なはずの気持ちの切り替えがうまくいかなくて、アリシアはなおもルアークを眼で追ってしまった。

　寂さびしいのはお前のほうじゃないのかという、ジェダの台詞せりふが耳の奥に蘇よみがえる。

　今握った手のぬくもりが必要なのは、むしろ自分ではなくて……

「ルアーク、大丈夫よ。だってルアークは『息子』だもの。カシュヴァーン様だって」

「──アリシア、カシュヴァーンおにいちゃんが帰って来たみたい」

「あ、あ、あら？」

　いきなりのひと言に、アリシアは慌あわてて眼鏡めがねの縁ふちを押さえて瞳を凝こらす。頼りない視力より先に、聴ちよう覚かくがルアークの正しさの証しよう拠こを捉とらえた。

　少し前にノーラたちが乗った馬車が消えていった方向から、荒々しい馬のいななきと湿しめった地面を蹴けるひづめの音が聞こえてくる。また〈翼つばさの祈いのり〉が攻めて来たのか、とも思ったが、アリシアは『息子』の能力に絶対の信頼を置いていた。

「あら……そうね、動いているし、枯れ木じゃないわよね……まだお昼を過ぎたばかりなのに……」

　ようやくアリシアにも視認できる範はん囲いに近づいてきたのは、やはりカシュヴァーンとその配下の騎き兵へいだった。この距離ですでにまぶしさを感じ、アリシアは瞳を細めて頰ほおを染そめる。

「わ、私が寝不足にならないように、急いで下さったのかしら、カシュヴァーン様ったら……」

　のんきなアリシアの反応を否定せず、ルアークは楽しげに笑う。

「あはは、結局カシュヴァーンおにいちゃんが寝かせてくれなかったりしてね……、でも、そういうことじゃなさそう」

「まあ、ではやっぱり、〈翼の祈り〉のみなさんが襲しゆう撃げきを……!?」

　ようやく慌て始めたアリシアに、カシュヴァーンの呼び声が届いた。

「アリシア、ルアーク!!」

　緊きん張ちようした顔つきのカシュヴァーンが乗った馬が、泥どろを跳はね上げながら門扉の前で停止する。必死に追いかけてきた配下たちや驚く門番たちには見向きもせず、馬から飛び降りるなり忌いま々いましそうにこう命じた。

「アリシア、悪いがすぐに出かける支し度たくをしてくれ」

　急なことに夫から放はなたれる光も忘れ、眼をぱちぱちさせるアリシアに、もっと忌々しそうに説明する。

「今さらのように大勢の兵を引き連れて、新国王陛へい下かがおでましだ。俺とお前に会いたいと名指しで呼び出された。死ぬほど嫌いやだが、ここで事を荒立てる訳にもいかん」

「え？　ゼオさ……、陛下が？」

　二度目の夜の誘さそいでも、はたまた〈翼の祈り〉の襲撃でもなく、予想外の出来事にアリシアも小首を傾かしげた。

〈翼の祈り〉がアズベルグに宣戦布告をした際、確かに国王になったばかりのゼオルディスは派兵の約束らしきことを口にした。しかしカシュヴァーンは全く頼みにしていなかったし、事実今までアズベルグのために戦ってくれたのは、レイデン地方からの援えん軍ぐんとカシュヴァーンと親交のある一部のラグラドール人だけだ。

「……アズベルグの様子を視察しに来て下さったのかしら……？」

「あらかた事が片づいた後にわざわざ来て下さるとは、ありがたくて涙が出そうだ。臆おく病びようさは父親譲ゆずりかもな」

　戦災地に国王が視察に来るのは不自然なことではないが、カシュヴァーンはゼオルディスの善意など露つゆほどにも信じていない様子だ。

　そこに、乗馬はあまり得意ではないらしく、ぐったりとしたトレイスがようやく合流を果たした。

「オ、オーデルからの兵も、来ている、ようです……」

　そういえば、オーデルからも兵が出ているはずだったわね、とアリシアは記き憶おくを辿たどる。レイデン同様アズベルグ地方とは領地を接しているオーデル地方からの援軍が、今になって、それもゼオルディスたちと一緒に来るとはどういうことだろう。

「ラグラドール人が交じっている、という話もあったな……」

　新たな事実にカシュヴァーンは一層眉み間けんのしわを深くして、おもむろにルアークを見た。

「玉ぎよく体たいをお運びいただくのは結構だが、今トレイスが持ってきてくれた情報も含ふくめて、どうも様子がおかしい。……ルアーク」

「はーい、分かってまーす、アリシア最優先!!」

『父おや子こ』の間ではその言葉が絶対の誓ちかいになっているようだ。カシュヴァーンの呼び声に、ルアークはぴたりと間合いを合わせてみせた。

「いっそお前に『死神姫』を代わってもらいたいぐらいだが、無理だな……」

　かなり真剣なカシュヴァーンのつぶやきは、無論美少女「ルシアナ」を期待してのことだ。ルアークは肩を竦すくめた。

「残念ながら、俺の面めんは割れちゃってるからねえ。それに今はノーラがいないし、さすがにあれだけの化け粧しようは俺には再現できないや」

「……俺にも無理だな」

　未み練れんを振り切るように小さくため息をつくと、カシュヴァーンは優しくアリシアの頭を撫なでた。途と端たんに例の光を感じ、ひゃっと眼を閉じた妻を愛いとおしそうに見て、

「そういう訳だから、支度をしてくれ、アリシア。ああ、だが簡単に身み繕づくろいをするだけでいいからな？　ますます美しくなったお前を、長旅で疲れ、餓うえた野や獣じゆうと化した兵士どもの眼にさらすのは避さけたい……」

「あの、でしたらカシュヴァーン様も、もっとかっこ悪くてもいいと思いますわ……お化粧、します？」

「──あんたたち、本当にお似合いの夫婦だねえ」

　この期ごに及およんでもいちゃいちゃしている夫婦に苦笑したルアークは、改めてアリシアに宣せん言げんした。

「心配しないで、アリシア。アリシアのことは、俺が守ってあげるから」

「ええ、頼りにしているわ、ルアーク。だから私のことは、心配していないんだけど……」

　ルアークの腕うでは間違いない。そのため自分の身の安全についてはなんの不安も抱いだいていないのだが、

「カシュヴァーン様、あの……、国王陛下と、あまりけんかをしないで下さいね？」

　まぶしい光に眼を細めながら、夫を見上げておずおずと頼んでみる。

　会うたびカシュヴァーンの神経を逆さか撫なでするゼオルディスは、きっとまたよくない企たくらみをしているに違いないのだ。下した手てに出ろとは言わないが、なんとか受け流す程度ですませられないか。

　普通の妻らしい気遣いに、カシュヴァーンははっと鼻を鳴らした。

「そいつはクソ国王陛下に聞いてくれ。俺だってあっちさえ余計なことをしなければ、友達のふりぐらいしてやれるんだ」

　自分を「友達」扱いするゼオルディスへの皮肉をきかせた言葉を聞いて、アリシアは余計に不安になった。

　こうなれば、と見当をつけて伸ばした腕が、服の上からカシュヴァーンの胸を摑つかんだ。

「うわっ!?」

　まさかそんなことをされるとは思っていなかったらしく、ひと揉みを許してしまったカシュヴァーンがすっとんきょうな声を上げる。

「な、なんの真ま似ねだ、アリシア。お前、そんな昼間から……」

「胸を揉まれて至いと高たかき国へ行くと、考えが変わる可能性もが」

　ルアークがアリシアを引き剝はがしながらその口をふさぎ、眼で『後で説明するから』とカシュヴァーンに訴うつたえる。詳しよう細さいは不明ながらもなんとなく事情を察したカシュヴァーンは、にやりと笑う余裕を取り戻した。

「……可愛かわいい俺のお姫様。俺が至高き国へいたたたたた!!」

　その足を、破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうで続きを察知したトレイスがすかさず蹴飛ばす。

「まだ肝かん心じんなところは言っていないだろうが!?」

「言う前に止めて差し上げたんでしょうが!!」

　乗馬の疲れも吹っ飛んだ様子のトレイスに叱しかられ、カシュヴァーンは全く、とぶつぶつつぶやいている。だが胸を揉まれた上に蹴飛ばされた衝しよう撃げきで、ある程度冷静にもなったようだ。

「まあ、続きはまた今夜にでもな。さあ、アリシア、支度を頼む。ルアークはいつもどおり、姿を隠かくしていてくれ」

　はーい、と元気よく返事をしたルアークが、たちどころに姿を消す。

「は、はい、分かりました!!」

　二人にうながされ、アリシアも急いで屋敷の中に引き返し始めた。







　季節ごとの祭りや、春先にアリシアの誕生日祝いが行われたアズベルグ中央部の広場は、今や兵士たちであふれ返っている。なぜか人払いをされていないらしく、一部の領民たちまで状況を遠巻きにして不安そうにしていた。

「まあ、こんなに付き添いの方がご一緒に視察だなんて、やっぱり国王陛下は臆病でいらっしゃもが」

　ひとりで身なりを整えることに一いち抹まつの寂しさを覚えながら、夫に伴ともなわれて指定の場所にやって来たアリシアの素す直なおな唇くちびるを、カシュヴァーンの手がさっさとふさいだ。

「オーデルだけじゃないな。フェイトリンの人間までいないか……？」

　もがもが言っている妻の頭を撫でてごまかしつつ、さり気なく周囲を見回すカシュヴァーンの視線は鋭するどい。

　国王の御ご前ぜんであるため、領主に従う部下はトレイスを含めたわずか十数騎だが、ゼオルディスが引き連れてきた兵士はざっと見ただけで数百人規き模ぼ。広場に入りきれなかった者も大勢いる様子だ。

　先の報告どおり、王家の紋もん章しようの入った武ぶ装そうに身を固めた国王軍に、オーデル地方の者と思われる兵士が混じっている。ラグラドール人もかなりの人数で、おまけに全員今すぐ戦せん闘とうに突入してもおかしくない格好をしていた。

「戦災地を見舞うにしては人数が多すぎますし、装備が厳重すぎませんか……？　まさか、このまま〈翼の祈り〉と一戦交まじえる気では……」

　悪お寒かんでも感じたかのように、トレイスが肩を震ふるわせる。

　何せカシュヴァーン同様、ゼオルディスも〈翼の祈り〉に破門されたのだ。戴たい冠かん直後に顔に泥を、それも最悪の泥を塗ぬられたも同然で、話が広まれば今後の統とう治ちに大きな影響を及ぼすだろう。

　いかに求心力低下を嘆なげかれようが、〈翼の祈り〉は今もシルディーンをはじめとする周辺数ヶ国の国教である。生活に根差した信しん仰こう心しんは厳然として存在しており、だからこそゼオルディスも、聖女アーシェルから王位を授さずかるといった過去の伝説を真似てみせた。

　この上は〈翼の祈り〉を武力で制圧し、破門を取り下げさせる。あるいは彼らを無力化して、権けん威い自体を無効化させる。

　騒そう動どう好きな新国王が、いずれかの強きよう硬こう手段を取るのではないかとトレイスは気を揉んでいるのだ。──その場合間違いなく、アズベルグは再び戦場になるだろうに。

「それについては、今から国王陛下が教えて下さるさ。……場合によっては俺を止めろよ、トレイス」

　満まん更ざら冗じよう談だんでもなさそうなカシュヴァーンの台詞に合わせ、居並ぶ兵士たちの前を横切って黒髪の青年が現れた。額ひたいから右眼をとおり、頰にまで達した悲ひ惨さんな傷きず痕あとを堂々と人前にさらして笑う彼は、シルディーン王国第十三代国王となったゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。

「……あら……？」

　奇妙な光景に、アリシアは無意識に眼鏡を直した。

　よじれた傷のせいで口の端はしがつり上がり、何もしていなくても笑っているように見えるゼオルディス。すぐ後を地方伯クリストン家の子弟であるという、マーベリック・クリストンのやや神経質そうな顔が続く。

　ゼオルディスの「友達」であり、手下のようにあれこれと働かされているマーベリックがいるのは分かる。しかしなぜか二人の背後に、奇妙な人々が続いて登場し始めたのだ。

　とはいえ、個人個人はアリシアも知っている人物である。だが今彼らがここに集つどう、そのことがいかにも不自然だった。

　まずはオーデル地方の領主であり、亡なき宰さい相しようイーダルに代わってグラネウスと共に宰相の座を与えられたジスカルド・オーデル。艶つやめく金髪に縁取られた、きらきらしい美び貌ぼうに変わりはないが、心なしか顔色が悪い。

　ゼオルディスを挟はさんで反対側には、アズベルグの地方伯であり、カシュヴァーン不在の際には領主代行を務つとめることも多いディネロ・アズベルグ。復興のために黙もく々もくと働いていたせいか、整ととのいすぎたその顔はいつにも増して彫ちよう像ぞうめいて人間味に欠け、そのくせ薄うすい灰色の瞳の奥にはぎらぎらとした熱が感じられた。

「……っ!!」

　また怖こわい顔をなさっているわ、と思って見つめていたアリシアとディネロの眼が合った。途端アリシアの背筋を、ぞくりと冷たいものが走る。

　怖いものは大好きなはずのアリシアだ。しかし何か、見てはいけないものを見たような恐きよう怖ふを覚え、慌てて眼を逸そらしてしまう。

　逸らした視線をごまかすように、ジスカルドとディネロ以外の人間を見やり……、改めて首をひねった。

「お、おかしいですわね、エリクス様とおじさまの幻げん覚かくが見えるのですけど……私、そんなにお二方に会いたかったのかしら……？」

「残念なことに俺にも見えているぞ、アリシア。夫婦は似てくるものとは言うが、幻覚まで同じとはすごい」

　いつも鋭いカシュヴァーンも、思わぬ展開に気を取られているようだ。ディネロと妻の間に流れた緊張感に気づかぬ様子で、わざとらしい軽口を叩たたいた。

　ゼオルディスとジスカルドとディネロはまだ分かるとして、幻覚ではないかと思えるほど場違いな雰ふん囲い気きを醸かもし出している者も別にいた。

　ひとりはオーデル地方に居きよを構えるバスツール家の当主であったが、事実上ジスカルドのもとで下働きをしているはずのエリクス・バスツール。没ぼつ個性な黒髪の若者は、目立つ場所に立つことでようやく人並みの存在感を得ていた。

　そしてアリシアの叔お父じであり、姪めいをカシュヴァーンに売り飛ばしたヘイスダム・ジェンガー。エリクスがいつものように、少し困ったような穏おだやかな笑みを浮かべているのに対し、ヘイスダムは妙におどおどしていた。その眼は決してアリシアを見ない。

　ジスカルドの使い走り程度の扱いであるエリクスや、没落地方伯のさらに傍ぼう流りゆうであるヘイスダムが、どうして国王の背後に控ひかえているのだろう。

　アリシアたちの困こん惑わくする様をひとしきり眺ながめた後、ゼオルディスがにこやかに口を開いた。

「やあカーシュ、アリシア。はは、今さら何しに来たって顔だな」

「……っ」

　分かっているくせに他人の神経を逆撫でする行動を取り、自みずからそれを指し摘てきする。いつもどおりすぎるゼオルディスの言動に、カシュヴァーンがぴくっと肩を跳ねさせた。

　だがトレイスが注意する前に、彼は静かにゼオルディスに向かって頭を下げた。大人びた対応に、やっぱり揉んでおいてよかったと、アリシアは自分の胸を撫で下ろす。

「──このような僻へき地ちまでご足労いただき、誠まことに恐きよう縮しゆくです、国王陛下」

　表情は険けわしく、声も硬かたいが、戦災地の領主としては許容範囲だろう。そして、下手に出ながらも牽けん制せいすることを忘れない。

「くわえて、いまだ〈翼の祈り〉からの攻撃に怯おびえる我が地のために、貴重な兵力を割さいて下さったことに感謝いたします。未確定ですが、すでに数百人規模の犠ぎ牲せい者しやが出ております状況ですので、人手はいくらあっても足りません。案内役程度ならお申し付けいただければ」

「そう身構えるなよ、カーシュ。今日来たのは別に、今すぐここを戦地にしたいからじゃない」

　カシュヴァーンらの不安を読み取り、ゼオルディスは傷を歪ゆがめて笑った。明るく、快かい活かつに。

「もっとも、この後のお前の出方次第では、どうなるか分からないけどな」

　途端にその場にみなぎった緊張感に、アリシアもはっと息を飲む。

　カシュヴァーンにはゼオルディスとの対話は禁じられているが、状況が状況だ。領主の妻として、なぜかゼオルディスに気に入られているらしき自分が止めに入ったほうがいいのではないだろうか。

「お、お話の最中に発言する無礼をお許し下さいませ、陛下……!!」

　意を決したアリシアがためらいつつも切り出す。しかしゼオルディスは彼女を制するようににやりと笑いかけ、意外な言葉を口にした。




「カシュヴァーン・ライセン、そしてアリシア・フェイトリン。お前たちは夫婦ではない」




「……え？」

　ぎりぎりまで高まった緊張感が弾はじけ飛ぶ。

　あまりにも意外なひと言に、アリシアは続ける予定だった言葉を全部忘れてしまった。

「──あぁ？」

　カシュヴァーンも、かりそめの神しん妙みようさが吹き飛んだようだ。瞳をすがめ、不ぶ躾しつけと咎とがめられそうなほどまじまじとゼオルディスを見つめている。

　何事かあれば止めに入る予定だったトレイスも、取るべき行動を見失い固まっていた。その他カシュヴァーンの配下たちも同様で、訳が分からない様子で視線を泳がせている。

　混乱するアリシアたちに対し、ゼオルディスは冷静そのものだ。ヘイスダムに目配せし、軽くあごをしゃくって発言をうながす。

「良心の呵か責しやくに耐たえかねたジェンガー伯はく爵しやくが、先日俺にすべてを話してくれた。そうだよな？　伯爵」

「は、は……い」

　あらかじめ、言うべき内容は決められていたのだろう。集まる視線に、特にライセン夫妻のそれに身を竦めながら、ヘイスダムは割り当てられた台詞を読み上げた。

「私は、その……ライセン、公爵の、た、度たび重かさなる脅きよう迫はくに耐えかね……、アリシアを、う、売り渡した、のです」

「なっ!?」

　おどおどとした名指しに、カシュヴァーンが絶句する。

「あら……まあ、そうだったもが」

　結婚に至る詳くわしい経けい緯いを聞かされていないアリシアが、思わず漏もらしたひと言をトレイスが必死になってふさいだ。カシュヴァーンは最も早はや妻の失言など聞こえていない様子で、

「今さら何を言うか!?　俺はアリシアの後こう見けん人にんであるあなたと正式に書面を取り交かわし、彼女と結婚したんだぞ!!」

　衝撃と怒いかりが、敬語を使う余裕を失わせていた。ひいっと首を縮めるヘイスダムに、血相を変えてさらに怒ど鳴なりつける。

「確かに話を持ちかけたのは俺だったが、名家フェイトリンの名を売り渡すのだからと、金銭の要求をしてきたのはそちらだ!!　普通は妻になる家が持参金を用意するところを大金を積んでやったんだ、それを脅迫と取るとは無礼にも程がある!!」

　ただでさえよく通るカシュヴァーンの声が、緊張した空気をびりびりと震わせる。ヘイスダムはもちろん、一番慣れているはずのトレイスさえ思わず眼をつぶるほどの怒号にも、ゼオルディスは動じない。

「しかしお前たちは、聖堂にて正規の誓いを立てていないんだろう？　我が国の慣習に照らせば、神の前で誓せい約やくしていない男女は夫婦とは言えない。そうじゃないか？」

「……!!　それは……」

　瞬間、カシュヴァーンがぐっと詰つまった。アリシアも思わぬ不意打ちに、ただ眼を見開くことしかできない。

　神を信じ、神を愛し、それゆえに己おのれを生まれながらの罪人と定めていたカシュヴァーンの母、マリアンヌ・ライセン。聖女アーシェルを支し援えんした人々の末まつ裔えいである貴族の一員、領主レジオール・ハルバーストに逆らうことなくその子を産み、咲かない薔ば薇らの肥ひ料りようとされた哀あわれで愚おろかな女。

　母の贖しよく罪ざいのために生を受けたカシュヴァーンは、その複雑な出自ゆえに不信心を公言している。他人の信仰には口を挟まないが、自らは神を信じず、だから何があっても神に頼らない。

　なのでカシュヴァーンは、いつも自分自身と相手に対して誓いを立てる。アリシアがアズベルグに嫁いできたあの時も、先日の王宮の聖堂でも、初めて結ばれた日の翌朝にも。

　再婚当時の誓いは確かに、適当でいいかげんなものではあった。しかし夫婦の絆きずなが深まるにつれ、交かわす約束は厳げん粛しゆくで神聖なものへと変化していった。

　──だが、神の前で誓ったのかと問われれば。〈翼の祈り〉の聖職者を立て、誰にも文句をつけられない手順を踏ふんで、結婚の儀ぎ式しきを行ったかと尋たずねられれば。

　おまけについ最近、ティルナードがメイドであるノーラを仰ぎよう々ぎようしいほどに段階を踏んで婚約者としたばかりだ。それぞれの愛する女性への想いに優ゆう劣れつはないけれど、やり方に優劣があったと指摘される余地はあるかもしれない。

　痛いほどに突き刺ささる視線の中心で沈ちん黙もくしているカシュヴァーンから、その友人へとゼオルディスは視線を移した。

「このことはお前の幼おさな馴な染じみが、ナディールに教えてくれたんだそうだ。さすが聖職者を目指しただけあって、友の非道な行いを見過ごせなかったのか」

「……なっ、あ、ぁっ……!?」

　見る間にトレイスが青ざめる。アリシアも必死に記憶をたぐり寄せた。

　ナディールとトレイスが顔を合わせたのは確か、ゼオルディスがラグラドールへ行く途中にアズベルグに滞たい在ざいした際だ。なぜか主あるじ夫婦とナディール、それに今は姿が見えないゼオルディスの近きん侍じ、フロリアンと茶席を設もうけたことは覚えている。

　直後、ゼオルディスが現在は焼失した薔薇の廃はい園えんに無む断だん侵しん入にゆうしたことのほうが印象が強い。だからはっきりとは思い出せないが、トレイスの反応からすると、彼がナディールに夫妻の婚こん儀ぎについて話をしたことは間違いない。

「誓ったか？」

　立ち尽つくすライセン家一行を眺めやり、ゼオルディスがにやにやしながら問いを重ねる。ひとつ、二つ、大きな息を吐いてから、カシュヴァーンは苦しそうに声を絞しぼり出した。

「……俺とアリシアは正式な夫婦です。後見人に許可は得ているし、王家にも届けを出している……」

「神の前で誓ったのか、誓っていないのか。俺は単純に聞いているんだ。だからお前も単純に答えろよ、カーシュ」

　執しつ拗ような追及に、カシュヴァーンは唇を引き結んで押し黙だまった。いてもたってもいられず、アリシアは行動を起こした。

「お、お話の最中にたびたび発言する無礼をお許し下さいませ、陛下!!」

　一応ぺこりとお辞じ儀ぎをしたアリシアに、いっせいに注目が集まる。突き刺さる視線をいつもの鈍にぶさで受け流し、彼女はまっすぐゼオルディスだけ見て訴えた。

「確かに私とカシュヴァーン様は、か、神様の前で誓ってはおりませんわ。ですが二人での約束は繰り返し行っておりますし、何より、わ、私たちは、とっても深く愛し合っておりますし……!!」

　頰に血が上のぼっていくのが分かる。場違いにも高まる「おなかが痛い」を振り切るよう、強く夫の腕にすがって大声で叫んだ。

「しょ、初夜、もっ、この間、か、完了しましたっ!!」

「アリシア!?　馬ば鹿かお前ッ、そんなことをそんなでかい声で……!!」

　いきなり抱きつかれた挙あげ句く、夫婦の秘密を暴ばく露ろされたカシュヴァーンの顔が真っ赤になった。一時は王宮に吹ふい聴ちようしに行きたい、などとふざけていたが、まさかこの状況でばらされるとは思っていなかったのだろう。

　ゼオルディスでさえ一瞬動きを止め、ジスカルドは「ま、まだだったのか」と思わず口走った。ディネロは目め尻じりを吊つり上げ、カシュヴァーンの腕を抱きしめたアリシアを食い入るように見つめている。

　やがて、気恥ずかしい空気が幾いく分ぶん初夏の風に散らされた頃、ゼオルディスがぽつりと言った。

「……羨うらやましいな」

　つぶやく顔には、他の子供が母に甘える様を眼にした孤こ児じのような素直さがあった。

　しかし素そ朴ぼくな羨せん望ぼうは、すぐに醜みにくく引きつれた笑みにかき消されていく。

「ああ、しかし、なんということだろうか。脅迫で得た令れい嬢じようの身を、正規の結婚もせず穢けがすとは、正に神をも畏おそれぬ行為」

　もう一度「正規の結婚ではない」ことを強調すると、ゼオルディスは言葉遣いを改めた。

「カシュヴァーン・ライセン、貴様が不信心を公言していることは知っている。しかし王家が今まで貴様を放置していたのは、せいぜい貴様と貴様の領民が不利益をこうむるに過ぎない、と判断していたため。名家フェイトリンの令嬢までも巻き込まれているとなれば、国王として見過ごせない」

　地方伯至上主義者だった故イーダルのような言い方を、彼はした。背筋を伸ばし、威い風ふう堂どう々どうと言い放つ姿は、イーダルが切望していた「強い王」に相応ふさわしい。

「〈翼の祈り〉が俺たちを破門したのも、きっとこのせいだ。ただでさえ不安定な国内に、これ以上不安の種を捨て置く訳にはいかない」

「馬鹿なことを……!!」

　そんなはずがあるかと、カシュヴァーンは吐き捨てた。アリシアにも他の面々にも、〈翼の祈り〉がライセン家とシルディーン王家を破門したのは、あくまで自分たちの正当性を強弁するためだということは分かっている。

　ゼオルディスにしても、当然百も承しよう知ちだろう。しかし彼の屁へ理り屈くつには一応の筋すじが通っているし、何よりカシュヴァーンは絶対に「神の前で誓った」などという噓うそはつけない。

　互いにすべてを理解していて、だからこそ、茶番は続く。

「〈強〉公爵カシュヴァーン・ライセン、貴様に改かい易えきを命ずる。領地と爵しやく位いを返上し、即そつ刻こくこの国を出て行け」

　国王暗殺の罪を着せられたスタンバール一族への処しよ遇ぐうを考えれば、この対応は想定内だった。それでも実際に口にされた衝撃は大きく、アリシアはカシュヴァーンの腕を握る手に力をこめた。

「……今この時、アズベルグから領主を追い出すというのか。いつまた戦場になるかもしれないこの地を、無法地帯にする気か……!!」

　震える妻の手に己のそれを重ねながら、カシュヴァーンが叫んだ。礼儀をかなぐり捨てての血を吐くような叫びに、トレイスがたまらず祈りの言葉を口の中でつぶやく。

「〈翼の祈り〉が再び攻めてくる可能性は十分にある。そうなればこのアズベルグだけでなく、レイデン、オーデル、そしてエルナンドも火の海になるかもしれないんだぞ!!」

　自領の名前を聞いてジスカルドが眉まゆを寄せるが、ゼオルディスはにっこり微笑ほほえむだけ。

「心配するな、カーシュ。俺にもお前同様、頼もしいラグラドール人の仲間がいる」

　ちらと視線を投げたその先には、確かに前日の仮装舞踏会でも見たラグラドール人たち。カシュヴァーンと親しい傭よう兵へい団長バルロイ・レクサンドールとは不仲と噂うわさの、別の傭兵団の面々だ。

「それにアズベルグ地方の領主には、お前以上の適任者がいる。何百年も前からこの地に名を刻きざみ、地位と財産を失ってなお、領地と領民を愛し愛されてきた地方伯」

　満を持してゼオルディスに紹しよう介かいされた男が、淡あわい金髪を揺ゆらしてゆっくりと進み出る。

「……ああ……」

　アズベルグの民としても背の高い彼を見上げ、アリシアは絶望のため息を漏らした。

　分かってしまったのだ。

　ゼオルディスはずっと前から、この時のために周到な用意をしていたのだ、と。

「正統な領主家を復活させ、ディネロ・アズベルグにこの地を治おさめてもらう」

　高らかな宣言にも、ディネロはいつもの無表情のままだ。自分の視力のせいにしてしまいたかったが、残念ながらどれだけ眼鏡を拭ふいてもその落ち着きように変化はない。

「……ディネ、……」

　思わず呼びかけようとしたカシュヴァーンも、すんでのところできつく奥歯を嚙かんだ。落ち着き払ったディネロの態度は、すでに交こう渉しようの余地はないことを示していた。

　だが、はいそうですかと、うなずく訳にはいかないのだ。

「誰がそんな命令に従うかッ!!　ディネロがいい奴であることは認めるが、今この時そんな理由で領主が変わったりすれば、無用な混乱を招まねくだけだ!!」

　懸けん命めいに説得を試こころみるカシュヴァーンに、ゼオルディスはにやりと笑う。

「お前が俺の言うことを聞けないなら、俺が新国王としてこのままアズベルグ地方を浄じよう化かするだけだ」

　国王軍、オーデル地方の兵士たち、ラグラドールの傭兵部隊。強大な軍事力を背にして、ゼオルディスは今度はあからさまな脅迫を始めた。

「……なッ」

　あまりの露ろ骨こつさに、そして下へ手たな茶番などよりはるかに大きな強制力に、カシュヴァーンは再び言葉を失う。アリシアも必死になって事態の改善策を考えるが、何も思いつけない。

　カシュヴァーンが毎日のように領内をかけずり回って復興に努つとめてはいるが、アズベルグの特に北側は火災の被害が激しい。また、なまじ信仰深い地であるがゆえに、〈翼の祈り〉から攻撃を受けた事実が精神的な痛手となっている。

　レイデンからの援軍の一部は残ってはいるが、ティルナードが領地に戻った現在、ここでカシュヴァーンを押さえられれば指し揮きを執とる者がいない。いるとすればディネロだ。バルロイはいまだ混乱が続いていると推測されるラグラドールに、とっくに帰ってしまった。

　ゼオルディスが今その気になれば、アズベルグ全土を火の海にすることはたやすい。

　無論そんなことをすれば、国内外からの反発は必至だろう。しかし新興貴族外はずしに固こ執しつしたり、貧びん乏ぼう貴族の娘を王おう妃ひに迎むかえたりと、以前から矛む盾じゆんした行動の見られるゼオルディスである。

　正気の沙さ汰たとは思えなくても、本人が本気ならやりかねない。

　棒立ちのカシュヴァーンへ、ゼオルディスは悠ゆう々ゆうととどめの一撃を放った。

「思い出してみろよ、領民想いの領主様。お前はなんのために領主になった？　なんのために父親を殺した？　なんのために『死神姫』を娶めとった？」

　自分もトレイスのように死神兄弟に戦闘訓練を受けておくべきだった、とアリシアは思った。そうすれば今、風のような速さでゼオルディスの口をふさいでやれるのに。

「アズベルグの地を、守るためじゃないのか？」

　だが無力なアリシアは、言葉の矢が夫の心しん臓ぞうを貫つらぬく様を見ていることしかできなかった。ずっとしがみついていた腕から力が抜け、ぐにゃりと垂たれ下がるのを感じて背筋が凍こおる。

「分かってくれたようだな」

　それは嬉うれしそうに笑ったゼオルディスが、軽く背後を振り返って兵士たちに命じた。

「押さえろ」







　屈くつ強きような国王軍の兵士が進み出て、カシュヴァーンの両腕を摑む。

　自失しているのか、覚かく悟ごを決めたのか、カシュヴァーンはまるで抵てい抗こうしなかった。

「やめて、カシュヴァーン様に触さわらないで……!!」

　必死になって夫にしがみつき続けていたアリシアだが、無む駄だだった。手の中のぬくもりは呆あつ気けなく奪うばい去られ、アリシア自身も別の兵士に拘こう束そくされてしまう。

「おやめ下さい、神への宣せん誓せいが必要なことは私にもよく分かっております!!　ですがお二人はもうすでに、離れ離れになどなれないのです……!!」

　泣きそうなトレイスもまた、強引に引き離される。

　程なく広場の中央に、カシュヴァーンは無理やりひざまずく体勢を取らされた。グラネウス以外には折ることをよしとしなかったはずの膝ひざを折り、じっと地面を見ている彼の前にゼオルディスが進み出る。

　その手にはいつの間にか、剣が握られていた。

「や……っ、ごほ、ごほっ」

　やめて、とアリシアは叫さけんだはずだった。けれど口の中がからからに乾かわいていて、出るのは苦しい咳せきだけだ。

「安心しろ、アリシア。カーシュは死刑にはしない。追放だ」

　ごほごほ言っているアリシアを振り返り、ゼオルディスが笑う。明るく、快活に。

「だが、罪への報むくいは受けてもらう」

　心地ここちよさそうな台詞が合図だったのか、カシュヴァーンを押さえた兵士のひとりが、罪人の右腕を地面と水平に伸ばして固定した。

「カシュヴァーン・ライセン。お前は神聖なる誓いを穢した。本来行うべき正しい宣誓をせず、偽いつわりの結婚生活を続けてきた」

　再びカシュヴァーンを見み下おろしたゼオルディスは、剣を振りかぶって厳おごそかに罪状を読み上げた。

「だからその、責任を果たさなかった右腕をもらおう」

　神聖なる誓いの際、人は右手を掲かかげて神へと誓約を果たすことを宣言する。

　そのため誓いを穢した噓つきは、役目を放ほう棄きした右腕を捧ささげて罪を償つぐなう。

　アリシアの好きな本にも頻ひん出しゆつする光景だ。きゃきゃあ興奮しながら何度も読んだが、実際に見たかった訳ではない。

　それともこれは、罰ばつなのか。

　ヘイスダムの言うことを聞かず、安上がりだからと淑しゆく女じよには似つかわしくない本を読み続けた報いなのか。

「国王陛下、やめて!!　あなたがこういう場面がお好きなのは存じていますわ。でも、本で読めるのだから、本当にやらなくてもいいではないですか……!!」

　どうにか喉のどの調子を整えたアリシアはもう一度叫んだが、ゼオルディスは目元で薄く笑うだけだ。

　やむなくアリシアは、ディネロに助けを求めた。

「ディネロ様、お願いです、陛下を止めて!!　〈翼の祈り〉への態度については、確かにカシュヴァーン様も悪かったとは思います。私とトレイスがカシュヴァーン様の分もがんばりますから、どうかこんなことはやめさせて!!」

　しかしディネロは全くの無反応で、傍ぼう観かん者しやの姿勢を崩くずさない。感情の読めない瞳をどれだけ見つめても、背筋が寒くなるだけだった。

「ジス……、オーデル侯こう爵しやく様!!　お願いです、愛人にだってなんだってなりますから、私の夫を助けて下さい!!」

　カシュヴァーンとは犬猿の仲のジスカルドだが、名門地方伯であり宰相にまで登りつめた権力者だ。妻のエルティーナと仲がいいこともあり、アリシアは慈じ悲ひを請こうたが、青ざめた唇は引き結ばれたまま。

「エリクス様!!　おじさま!!　みなさんカシュヴァーン様とはいろいろありましたけど、お金なら後でいくらでも用意しますから!!　だからどうか、あの人を助けて……!!」

　彼らにはどうにもならないだろう、とは思いながら残る二人の名を呼ぶと、ヘイスダムは実際顔を伏せただけだった。

　しかしエリクスはあの、かつてアリシアを拉ら致ちした時にも見せた、貼はりつけたように穏やかな笑みを浮かべてくれた。

「力になれなくてごめんね、アリシア」

「エリクス様……？」

「僕はずっと、カシュヴァーンが羨ましくてさ」

　短い言葉にこめられた悪意に、息が詰まる。

　ただでさえぬかるんで不安定なアズベルグ特有の地面が、どろりと溶とけてしまったような錯さつ覚かくを覚えた。

　カシュヴァーンの強さを羨んでいたエリクス。バスツール家の当主の椅い子すに無理やり座らされた上で、ジスカルドの使い走りのようなことをさせられていたエリクス。

　その扱いに甘んじているのだとばかり思っていたのに、そうではなかったのか。──この日が来ることを知っていたくせに、素そ知しらぬ顔で誕生日の贈おくり物など持って来てくれたのか。

「エリクス」

　ジスカルドがいら立ったように名を呼ぶと、エリクスはぴたりと口をつぐんだ。にもかかわらずジスカルドはまだエリクスを睨み続けており、なぜかマーベリックまで不快そうにしている。

　彼らの反応も気にはなったが、今はそれは後回し。だが、居並ぶ面々の中にはもう、アリシアが助けを求められそうな人間はいない。

「ああ、マーベル卿きようは、ミューゼ様のお側そばにいらっしゃるのね……」

　いつもゼオルディスが好んで側に置いている美しきマーベル兄妹は、二人とも姿が見えない。元々病弱な上に国王の子を身ごもったミューゼに長旅をさせる訳にもいかないだろうし、兄フロリアンは彼女の側についているのだろう。

　こうなればもう、アリシアに残された手はひとつしかない。

「──ルアーク！」

　本来なら公おおやけにしてはいけない名前を、願いをこめて叫ぶ。

「ルアーク、来て!!　お願い、カシュヴァーン様を助けて……!!」

　ここで元〈玩おも具ちやの兵隊〉との繫つながりをはっきり示せば、もっとひどい状態になるかもしれない。ゼオルディスはこの展開こそを狙ねらっているのかもしれない。

　けれどこのまま愛する人の右腕が斬きり落とされるのを、黙って見ている訳にはいかないのだ。

「ルアーク、ルアーク！　ルアークっ……!!」

　痛む喉を押さえ、何度『息子』の名を叫んだだろう。

　でも、風は吹かない。

「ルアーク……？」

　そういえば最近ルアークはますます腕を上げ、その動きには特有の風すら伴わなくなっていたのだ。アリシアはすぐに思い直したが、眼の前の光景は依い然ぜんとして変わらない。

「そうよ、私、眼が、悪……」

　また思い直して、再度カシュヴァーンのほうを見る。確かに少し様子が変わっていた。

　いったん剣を下ろしたゼオルディスが、憐あわれむようにこちらを見ている。

「ルアーク？　誰だそれは」

「……え……？」

「かわいそうに、なんでもいいから適当なことを大声で叫んで、少しでも時間稼かせぎをしようと思ったんだな。それともお前の好きな本の登場人物とか？　きっととても頼もしいんだろうな、その『ルアーク』は」

　白しら々じらしく言うなり、ゼオルディスはまた剣を振り上げた。何を思っているのか、じっと動かないカシュヴァーンのあごを靴くつ先さきで持ち上げ、

「かわいそうなアリシア。名家フェイトリンの令れい嬢じようがこんな男にだまされて、そこまで取り乱すとは」

　まるでアリシアの頭がおかしい、とでも言いたげだ。普段からそういう印象を持たれがちなアリシアであるが、現在はゼオルディスが言うとおり、精神に変調を来きたしていると思われても仕方がないだろう。

「違う、違います、違うの、ゼオ様……!!」

　ルアークのことをゼオルディスが調べていないはずがない。彼はルアークの師である『先生』や、永遠の二番手として〈玩具の兵隊〉時代からルアークを敵視するギゼとも繫がりがあるのだから。

　けれど今、それを言い立てたところでなんになるだろう。

　聖女アーシェルの使者と名乗ってゼオルディスに破門宣告をしたのはギゼだったが、ゼオルディスは彼と初対面であるように振る舞っていた。万一ゼオルディスが本当にルアークのことを知らなかったとしても、アリシアがどれだけ呼んでも『息子』が来てくれない事実は動かせない。

　まさかルアークは知らぬ間に、『先生』に襲撃されているのでは──新たな冷たい予感に押し潰つぶされそうなアリシアに、ゼオルディスは優しく言った。

「優しくてかわいそうなアリシア。怖いなら、眼をつぶっていればいい。すぐに終わらせてやるから」

　それは、嫁いできた直後にカシュヴァーンもよく言ったような台詞だった。お前は何もしなくていい。

　しなくてもいいなら、そうしたかったけれど。

「アリシア様……!?」

　自分を捕らえていた兵士の腕を渾こん身しんの力をこめて振り払い、アリシアは駆かけ出した。

　こうなれば自らの身をもって、ゼオルディスの兇きよう刃じんを止めるしかない。

「アリシア、来るな!!」

　しかし、妻の決死の覚悟に気づいたカシュヴァーンの叫びが、その足を止めてしまう。

「嫌です!!　だってカシュヴァーン様、カシュヴァーン様が……!!」

　瞳を潤うるませるアリシアに向かって、カシュヴァーンがかすかに微笑む。あの白い光にかき消されることもなく、頼りない視力にぼやけることもない、透とう明めいな笑顔が胸に突き刺さった。

「お前だけは、どうか幸せで」














　祈るようにつぶやき、静かな覚悟を秘めてゼオルディスを見つめるその瞳。

　宗教画のような光景の中、薄笑いに顔を歪めたゼオルディスがひと息に剣を振り下ろす。

「いやぁっ──……!!」







　眼の前の光景を正視できず、顔を覆おおったままアリシアはしばらく動けなかった。

　見たくなかった。でも、自分が見なくても現実は変えられない。

　わななく手を下ろし、おそるおそるカシュヴァーンのほうを見る。瞬間眼を背そむけてしまったが、自分を叱しつ咤たしてもう一度同じ方向を見た。

「……え……？」

　前のめりになるようにして体勢を崩し、うつむいたカシュヴァーンは肩で息をしている。

　けれど地面を濡ぬらす赤い色は、腕ではないところから流れているように思える。

「アリシアがかわいそうだからな」

　罪人の血に汚れた剣を兵士に渡しながら、ゼオルディスは笑った。

「腕はやめてやったよ」

　言いざま、ゼオルディスはまた靴先でカシュヴァーンのあごを持ち上げた。その顔を見て、アリシアはひっ、と喉を鳴らした。

　額から頰にかけ、左眼の上を縦に走る真っ赤な傷。

　後から後からあふれる血があごを伝い、ゼオルディスの長ちよう靴かを濡らして流れていく。

「はは、これでますます俺とお揃そろいだな、カーシュ。気に入ったか？　ちゃんとお互いの鏡になれるよう、お前は左にしてやったよ」

　カシュヴァーンの「友達」を自称するゼオルディスは親しげに愛称を呼ぶと、すっと足を引っ込めた。血まみれのカシュヴァーンの顔は湿しつ気けの多い地面に倒れ込みそうになったが、寸前で二人の兵士が両りよう脇わきから彼を引きずり上げる。

「まあそもそも、腕を落とすつもりなら普通は斧おのだよな。剣だとカーシュが何度も何度も何度も何度も痛い思いをすることになる。友達として、それはあまりにも気の毒だからな」

　耳みみ障ざわりな戯ざれ言ごとも耳に入ってこない。アリシアは息を止めて、ただひたすらに夫の姿を見つめていた。

　傷口が泥まみれになることだけは避けられた。けれど、血が止まる様子がない。

　右腕は無事だ。それはいい。でも、顔の傷の深さがよく分からない。

　俺とお揃い、とゼオルディスは言うが、カシュヴァーンのほうが重傷ではないのか。

　──彼の左眼は、もう見えないのではないか。

「……カシュヴァーン、さ、ま……」

　虚うつろに夫を呼んだアリシアまでその場にくずおれかけたのを見て、慌てて兵士たちが彼女を支えた。

　されるがままに呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアリシアに、ゼオルディスは笑いかける。明るく、快活に。

「偉い大だいなる地方伯が一、フェイトリン家の末裔なるアリシア・フェイトリン」

　旧姓を強調され、びくりと震えるアリシアを労いたわるように優しく、

「今まで大変だったな。だがもう安心していいぞ。この俺、シルディーン王国第十三代国王ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーンが名に懸かけて、神と聖女と王家と地方伯が支配する、正しい世の中に戻すことを約束しよう」

　さらりとそう言ってのけたゼオルディスは、最早意識があるのかないのかよく分からないカシュヴァーンを立たせた兵士たちに命じた。

「血止めぐらいはしてやれ。それがすんだら、クルセージュとの国境付近に放り出せ」

　仮想敵国クルセージュ。〈翼の祈り〉を政治の場から追い出した西の大国。

　そこへ今の状態のカシュヴァーンを追い出すよう命令する声を聞くうちに、アリシアは指先がしんと冷えていくのを感じた。

　なのに、胸の奥は熱い。

　今まで感じたことがないほど熱い。

　熱く、激しく、燃え盛る感情を身の内にとどめておけない。

「アリシア様……!?」

　いきなりアリシアが兵士たちの手を振り払い、ゼオルディスに向かって歩き出した。突然のことにトレイスも驚いているが、今のアリシアの耳には誰の声も入らない。

　世界が急速に小さくなったように感じられる。

　今この場で聞こえる音は、うるさいほどに脈みやく打うつ自分の鼓こ動どうだけ。見えるのは、にやにやと薄笑うゼオルディスだけ。

「……らい……」

　言葉と一緒に、ぼろぼろと涙があふれる。にじむ視界の向こう、奇妙に明るい笑みを浮かべたゼオルディスに近づくと、アリシアはあらん限りの声を張り上げた。




「嫌きらい、嫌い、嫌い……!!　あなたなんか、大ッ嫌い!!」




　ここ十数年使わずにいた感情が息を吹き返す。遠い昔に自らの手で潰したはずの神経を通り、怒りと嫌けん悪おが体中を駆け巡めぐるのが分かった。

　物心ついてしばらくしてからアズベルグに嫁いで来るまで、アリシアは何かに強く執しゆう着ちやくしたことがなかった。

　絶対に絶対にこれがいい、これでなくてはだめ。これだけは譲れない。そういうものがなかった。

　だから傷ついたことがなかった。怒ったことがなかった。誰かを嫌うことも、憎にくむこともなかった。

　手に入るものだけで満足し、指の隙すき間まからこぼれ落ちるものを追わない。痛覚そのものが存在しなければ、痛みなど最初から「ない」。

　なのにいつからか、「贅ぜい沢たく」を自分に赦ゆるしてしまった。たったひとりの「特別」な人を選び、亡くなった両親に代わる家族を作ってしまった。

　どうしてそんなことをしてしまったのだろう。




「こ、国王陛下に対し、なんと無礼な……！」

　泣きながら「嫌い」と連呼し続けるアリシアにしばしあ然としていた兵士たちが、慌てて彼女を取り押さえようとする。しかし当のゼオルディスが彼らを制しながら言った。

「よせ。……ああ、かわいそうなアリシア」

　からかうようでもない、本気の同情がこもった感想が一層の涙を誘う。

　ゼオルディスは知っているのだ。アリシアにはカシュヴァーンやルアークのような戦闘能力はなく、自由にできる権力も財産もない。味方の半分はここにはおらず、残りの半分の裏切りはついさっき確認されたばかり。

　放っておいても何もできない。だから言うのだ。かわいそうに、と。

「『特別』に好かれないなら、『特別』に嫌われたいんだよ、俺は」

　さらにもう一度、誰に向けてでもなくひとりごちたゼオルディスは、いつもの不敵な笑顔に戻った。

「みな、アリシアを責せめるな。ずっとだまされていたんだ、動どう揺ようするのも無理はない。彼女が一番の被害者なんだから、労ってやるように」

　不快なほどに優しい声がアリシアの耳には入るが、頭に入ってこない。トレイスを含めたカシュヴァーンの配下たちが口々に抗こう議ぎしているような気がするが、それもよく聞こえなかった。

　分かっているのは、これがアリシアに下された罰だということ。

「贅沢」なんてしなければよかったのだ。

「特別」なんて作らなければよかったのだ。

　無力な人間はどれだけ怒っても憎んでも、現実を変えることなんかできやしないのに。







　それからしばらくのことは、よく晴れた空がきれいだったこと以外、あまり覚えていない。








　第三章　振り出しに戻る







　シルディーン王国南部、フェイトリン地方。

　北部の辺境アズベルグとは対照的に、一年をとおして温暖な気候に恵まれたこの地は今、夏真っ盛り。空はどこまでも青く澄すみ渡り、肥ひ沃よくな大地は萌もえ立つような緑と鮮あざやかな花々に覆おおわれまぶしく輝かがやいている。

「ああ、今日もいいお天気ね」

　日よけ頭ず巾きんの下から真昼の太陽を見上げて、アリシアは楽しげに微笑ほほえんだ。生まれ育ったフェイトリンの屋や敷しきで、またひとり暮らしを始めてからすでに半月以上が過ぎていた。

　アズベルグ地方のすべての権限は、ゼオルディス曰いわく「正統な地位を取り戻した」ディネロに移った。そもそもカシュヴァーンの妻ではなかったアリシアは、彼が以前アリシアのものとしてくれていた生家に戻されたのだ。

　厳密に言えばカシュヴァーンがアリシアに自身の財産を譲じよう渡とすることもできないのではないか、との声は、国王の温情によって退しりぞけられた。いくら地方伯の住まいとはいえ、幽ゆう霊れい屋敷扱いされるほど寂さびれてぼろぼろの屋敷ぐらい、哀あわれな令れい嬢じようの手に戻すべきではないかと。

　そうだろう？　と笑うゼオルディスに、アリシアはそうですわね、と笑い返した。ような気がする。よく覚えていない。

　最近妙みように記き憶おくが曖あい昧まいなのだ。ちょっと前のことをすぐ忘れてしまうし、そうかと思うとずっと前のことを急に思い出したりする。

「──でも、どうでもいいわよね、そんなこと」

　気を取り直してアリシアは、荒こう廃はいした庭の隅すみで元気よく育つ細長い果実を見やる。過ぎ去った過去などより、つやつや光る赤い実の現状をちゃんと観察しておかなければ。

「リーゴも順調。やっぱりこれだけ陽が当たると違うわ。そろそろ収しゆう穫かくをして、日持ちがするように、そうね、ジャムにでもしようかしら……」

　屋敷自体はあるが、以前カシュヴァーンが置いてくれていた管理人夫婦を雇やとう余裕はないので、アリシアは本当にひとりきりだ。家事も畑仕事も全部、自分でやらなくてはならない。

　だが、それは別に苦ではない。両親が生きていた頃から使用人はほとんどいなかった。いても臨りん時じ雇いの彼らはやたらと態度が大きく、賃上げ要求を繰くり返したり、時には物をかすめるような真ま似ねさえした。

「そうよ、使用人がいなくても、私だけで……」

　不意に脳のう裏りに再生された、泣きじゃくる赤毛の美女。

　私でなければ奥様のメイドは務つとまらない。そう言って泣いてくれた、大好きな友達。

「……元気、よね、ノーラは」

　ぼんやりとレイデン地方と思われる方向に眼を向け、小さくつぶやく。

　思えばあの時、ノーラを連れたティルナードたちがレイデン地方に戻っていてくれてよかった。アリシアに近しい人々のなかで、居場所が分かっているのも、無事でいるのも、彼らしかいない。

　もっともこの情報も人づてのものであり、実際のところはよく分からない。ティルナードたちからの直接の連絡はなく、アリシアもあえて連絡を取ろうとはしていないからだ。

　──もしかするとセイグラムあたりは、政情を鑑かんがみてライセン家の関係者との繫つながりを絶たとうとしているかもしれない。

「それでも、いいわ」

　誰も彼もが不幸になる必要はない。せめてレイデン家の人々だけでも、幸せでいてくれるならそのほうがいい。

　片眼の上を斬きりつけられてクルセージュに放ほう逐ちくされたカシュヴァーンは、どうなっているのか分からない。

　あれだけ呼んでもついに姿を現さなかったルアークは、手がかりすらない。

　トレイス以下使用人たちは、アズベルグに残っているかと思われるが詳しよう細さいは不明だ。また、主人の罪を見み逃のがしたとして、罰ばつを受けている可能性がある。

「リュクとレオニア様は、どこかへ逃にげたかしらね……」

　ルアークたち元〈玩おも具ちやの兵隊〉ほどではないにしろ、〈翼つばさの祈り〉に属していた二人がゼオルディスに身柄を拘こう束そくされれば、どうなるか分からない。悪運が強いと言われるリュクのことだから、ちゃっかりいずこかへ逃げおおせたかもしれないが。

　それともレオニアは、クロエに会うために王宮に向かったのだろうか。

　生き真ま面じ目めな元アーシェルのことを思うときしりと胸が痛んだので、アリシアはそれ以上考えるのをやめた。

「コゼット様は……」

　アズベルグ家に預けたままの臆おく病びようすぎる少女の名を呼んでも、どうにも彼女についての記憶は曖昧だ。気絶して起きて気絶して、という有あり様さまのため、ちゃんと起きている姿を眼にした時間が短いのだから仕方がないが……本当に最近、いろいろなことを忘れすぎている気がする。

「女性だったかしら……？」

　根源的なところまで遡さかのぼり、考え込むアリシアの物思いを甲かん高だかい声が破った。










「や、やっぱりお化けいるじゃん、ここ!!」

「本当だ、この間まで誰もいなかったのに……!!」

　変声期前の少年特有の澄んだ声は、壊こわれた塀へいの向こうから聞こえてきた。

　顔を引きつらせながら寄り集まって立っているのは、手に棒きれや壊れた農具を握にぎり締めた数人の子供たちだ。つぎはぎだらけの揃そろいの上うわっ張ぱりを着た彼らは、おそらく近くの農村に住んでいるのだろう。

「あら、相変わらず私の家は人気ねえ」

　見物料でもいただこうかしら、とのんきに考えていたアリシアだったが、そのうちひとりの少年が興奮した口調で叫さけんだ。

「『チホウハク』のお化けだ!!　『シンコウキゾク』にフクシュウするために、化けて出たんだ!!」

　覚え立ての単語を使ってみたかったのだろう。小鼻をふくらませた少年は満足そうだが、アリシアは意外な思いに打たれた。

　下げ克こく上じようの風ふう潮ちようが広まるに従って、「地方伯」という言葉すら緩ゆるやかに死を迎むかえつつあるはず。特にこのフェイトリンのように領主だった地方伯が早々に没ぼつ落らくし、新興貴族による分割統とう治ちが長く行われている地方ほどその傾けい向こうが強い。

　なのに、明らかに農民と思われる子供たちがその単語を使う。

　つまりは側にいる大人たちが、「チホウハク」と「シンコウキゾク」という単語を用いて、さかんに話しているのだろう。……フェイトリンで、いやシルディーン全域で起こりつつある、何かについて。

　潰つぶし直したはずの神経を信号が通る。

　まだ痛みはない。でもきっとすぐに痛くなる。

　分かっているくせに、気づけばこう声をかけていた。

「ご機き嫌げんよう、みんな。私は、アリシア・ラ……いえ、フェイトリン。地方伯フェイトリンの娘むすめよ。いつかは幽霊になるかもしれないけれど、まだ生きているわ」

　名乗りは、奇妙な苦みを舌に残した。それを無視して、アリシアはおっとりと少年たちに微笑みかける。

「よかったら、教えてくれないかしら。みんなのお父さんやお母さんは、地方伯と新興貴族について、最近どういう話をしているの？」

　当初はわいわいと興奮していた少年たちだが、アリシアがいかにも平へい凡ぼんな娘で、おまけに農作業中であることに毒気を抜かれたようだ。しばらく顔を見合わせた後、先ほど『チホウハク』のお化けだ、と叫んだ少年が口を開く。

「あ、新しい王様は、『シンコウキゾク』が嫌きらいなんだって!!」

　はっと眼を見張ったアリシアの表情につられて、他の少年たちも次々と聞きかじりの知識を披ひ露ろうし始めた。

「だから、アズベルグの『シンコウキゾク』を殺したんだって!!」

「『アクジキタイコウ』も殺しちゃうんだって!!」

「フェ、フェイトリン五家の人たちも、殺されるんじゃないかって……!!」

　殺した。殺す。殺される。

　真夏の太陽の下には似つかわしくない言葉が矢や継つぎ早ばやに飛び交かい、アリシアの体感温度を下げていく。

　それは、少年たちも同じだったようだ。残ざん酷こくな言葉を使う刺し激げきに最初は酔よっていたが、ぎゅっと拳こぶしを握って立ちすくむアリシアを見るうちに視線が泳ぎ始めている。

　強くて冷たい言葉を振り回すのが怖こわくなったのだろう。同時に眼の前の少女の様子が変わったことから、彼女はやはり幽霊かもしれない、との疑いを持ち始めたようだ。

「おい、よせよ、もう行こう……!!」

　ひとりの少年が勇気を出して先導すれば、残りもたちまち後に続く。待って、と慌あわてたアリシアが呼び止めようとしたが、震ふるえ上がった少年たちには逆効果だった。

「神様、聖女様、お助け下さい!!」

　こんな時間に集まって遊んでいるぐらいだから、日頃熱心に礼れい拝はいなどを行っているとは思えない。そのくせ何事かあれば神にすがる、これまた周囲の大人を模もしたと思われる少年たちの姿は、あっという間に見えなくなった。

「まあ、足の速い子たち……」

　二歩だけ追いかけて、アリシアはあっさり足を止めた。

「残念だわ。いろいろ知っているみたいだったのに、もう少しお話を……」

　無意識につぶやいたその瞳ひとみから、ふ、と熱意が抜け落ちる。

「──聞いても、仕方がないわね」

　持ち前の諦あきらめのよさをどこか無気力に発したアリシアは、庭の隅に向かって歩き出す。

「肥ひ料りようの準備でもしましょう……」

　かつては園えん丁ていが使っていた納な屋やには、以前から付き合いのある商人がこっそり分けてくれた肥料入りの袋が詰つめられている。重たいそれをひとつ引っ張り出しながら、つらつらと知り合いたちの現状に思いを馳はせた。

　ゼオルディスは宰さい相しようとなったジスカルドに代わり、オーデル地方の領主にエリクス・バスツールを指名した。エリクスがあの時アズベルグにまで来ていたのは、それが理由だったのだ。

　ジスカルドは亡なき宰相イーダルのように、新国王の側にはべっているという。彼の妻、元王女にしてゼオルディスの姉であるエルティーナも、王宮に戻ったのだとか。

　そして、「悪あく食じき大たい公こう」としても有名な地方伯グラネウス・フィラル・ド・シルディーン。ゼオルディスを危険視するカシュヴァーンと内々に結けつ託たくし、「飾かざりの王」となることを約束していた彼は謀む反ほんの嫌けん疑ぎをかけられ、王宮に軟なん禁きんされたと大々的に発表されていた。

　実際は戴たい冠かん式しき終了後から連絡が取れなくなっていたので、その頃から囚とらわれの身の上だったのだろう。遠く王位継けい承しよう権けんを持つグラネウスとゼオルディスの立場は近く、本好きという共通項もあって比ひ較かく的てき仲はいいのだが、楽観視はできそうにない。

　このあたりまでの話は、フェイトリン五家の末席であり、アリシアとも縁えんのあるロベル家兄妹が周囲の眼を盗んで教えてくれたことである。そのこと自体には、アリシアもとても感謝していた。

「誰も、来てくれないんだもの」

　正規の結婚をしていないことを理由に実家に戻されたアリシアを、人々は遠巻きにして見ている。

　神への誓ちかいも立てずに男と暮らし、挙あげ句くその男はすべてを奪うばわれて追放されたのだ。さすが悪あく名みよう高き「死神姫」、という理由も無論大きい。

　だが何より人々は、新国王ゼオルディスの不ふ興きようを買うことを畏おそれていた。

　いきなり政治の表舞台に出て来たかと思いきや、見る間にラグラドール人からの協力を取りつけ、聖女アーシェルから王位まで授さずかった手並みは記憶に新しい。〈灰色〉絡がらみで〈翼の祈り〉に破門されたという話さえ、神をも畏れぬ傲ごう慢まんなまでの実力の表れのように受け取られていた。少なくとも、フェイトリンにおいてはそうだ。

　そんな「強い王」が目指すのが、王家と地方伯が力を持つかつてのシルディーンであることは誰の眼にも明らか。

　より正しく言えば、かつて力を持っていたのは王家と地方伯とその正統性の根こん拠きよを示す〈翼の祈り〉教団だったのだが、破門騒ぎを起こした教団は最も早はや王家の敵である。アズベルグの領主を地方伯であるディネロにすげ替えたのは、〈翼の祈り〉の本ほん拠きよ地ちに攻め込む準備だともっぱらの噂うわさだった。

　だからみな、ゼオルディスの手によりフェイトリンに戻されたアリシアに関わりたがらない……

「アリシア様」

「仕方がないわよね……」

「アリシア様、あの、突然申し訳ありません」

　遠えん慮りよがちな、そしてどこかで聞いたような声に振り向いたアリシアの眼に映ったのは、茶色い頭巾で顔を隠かくした怪あやしい男だった。

「誰も……、あ、ら？」

　農民のようではなく、旅人と言うには長ちよう靴かの質がいい、と素す早ばやく査定したアリシアだったが、こんな風ふう体ていの男に見覚えがない。

「あの……、これでお分かりでしょうか、私です」

　呆ほうけたようなアリシアの反応を見て、男がそっと頭巾の目元をたくし上げる。茶色い髪の地味な青年は限りなく印象が薄うすかったが、ついさっきフェイトリン五家の名を聞いたこともあり、たちまち記憶が繫がった。

「まあ、ロベル子し爵しやく様！」

　驚きに高く跳はね上がった声を聞いて、キリアン・ロベルは必死になって頼んだ。

「お、お静かに！　申し訳ない、こちらに来ていることが誰かに知られたら……!!」

　声を潜ひそめての懇こん願がんに、アリシアも自主的に口に手を当てて黙だまる。とりあえず二人で建物の陰に移動してから、おそるおそる尋たずねた。

「ど、どうなさいましたの、急に御おん自みずから……？」

　国内の政情についてあれこれと情報をくれていたキリアンだったが、いつも使者を使ってのやり取りに終始していた。本人が足を運ぶなど、これまでなかったのだ。

　吉兆ではないかという、かすかな期待が声に出たのだろう。キリアンは悄しよう然ぜんと肩かたを落として言った。

「──申し訳ありません、アリシア様。本日は、私も私の手の者も、当分こちらにうかがうことができないというお詫わびをするために来たのです」

　期待と正反対の回答に、アリシアはびくんと肩を揺ゆらす。

　だが、大きな衝しよう撃げきは一いつ瞬しゆんだった。……大丈夫、分かっていたし、慣れている。

　もう期待なんかしない。

「そうなんですわね」

　にっこり、微笑んだ。まるでゼオルディスのように、見た目にはあくまで明るく、快かい活かつに。

「今まで情報をいただけただけ、幸運だったのですわ。以前ならとにかく、なんのお返しもできませんのに、本当に申し訳……」

「アリシア様」

　痛ましそうな表情になったキリアンは、生真面目な瞳でアリシアを見つめた。

「当分、私たちはこちらにうかがうことができません。ですが、あまり長い間そうするつもりはありません」

　え、とアリシアが小さく声を上げると、キリアンは周囲を気にしながら小声でささやく。

「現国王陛下は、地方伯偏へん重ちよう政策をかなり強行に採とるおつもりのようです。ここ最近、国王軍が頻ひん繁ぱんにフェイトリン付近に姿を現し、私たちフェイトリン五家は戦せん々せん恐きよう々きようとしています」

「まあ……」

　さっき農民の子供たちが言っていた内容の裏づけが取れた。改めて、背筋が震えてくる。

　没落地方伯の娘としては喜ぶべき事態かもしれないが、何しろやり方が強引すぎる。アズベルグ地方とライセン家の面々に対する仕打ちを思い出し、アリシアはぎゅっと拳を握り締めた。

　そしてもちろん、キリアンにも新興貴族としての意見があるようだった。

「……しょせんは成り上がり、そうお思いの向きもありましょうが、私たちはそれなりに長い間この地を守ってきました。何より私たちも私たちの祖先も、フェイトリンで生まれ育ってきたのです。この地を愛する気持ちは、地方伯のみなさまと変わらないと自じ負ふしております」

　現領主家が一である矜きよう持じをこめて語るキリアンの眼には、炎がある。

「もっとも、私の個人的な見解としては、地方伯だから、新興貴族だからといった線引きは、今の世の中にはあまり意味のないことかと思っています。何十年も前のように、次から次へと新興貴族が生まれるようなこともなくなりましたしね」

　すでに新身分制度は固定化され、ゆるゆると没落していく家や、じりじりと頭角を現してくる者はあれど、世の中がひっくり返るような騒さわぎは起きなくなった。人々は大小の不満を抱かかえながらも、それなりに楽しく暮らしている。

「なのに国王陛下は、無理やり世の中の流れを変えようとしていらっしゃる。このままではきっと、強きよう烈れつな反発が起こるでしょう」

　キリアンは言葉を選んでいるようだが、彼が意い図と的に伏ふせた言葉はアリシアにも分かった。

　以前カシュヴァーンも言っていたことだ。このままでは戦争、いや内戦。

「そうなれば、苦しめられるのはむしろ、貴族以外の人間です」

　ここに来てから一番苦しそうな声で、キリアンは言った。

「権力争いに無む辜この人々が巻き込まれる様を、黙って見ている訳にはまいりません。日頃アリシア様のように畑に出ることもなく、大勢にかしずかれて生きてきた私たちには、非常時には率そつ先せんして剣を取る義務があると教えられていますから」

「『高貴なる義務』……、ですか？」

　良家の子女の常識として口を衝ついた言葉に、キリアンはかすかに眼を伏せた。

「生まれ卑いやしき成り上がりが、『高貴なる義務』を語るなどおかしいとお思いですか？」

「い、いえ、そういう訳では」

　実際アリシアはそんなことを考えた訳ではなかったのだが、キリアンは穏おだやかに微笑んだ。

「偽にせ物ものだからこそ、本物になるためにがんばるんです」

　不意の風が、キリアンの髪をなびかせる。

　妹想いぐらいしか特とく徴ちようのない地味な若者の顔が一瞬、鮮やかに輝いたように見えた。

　同時に突然吹く風は、銀髪の少年の姿を思い起こさせる。

「……ル……、」

「どうされました？」

　ルアークと呼びかけて止まったアリシアに、キリアンが怪け訝げんな表情を浮かべた。

「あ、い、いえ、ごめんなさい……あの」

　錯さつ覚かくだ。今ルアークが来てくれたなら、何も言わないはずがない。

　それどころか、すでに……と、こみ上げた暗い気持ちを押し殺して、

「……とても、すてきなお言葉だと、思って」

　考えてみれば、アリシアの「家族」はみんな偽物だったのだ。偽物の「息子」、……偽物の、「夫」。

「ありがとうございます。それに私たちの子孫は、元を正せば〈翼の祈り〉の教えを盾たてにした搾さく取しゆに反発し、立ち上がった農民ですからね。今でこそ爵位を得、貴族面づらをしていますが、今まで楽をさせてもらった分の恩返しをしないと」

　照れくさそうに笑うキリアンに、アリシアは思わず言う。

「……ロベル子爵様は、本当はとても強い方だったのですね」

　さり気なく失礼な発言に傷つく様子もなく、キリアンは微笑み返した。

「私に立ち向かう勇気を下さったのは、ライセン強きよう公こう爵しやくとレイデン伯はく爵しやくです。特にレイデン伯爵とは、なんとか連絡が取れそうなんです」

「まあ」

　己おのれと似た境きよう遇ぐうにあるロベル家に対し、ティルナードが援えん助じよを行っていることは以前キリアン本人の口から聞かされていた。けれど今、この状況で……と、驚くアリシアにキリアンはきっぱりと言いきる。

「何ができるとは、今の時点でお約束はできません。しかし我がロベル家の誇ほこりに懸かけて、我々の領民並びに、恩人であるあなた方の窮きゆう地ちを捨て置く訳にはいきません」

　力づけるような断言は、この状況ではありがたいものだった。二度目の結婚を──それが正式に認められたものではなくても──する前であれば、「まあ、やっぱり恩は売っておくものですわね！」と素直に喜べただろう。

　けれど、今のアリシアは反射的にこう思っていた。

　──ああ、でもやはり、約束はできないのですよね。

　──レイデン家の方々が、あなたと同じ気持ちとも限らないですよね。

「おっと、申し訳ありません、そろそろ……」

　アリシアの無反応よりも時間の経過が気になる様子で、キリアンはきょろきょろとあたりを見回し始めた。

「シイルも嫁に行かず、『夢の王子様』と脳内結婚をする意志を固めたそうです。アリシア様には、まだ読めていない本がたくさんあって申し訳ないとの伝言を預かっております」

　キリアンの妹であるシイルはアリシアとは読書仲間だが、アリシアと違って甘い恋愛小説ばかりを好んでいる。ジスカルドを思わせる非の打ちどころがない王子様が出てくる『夢の王子様』は、彼女の愛読書だ。

「では、またいつか、きっと」

　面と向かって王家に歯向かうような真似をすれば、妹が嫁のもらい手に困るのは必至。キリアン自身もまともな結婚は諦めた上でのことだと言外に言い置いて、彼は去っていった。

「……ええ、いつか、きっと」

　保証のない約束を繰り返し、アリシアは静かに頭を下げた。







　キリアンが去ってしばらくしても、アリシアは建物の陰でじっと動けなかった。

　アズベルグで別れて以来、気まずいのかヘイスダムも会いに来てくれなくなったので、ずいぶん久しぶりにちゃんと人としゃべった気がする。一説によるとヘイスダムは王宮にいて、他の地方伯たちと今後のシルディーンについて話し合っているらしい。

　いずれヘイスダムとロベル兄妹が殺し合う、などという未来が訪れるのだろうか。

「──みんな、大変ね」

　乾かわいた声が唇くちびるから漏もれた。キリアンが見せた輝きに、ほんの少し揺れた心の水面みなもはもう完全な凪なぎに戻っている。

　アズベルグにて過ごした一年と少しの間、アリシアが関わった人々の環かん境きようは激変しており、これからもっと激変していくだろう。それだけはよく分かった。

　ましなほうだと思われるレイデン家の面々も、今後ゼオルディスからどんな無理難題を押しつけられるか分からない。義理の弟を嫌っているオーデル夫妻も、進んで王宮で暮らしているとは考えにくい。

　むしろロベル家の面々は、おとなしくゼオルディスに従えばいいのでは、という気さえした。下へ手たにフェイトリン五家が逆らうことが、無用な血を流す結果を生むのではないだろうか。

「でも、私は幸せね……」

　それに引き替え、アリシアの暮らしは楽なものだ。

　貧びん乏ぼうだし、一日中働かなくてはならないけれど、結婚する前の暮らしに戻っただけである。

　哀れみと好奇心と軽けい蔑べつが入り交まじった眼で見られるのも、訪れる者がいないのも昔から。「見み栄えっ張りフェイトリン」と小こ馬ば鹿かにされながら、ずっとひとりで生きてきたではないか。

　だから、もう誰も来てくれなくてもいい。誰のことも知らなくていい。ずっとずっと、このままでいい。

　かねてより文通をしているエルティーナに、どうしているのか手紙を送ろうかと思ったこともあった。だが絶対に検けん閲えつされるだろうし、エルティーナに迷めい惑わくがかかるおそれがあるし、何より気力が続かなくてやめた。

　最近、新しいことをしようという意欲が湧わかない。

　同じ時間に起きて、同じようなものを食べて、眠る。時計公爵と称されるディネロのような日常から、抜け出す気になれない。

　代わり映ばえのない生活だけが、アリシアが持てるすべて。

「特別」を作る「贅ぜい沢たく」が赦ゆるされるのは、「特別」を護まもる力がある者だけだ。

　大切なものを喪うしなう時になって初めて、人はそれに返し刃がついていることを知る。暖かくて優しかったはずの宝物は胸から引き抜かれる瞬間、周りの肉をずたずたに引き裂さき、大量の血をまき散らすのだ。

　でも、アリシアはもう最悪の瞬間を乗り越えた。

　傷はまだ少し残っているけれど、痛みを伝える神経は遠い昔にそうしたように、ちゃんと潰し直した。大丈夫。

「だから、私は平気」

　もう何も、つらいことなんかない。







　日々は矢のように過ぎていく。いつしかフェイトリンでの暮らしはひと月を超えた。

　アリシアの時間の感覚は日を追うごとにあやふやになっていた。なのに長年の経験から体は勝手に起きて、家事をして、野の良ら仕事をして、眠る。

「あら、もうこんな時間……何を食べようかしら」

　いつに間にか窓の外が暗くなっていたことに気づき、アリシアは針仕事の手を休めた。

　数少ない手持ちのドレスは着回しを繰り返していたので、どれもぼろぼろだ。特にここ最近は毎日外で働いていたので、あちこち破れ目やほつれができている。

　ひと通りの家事はこなせるアリシアだから、ドレスの修しゆう繕ぜんができない訳ではない。だがいかんせん視力が怪しいのと、「肌が出たり引っかけたりしなければいい」という考え方のために、糸の色が生き地じと合わなかったり模も様ようを邪じや魔ましたりということは多い。

「ノーラがこれを見たら、きっと……」

　本日もなかなかにひどい出来上がりのドレスを眺ながめて、ぽろりと漏れた言葉の針が心に刺ささる。

「……スープがあったわよね」

　鈍にぶい痛みをやり過ごすように眼を閉じてから、アリシアは食事の用意をするために立ち上がった。蠟ろう燭そくをけちっているため、陽が落ち始めるとあっという間に暗くなる屋敷の一階を歩き、台所へ向かう。

「ダンがいれば……」

　今度は気のいい料理人の名前が口を衝いた。己を戒いましめるよう一度足を止め、深呼吸してから、再び歩き出す。

　鈍っているのは時間に対する感覚だけではない。すべてに対する感性が鈍どん化かしていて、今も本当はそれほど食欲がある訳ではなかった。

　不ふ鮮せん明めいな意識を時折呼び覚ますのは、先日冒険心旺おう盛せいな子供たちがやって来た時のように、あるいはつい先ほどのように、アズベルグでの暮らしに関わる何かを思い出した時。ていねいに潰し直したはずの神経が、大きな痛みの通過により刹せつ那な繫がれる。

　とはいえその回数も、変化のない日常を繰り返すうちに減る一方だ。

　今ではアズベルグでの暮らしは、何もかも夢だったのかもしれないとさえ思える。

「とってもすてきな、お話を読み終わった後みたい……」

　朝方作り溜だめしておいたスープを温め直しながら、アリシアは淡あわい微笑みさえ浮かべてつぶやいた。

　よくできた楽しい物語はたとえそれが現実のものでなくても、いや現実のものでないからこそ、人の胸に住み着き続ける。つらい時、悲しい時、胸から取り出しては心を慰なぐさめてくれる甘くて優しい幻まぼろし。

「でも、お話はお話」

　幻で腹はふくれない。読書が大好きなアリシアではあるが、本は食べられない。着ることも住むこともできない、分かっている。

　そもそも趣しゆ味みを読書としたのは、それがひとりで何度でも繰り返すことのできる、費用対効果の高いものだったからだ。

　アリシアにだってきれいなドレスを着たい時も、すてきな部屋に住みたい時も本当はあった。優しい父母と使用人と友達に囲まれて、何不自由ない暮らしができるならしたかった。

　けれど今は、そんなものを望まない。

　すべての望みを叶かなえる権力も財力も腕わん力りよくもない代わりに、アリシアには高い高い順じゆん応のう性せいがある。「楽しい」も「嬉うれしい」もないけれど「悲しい」も「悔くやしい」もない日々は、慣れてしまえばひたすらに穏やかで心地ここちよい。

「ああ、もうそろそろいいわ……」

　鍋なべと接している部分に細かな気き泡ほうが浮かび始めたスープの火を止め、深皿に移す。場所を移動するとまた灯あかりをつけなければいけないので、そのまま台所の小さな卓たくに座り、アリシアはひとりで食事を始めた。







　体格の割によく食べると言われるアリシアである。食欲はあまりないけれど、毎日体を動かしていることも考えて、深皿に半分ほどスープを取った。

　けれど今夜はいつにも増して食事が進まない。

　とろみがあるとはいえ、スープだ。具材だってわずかな『肥料要いらず』ともっとわずかな泥どろイモしか入っていないのに、どうしてか喉のどに引っかかる。

「変ね、前はもっと……」

　前。前とは、いつと比べてのことだろう。

　両親と暮らしていた頃は、お前は食べなさい、食べてもうちょっと肉をつけなさいとうるさく言われた。当時は家事も農作業もあまりさせてもらえなかったし、父母こそがもっと太るべきだと考えていたので、遠えん慮りよしていたような気がする。

　では、両親亡き後か。ささやかな葬そう儀ぎに手持ちの金を使い尽つくし、ヘイスダムに怒られながら畑仕事を始めたあの頃。最初はなかなか満足な収穫ができず、常におなかが空すいた、もっと食べたい、と思っていた覚えがある。

　なら、さらに後のことだろうか。

　ライセン家に嫁とついでからしばらくはひとりで食事をしていたが、やがてひとり、二人と食事の席に集まる人数は増えていった。

　まずノーラをはじめとした使用人たち、普段は姿が見えないルアークもいつしか輪に加わるようになった。何かにつけてアズベルグを訪れるティルナードも、積極的にその輪に参加した。

　当初は後こう見けん人にんであるカシュヴァーンに会いに来ていたはずが、次第にノーラ目当てになっていったのはアリシアにも明白だ。おかげで食事の最中も、セイグラムとジェダはいろいろな意味で忙しそうだった。

　忙しくて不在がちなカシュヴァーンではあったが、家にいられる時はできるだけ食事を共にしてくれた。

　特に夫婦仲が良好になって以降は、よく食べる妻の皿にどんどん自分の料理を移してしまうので、トレイスに「かえって給きゆう仕じが大変なのでやめて下さい」とこぼされたほどで──……

『いいから俺の分も食べろ。その分抱き心地を良くしてくれれば、痛い痛い痛い!!』

『トレイスさんは本当にどんどん腕うでを上げていくねぇ。そしてカシュヴァーンおにいちゃんは、どんどん変態になっていくねぇ。あはははは』

　カシュヴァーンの甘いささやきもルアークの明るい笑い声も、思い出は枚挙にいとまがない。もうこれ以上記憶が増えないこと以外は文句のつけようがない、理想の「夫」と理想の「息子」。

　みんな本物以上に本物らしかった。自じ慢まんの「家族」だった。

　けれどやっぱり、みんな偽物だったのだ。

　だから外からそうと指し摘てきされた途と端たん、こんな風にばらばらになってしまったのだ。

　だからきっと、偽物でよかったのだ。

　だってあんな傷を負おわされたカシュヴァーンも、『先生』に狙ねらわれていたルアークも、すでに水みな底そこの国へ沈しずんでいる可能性があ……

「……だめ、よ」

　刃やいばと化した思い出が胸に突き刺さる前に、アリシアは心に蓋ふたをした。かすかに震える右手を左手で押さえ、落ち着いたしぐさでスープをすくおうとする。

　でも、少しだけ間に合わなかったようだ。

「あら……？」

　まだ匙さじは達していないのに、スープの表面に波は紋もんが生じていた。

「あら、ら……」

　ぽたり、ぽたり。頰ほおを伝い、あご先へと流れた雫しずくが次々とスープに落ちていく。そのたびにとろりとした表面が揺れて、丸い波形が繰り返し刻きざまれる。

　声もなくその様を見つめながら、アリシアはゆっくりとスープをすくった。

　匙にわずかにたまったそれを、またゆっくりと口に運ぶ。なんの味もしない。

「す、すごい、わ……」

　機械的に口の中のものを飲み下してから、アリシアは感かん嘆たんの声を上げた。

「飲んでも……、飲んでも……、減らない、なんて……」

　つぶやく合間にも水かさを増し続けるスープを見み下おろし、微笑む。

「安上がりで……なんて、すてき……」

　またひとさじスープをすくい、緩かん慢まんなしぐさで飲み込む。

　飲むより早く増えるスープを全部飲み下すことは、結局できなかった。







　どうにか着替えだけはすませたアリシアは、ぐったりと自室の寝しん台だいに横になった。

　今夜は就しゆう寝しんの祈いのりどころか、上掛けをめくって中に入る気にすらなれない。夏も盛りの季節だとはいえ、薄い夜よ着ぎを突き抜ける冷気に、アリシアはぶるっと身を震わせた。

　ああ、今夜は少し気温が低いのだと、今になって気づく。

「そうね、だから私……」

　寒い土地での記憶を、やたらと思い出してしまったのだ。

　思いつきに余計に寒さを意識したけれど、動く気になれない。

「くしゅっ、けほ……」

　くしゃみまで出てきてしまったが、気け怠だるさがそれ以上で動けない。

　単におなかが空いているのかもしれない。毎日毎日働いているのに、労働に見合うだけの量を食べていないから。

　霞かすむ意識の中で考えても、それでもやっぱり、起き上がれない。空腹も感じない。

「なんだか、すごく眠いわ……」

〈翼の祈り〉の本拠地から海に突き落とされ、どうにか小さな洞どう窟くつに這はい上がった時の寒さと途方もない倦けん怠たい感かんを思い出す。

　あの時ほど寒くもないし、死ぬような思いもしていない。その代わり今、アリシアの側にカシュヴァーンはいない。

「私、このまま死ぬのかしら……」

　危機感のない口調でひとりごちた声はかすれていたが、悲ひ愴そう感かんは薄かった。

　何にも逆らわないで生きてきたのだ。

　その結果がこれだ。

　だったらもう、これでおしまいでいい気がする。

　不思議なほどに心は安らかだった。この一カ月あまりのうち、今が一番幸せだと思える。

　睡すい魔まの甘い誘ゆう惑わくに従い、眼を閉じるとますますその思いは強くなった。

「けほ、こほっ……」

　気持ちは穏やかなのに、収まらない咳せきがわずらわしい。

　おまけになぜか、いったん止まった涙まで出てきた。

「う、ぅ……、けほ、けほ……っ……」

　頰を伝い、首筋を流れて敷しき布ふに染しみ込む冷たい雫がさらに体温を下げていくけれど、もうどうでもいい。

　意識したことで強まった寒さと疲ひ労ろう感が、すぐにすべてを終わらせてくれるだろう。

「カシュヴァーン様……」

　とろとろと眠りの淵ふちに落ちていきながら、努つとめて口にしないようにしていた名前を呼んでみる。

「こほっ、もっと、ちゃんと、お顔を見ておけばよかったわ……」

　初めての夜を迎えた後は、真っ白な光にいつも邪魔されて、よく彼の姿を見ることができなかった。

　ゼオルディスと対になる位置に怪け我がを負わされた時のことは思い出したくない。もっと以前、二人の物語が優しかった頃の頁ページをめくる。

　怒った顔、笑った顔、困った顔、意地悪な顔。感情に任まかせて荒々しく叫ぶ声、苦く悩のうのにじむうめき。楽しそうな笑い声。「アリシア」と自分を呼ぶ時だけの、時に甘く優しく、時に切なげな響ひびき。

　家を空あけがちなカシュヴァーンであったが、一年と少しの間につづられたお話のどの頁にも彼がいることに、今さらながら驚いてしまう。

　二度目の夜へ誘さそう呼びかけから、逃げなければよかったのかもしれない。

　けれどその体温を知れば知るほどもっと今がつらかったかもしれないから、やっぱりこれでよかったのかもしれない。

「もう、いいわ、そんなの……」

　体中の力を抜いて、とりとめのない考えを放ほう棄きする。

「早く、お会いしたい……」

　懐なつかしい寒さに身を委ゆだね、水底の国での再会だけを願った。







「アリシアー！」

「まあ、カシュヴァーン様!!」

　きらきらきらきら、そんな擬ぎ音おんが聞こえてきそうな笑みを傷ひとつない顔に浮かべたカシュヴァーンが、淡い桃色の光に満たされた空間を弾はずむような足取りで駆かけてくる。その手には、持ちきれないほどの大量の食べ物が抱えられていた。

「ほーらアリシア、全部お前の物だぞー!!」

　それは楽しそうに言うなり、カシュヴァーンは手にした食べ物を一気にアリシアに向かって放り投げてくる。山鳥の蒸むし焼きが、ピネー・ナッツぎっしりのパイが、様々な腸ちよう詰づめが、『肥料要らず』の煮に凝こごりが、雨あられと降り注そそぐ。

「まあっ、すてき!!　ありがとうございます!!」

　大量の料理の雨の中、ひとつ二つとつまんで食べながら、アリシアも満面の笑みで礼を述のべた。笑う口にもどんどん料理が入り込んできて、食べても食べてもなくならない。

「そーら、これも、全部お前の物だー!!」

　続いてカシュヴァーンが放り投げてきたのは、色とりどりのドレスだ。中にはメイド服やら『暴君』らしい衣装やらの変わり種も交じっているが、アリシアはすべてを笑って受け止める。

「どれもすてきですわね、でも全部着るのに五百年ぐらいかかりそう！　私がひとりしかいないのが惜おしいぐらいですわ!!」

　きゃっきゃとはしゃぐアリシアに、カシュヴァーンは明るく快活に笑って、

「喜べ、これも全部お前にやるぞー!!」

　三度目に愛する妻へと降らせたのは、大量のゼダル金貨と無数の宝ほう飾しよく品ひん。極ごく彩さい色しきの洪こう水ずいに打たれながら、アリシアは胸の前で両手を握り締める。

「まあ、本当にお金持ちなのですね！　普段は質素なので、時々疑っていましたわ！　申し訳ありません!!」

　たちまち眼鏡めがねの縁ふちまで金銀財宝に埋うもれたアリシアの頭に、こーんと音を立てて当たった物がある。

「あら……？」

　顔のすぐ横に跳ね飛んだ物を見ると、それは華きや奢しやな金きん鎖さの首飾りだった。中央部に埋め込まれているのは、フェイトリンの空のような、アリシアの瞳のような、鮮やかに青いサファイア。

「あら、これは、ノーラにあげたのではなかったかしら……？」

　そう口に出した瞬間、あれだけの量があった料理とドレスと宝の山が消えた。

「ほら」

　代わって、まるで自分自身の声かと錯覚するほど近い位置からカシュヴァーンの声が聞こえた。

「全部、やれるだけのものは、お前にやるから」

　アリシアを見下ろし、優しくつぶやくカシュヴァーンの顔の左半分は、黒いもやのようなものに覆われている。

「お前だけは、──で」

　時折そのもやが薄れて、──だめだ、見てはだめだ、認めてしまってはだめだ。

「わ、私の翼つばさをあげます！　えーい!!」

　いつの間にか己の背に生はえていた翼を半分引きちぎり、アリシアはぐいぐいとそれを夫の背に押しつける。

　けれどせっかくちぎった翼は、ちっともカシュヴァーンに根づかない。それどころか、その姿は次第に遠ざかっていく。

「カシュヴァーン様……！」

　せめてと呼びかけても、距きよ離りは埋まらない。いつしか世界は急速に暗くなり始めていた。

「嫌いやです、ひとりで至いと高たかき国へは行きません！　あなたが、あなたがいない国には、私……!!」

　手を伸ばしても届かない。

　ついこの間までは、あれだけ光り輝いていたはずのカシュヴァーンの姿が見えない。

「ひとりにしないで……!!」

　叫んでも答えは返らない。

　そしてアリシアの世界は、真なる孤こ独どくの闇やみに包まれた。




　闇の中で、風が頰を撫なでた気がした。




「……カーシュ、さま……？　それとも……」

　夢うつつに眼を開くと、カシュヴァーンがすぐそこにいる。

　にっこり笑った彼が、アリシアにすっぽりと虎とらの毛皮をかぶせた。







「……あら……？」

　目覚めるとアリシアは、いつもどおり上掛けにくるまって眠っていた。

　はちゃめちゃな夢の残ざん滓しにぼんやりしながら上半身を起こす。夕べは結構寒かったが、今朝は少し暑い。

「汗までかいてるなんて……、まあ、これは」

　いくらなんでも暑すぎる。どうしたことかと寝台から出ようとして、冬場にしか使わないはずの動物の毛皮で裏打ちした布ふ団とんをかぶっていたことに気づいた。

「……？　これ、どこにしまっていたのかしら……」

　置き場所すら思い出せないようなものをかぶっている事実に首をひねりながら、寝台から足を下ろす。乾き始めた汗のせいで数度くしゃみが出たので、急いで着替えを始めた。

　目覚めるつもりのない眠りに落ちた翌朝の事態が意外すぎて、暗い願いも吹っ飛んでしまったようだ。なんとなくおなかも空いてきた。

「今日は、久しぶりにパンを焼こうかしら……」

　固形物を咀そ嚼しやくするのが億おつ劫くうということもあり、避けていたパンを作るだけの気力も湧わいてきた。領主に税金を払って共同のパン焼き窯がまで焼くのが一般的だが、元領主家であるフェイトリンの屋敷には専用の窯がまだ残っているのだ。

「まずは掃そう除じをしないとね」

　自ら繕つくろったドレスに袖そでを通したアリシアは、久しぶりに少し軽い足取りで台所へ向かった。







　パンの焼き上がりには時間がかかるので、朝食は昨日のスープの残りですませた。まだそれほど食欲は戻っていなかったが、昨日よりはたくさん食べられた。

　この調子なら、昼には焼きたてを食べられるだろうか。窯の様子を見ながら朝食の片づけを終え、アリシアはいつものように庭に向かう。

「今日もいいお天気……」

　泥イモの芽はそろそろ出ただろうか。パンの具合も時々見に戻らねばならない。時間配分を考え考え、農具を取りに歩いていると、

「アリシア」

　突然聞き知った声に名を呼ばれた。

　一瞬、時間が止まる。聞いたことのある男の声、というだけで、自分を呼んだ相手を特定しそうになったからだ。

　しかし振り向いた瞳に映ったのは、知っている男で、長身で、アズベルグの人間だったが、黒髪でも黒い瞳でもなかった。かなりの美形ではあるが、まぶしさでアリシアの視界を埋めてしまうほどでもない。

「ディネロ様……!?」

　壊れた壁の向こう、白いマントを翻ひるがえしてそこに立っているのは、間違いなくディネロ・アズベルグだった。







　明るい光の下で見たディネロは、淡い金髪がきらきらとしていてとても美しかった。

　だがその佇たたずまいが非常に静かなので、花と緑にあふれたフェイトリンの風景に、人物というより静物として溶け込んでいる。少し瘦やせて、整った顔立ちに凄すごみが増している気もするが、派手なのか地味なのかよく分からない不思議な存在感は相変わらずである。

「……瘦せた。ひどい、顔色だ」

　ディネロもアリシアの姿に変化を感じたようだ。ろくに鏡も見ない生活をしていたアリシアにはよく分からないが、痛ましそうにこちらを見ている。

　私は大丈夫です、と言おうかと思ったが、それより先に当然の質問が口から出た。

「ど、どうなさったんですか……、……、領主の、お仕事は……」

　幻ではないことを近づいて確かめながら、アリシアは戸と惑まどいを隠せない。

　ディネロは今やアズベルグの領主のはず。それがなぜ、ここにいるのだろう。

「……アリシア様、お久しぶりです」

　困こん惑わくするアリシアの視界に横からひょこんと飛び込んできた、赤茶色の髪。ディネロを敬愛してやまない執しつ事じ見習い、アレクトール・ケルヴァンを見てアリシアはますます混乱した。

「アレクまで……、どうなさったの？　一体……」

　これは幻げん覚かくではないだろう。幻覚とは普通、過去の記憶か願望を反映させるもののはず。ならば別の青年の姿を取るはずだ。

　第一まだ少し怖い顔をしているディネロはとにかく、こんなに厳しい眼で自分を見つめるアレクトールは初めて見る。

「夫婦は似てくるものだというけれど、主従も似てくるものなのかしら……？　トレイスも、変態……？」

　訳が分からず、ぶつぶつひとりごとを言うアリシアに構わず、ディネロは無む造ぞう作さに手を差し出してきた。

「迎えに来た」

「え？」

　登場も唐とう突とつだったが、口にした言葉はさらに唐突だった。短い台詞の意味自体はすぐ分かったが、意図が飲み込めず、アリシアは固まってしまう。

　混乱の極きわみにある彼女に対し、ディネロは相変わらずの淡たん々たんとした口調で続けた。

「アズベルグへ、帰ろう」

「……え？」

　アズベルグへ。

　帰ろう？

　そう聞こえたけれど。

「え、え……？　……」

　聞き間違いかと思った。だが、アリシアは眼はとにかく耳はいいのだ。

　そしてディネロの眼は、噓うそをついている者のそれではなかった。身が竦すくむほど真しん摯しな、見つめ返すことをためらわせるような瞳から無意識に顔を背そむけて、アリシアはぼそぼそと言う。

「……お、お気持ちは、嬉しいですけど……けれど、ご迷惑ではないでしょうか……？」

　話が急すぎて、ありがたさよりも戸惑いが先に立ってしまう。

　くれる物はもらう主義のアリシアにしては珍めずらしく、遠慮してしまうのもこの状況では無理はない。今の自分と下手に関わりを持てば、ディネロに迷惑がかかってしまう。

「だって、ディネロ様を領主にしたのは、国王陛へい下かでしょう？　私に関わると、その、陛下の不興を……」

　──そうだ、ディネロはカシュヴァーンがひどい怪我を負わされたあの時、助けを乞こうアリシアに対し何もしてくれなかったではないか。

　恨うらみ言ごとを言いたい訳ではない。領地と領民を誰より愛するディネロが、強大な兵力を背に「この地を浄じよう化かする」と脅おどしてくるゼオルディスに従うのは当然だろう。

　だからこそ思うのだ。なぜ、今になって。

　アリシアが一番欲しい言葉を使ってくれるのか、分からない。あちこちを飛び交う情報を聞く限り、情勢はむしろ悪化しているようにしか思えないのに。

「嫌か」

　うつむくアリシアに手を差し出したままの格好で、ディネロが尋ねてきた。

「俺と、帰りたく、ないのか」

　重ねられた言葉が、心の奥の柔やわらかい部分を揺さぶる。

　期待してはいけない。叶わぬ希望など持っても傷つくだけ。今回の件でその認識を新たにし、もう一度しっかりと無神経の鎧よろいを着込んだのに。

「……悪かった。泣かないで、くれ」

　気まずそうなディネロの声にきょとんとしていると、不意に伸びてきた指にそっと眼の下を拭ぬぐわれた。

　そこに至りアリシアは、自分が涙を流していることに気づいた。

「……あ。ま、まあ、私ったら……」

　気恥ずかしさに慌てて目元を拭うアリシアを見る、アレクトールの瞳が潤うるみ始めている。

「アリシア様、おつらいなか、ずっと我が慢まんしていらしたんですね……！」

　熱血漢のアレクトールは、早くももらい泣きしそうだ。アリシア自身にはつらい、という認識が乏とぼしいので、なんだか申し訳なくなってしまう。

「ご、ごめんなさい、なんだか最近、気がつくと涙が出ていることがあって……」

「ああっ、アリシア様、なんとけなげでお労いたわしい……!!」

　かえって感動したらしく、本格的に泣き出したアレクトールはひとまず置いて、アリシアはディネロに釈しやく明めいした。

「あの、違うんです。私、嫌なんじゃなくて……」

　笑顔を作り、説明しようとしたら、急に眼の奥が熱くなってきた。

「アリシア」

　気き遣づかわしげなディネロの顔がぼやけてにじむ。

　視力がどうというせいではない。今度こそアリシアも、自分が涙ぐんでいることを自覚した。

「嫌じゃなくて……」

　感情を整理するようにしゃべろうとするのに、見る間に視界が溶け出していく。

「う、う、嬉しい、から……!!」

　嬉しい、と口に出して言った途端、抑おさえていた感情が涙と一緒にあふれ出た。閉じていた神経が急速に開かれることに苦痛さえ感じ、まともに顔を上げていられない。

　ここフェイトリンは生まれ育った土地だ。両親が身を削けずって守ったこの屋敷への愛着は深い。

　けれどアズベルグはもう、アリシアにはとっては「行く」ところではないのだ。

　帰りたかったのだ。

　帰ろうと、そう言ってほしかったのだ。ずっと。

「カ、カ、カシュヴァーン、様、は、みんなは、無事、でしょうか……？」

　しゃくり上げながら尋ねたアリシアの亜あ麻ま色いろの髪に、ディネロが無造作に手を置いた。

「大丈夫だ」

　静かにつぶやいた大きな手が、ゆっくりと頭を撫でてくれる。

　カシュヴァーンと違って、流れに無む頓とん着ちやくに滑すべる指先はいつも髪をぐしゃぐしゃにしてしまう。最近は会うたび顔が怖くてぴりぴりしていて、まるで結婚当初のカシュヴァーンのようにも思えたディネロの昔と変わらないしぐさが、無性に懐かしかった。














「ありがとうございます、ディネロ様……」

　やがて涙も引いたアリシアは、ぼさぼさにされた頭で礼を述べた。眼の下はまだ赤いが、笑顔に力を取り戻した彼女を見てディネロはほんの少し口の端はしを持ち上げる。

「よかった」

　そして、ふと灰色の瞳を動かす。

「家は、大丈夫か」

　唐突に屋敷の話をされて、アリシアはちょっと考えてから答えた。

「この家は、私のものだと国王陛下からのお言葉をいただいておりますから……アズベルグへ帰っても、問題ないと思いますわ。ただ、誰か管理人を置かないと、もっとぼろぼろに」

　説明をみなまで聞かず、ディネロは少し顔をしかめながら視線でフェイトリン家の台所のほうを指した。

「焦こげ臭くさい」

「え……、あっ、きゃあっ!!」

　なぜか空のほうを向いてしまったアリシアだったが、鼻はいいのでディネロの言わんとしていることは摑つかめた。

　台所から薄い黒こく煙えんが上がり、焦げた臭においがここまで漂ただよい始めている。パンを焼いていることをすっかり忘れていたのだ。

「ご、ごめんなさい、窯の火を消してきます！　あっそうですわ、お二人とも、出しゆつ立たつ前にパンを食べて行って下さい!!　今ならまだ食べられる範はん囲いのはずです!!」

「えっ、うわ、アリシア様、ここは俺にお任せ下さい!!　命に代えてもあなたとディネロ様の昼食は死守いたします!!」

　ドレスの裾すそをからげ、駆け出したアリシアの後を追い、アレクトールも必死になって走り出した。








　第四章　運命の人







　馬車の車輪が立てる音が変わり始めた。フェイトリンの陽光に乾かわいた固い地面ではなく、湿しめり気けを帯おびた水っぽい地面が始まった証しよう拠こだ。

　窓の外を流れる景色にも変化が見えてきた。季節としては夏真っ盛りのはずなのに、青空は早くも秋を思わせる気け怠だるげな紫むらさきを帯びている。場所によっては雲に覆おおわれていて、まだ昼過ぎとは思えないほどあたりは薄うす暗ぐらい。

　一年ほど前にも見た移り変わりを、アリシアは馬車の窓にかじりつくようにして眺ながめていた。

「楽しそう、だな」

　向かいの席のディネロに指し摘てきされ、振り向いたアリシアは満面の笑みで答える。

「はい、とっても楽しいです!!」

　そしてまた、窓まど枠わくにかじりつく。年よりもっと幼おさない子供じみた態度を咎とがめず、ディネロはそれきり口を閉ざした。アレクトールがいれば何か言ったかもしれないが、彼はアリシアの荷物を載のせたもう一台の馬車に乗っている。

　思い起こせば初めてアズベルグ地方を訪れた時のアリシアは、観光客のような好奇心をもって景色の変化を楽しんでいた。陰いん気きで鬱うつ々うつとした風景を眺めていると大好きな小説の登場人物になったようで、いつどんな怪物に襲おそわれるのかとどきどきしていた。

　今感じている胸の高鳴りは、あの時とはまるで異ことなる。

　アリシアの趣しゆ味み自体は変わっていないが、今度は観光客として「来た」のではない。この地の住民として「帰って来た」のだ。

　ちなみに一カ月ほど前は同じ道を逆走したはずだが、まるで記き憶おくにない。

　そうしているうちに景色はさらに流れ、この地方特有の背の高い針葉樹林の向こうにアズベルグ家の建物が見えてきた。元領主家ながら没ぼつ落らくしたアズベルグ家は、母おも屋やひとつという質素なものだ。

「あら？　……ああ」

　馬車の速度が落ちてきたことに一いつ瞬しゆん不ふ審しんを感じたアリシアだが、すぐに自己解決する。

　領地を接しているとはいえ、この地とフェイトリンは大きく気候が変わるほどの距きよ離りがあるのだ。アズベルグ自体の土地も広大で、南にあるアズベルグ家から北の端はしにあるライセン家までは馬車で二日ほどかかる。

　これまでの道中でも数度馬を替えた。いったんアズベルグ家に寄り、休きゆう憩けいを挟はさんでライセン家へ連れて行ってくれるのだろう。

　もしくはカシュヴァーンは、アズベルグ家に匿かくまわれているのかもしれない。状況を考えればありえる話である。

「カシュヴァーン様……」

　再会の予感にひとり「おなかが痛い」思いをしているアリシアを乗せた馬車は、やがてせいぜいが高位の貴族の別べつ荘そう、という風ふ情ぜいの建物の前で停まった。







　ディネロに手を借りて馬車を降り、久しぶりに近くで見たアズベルグ家は、以前来た時と何も変わっていなかった。一棟きりの小さな屋や敷しきの右手に、建物自体と同じぐらいの大きさの薔ば薇ら園えんが広がっている。

　夏も最中という季節柄、他の地方ならすでに終わりかけているはずの薔薇たちは、まだ真っ赤に咲き誇ほこっていた。気温と陽光の加減で、見頃の時期がずれているようだ。

「カシュヴァーン様は大丈夫かしら？」

　薔薇の花が大だい嫌きらいなカシュヴァーンは、前にここに来た時もしかめ面つらをしていた。そういえば初めてディネロの家を訪れたのも、薔薇の咲く頃だった。

「行くぞ」

「あ、は、はい！」

　ぼうっとしていたアリシアは、ディネロにうながされて屋敷の門を潜くぐった。

　本当は、ここにももっと前に来たかったのだ。アズベルグ家の老練な家か令れいであるリドレックが倒れたと聞いてから、気づけば季節がひとつ巡めぐってしまった。

　アレクトールほどはっきりと表に出すことは少ないが、アズベルグ家及および当主のディネロを心から愛しているリドレック。思えば彼が側そばからいなくなって以来、ディネロの様子がおかしくなった気がする。

　いまだ見習いであるアレクトールが未み熟じゆくだというより、リドレックの存在が大きすぎたのだろう。先代からアズベルグ家に仕つかえていたリドレックは、ディネロにとっては親にも等しい存在だ。

「あの、ディネロ様。リドレックは大丈夫ですか？」

　なんの気なしにアリシアが尋たずねると、前を行くディネロだけでなく荷運びについて来たアレクトールまで固まった。

「……まだあまり、大丈夫では、ないが。なんだ？」

　わざわざ立ち止まり、振り返ったディネロの瞳ひとみの奥で暗い火が燃えている。

　失敗を悟さとったアリシアだが、時すでに遅し。仕方なく、思いつきをそのまま口に出す。

「あ、いえ……、あの……せっかくですから、お見舞いを……」

　見舞いを申し出るたび断られ続けていたから、この機会に果はたせないかと考えたのだ。迷めい惑わくだったろうかとしょんぼりするアリシアに、ディネロはうっすらと笑う。

「……そうだな。そのうち、リドレックにも、会って、くれ。喜ぶ」

「あ、は、はい！」

　微笑ほほえみ方がどこか冷たく感じられたが、見舞いの約束は取りつけられた。ほっとしたアリシアが笑い返していると、

「アリシア様!?」

　いきなりよく知っている青年の声に名を呼ばれ、びっくりしてしまった。

「まあっ……、トレイス!!」

　真まっ青さおな顔でこちらを見ているのは、アズベルグ家から飛び出してきたトレイスだ。ディネロたちの帰き還かんを聞いて迎むかえに出てきたらしい。

「今、戻った」

　トレイスの慌あわてぶりに頓とん着ちやくすることなく、ディネロが落ち着いた声をかける。見返すトレイスの視線の鋭するどさに気づかず、アリシアは無む邪じや気きに喜んだ。

「よかったトレイス、無事だったのね！　じゃあ、やっぱりカシュヴァーン様は」

「なぜ戻って来てしまわれたのですか!?」

　再びアリシアに眼を戻したトレイスは、いつにない激しさでそう叫さけんだ。

　叫ぶ声の強さはもちろん、その内容にも面食らってしまい、反応できないアリシアへとトレイスが距離を詰つめようとする──その時。

「余計なことをするんじゃないよ、子こ猫ねこちゃん」

　見知らぬ女の声がして、トレイスの歩みが止まった。その顔色は、青いを通り越して蒼そう白はくになりつつある。

「キャ、キャストリー伯はく爵しやく、お放し下さい……!!」

「水みず臭くさいねェ、シャンテ様とお呼びと言っただろう？」

　盛大に顔を引きつらせたトレイスの両りよう腕うでを背後から摑つかんでいるのは、すらりとした長身の女性だった。アズベルグの男性としては少し背の低いトレイスと、ほぼ同じだけの身長がある。

　年の頃は三十代半なかばほどだろうか。浅黒い肌、長い黒髪と切れ長の黒い瞳にどこか徒あだっぽい華はなやかさがある、妙みよう齢れいの美女だ。

　だが、申し分のない素材を、身につけた衣装が台なしにしていた。

　頭には真っ黄色の布を巻き、申し訳程度に身につけた皮かわ鎧よろいは真っ赤と真っ青の布ででたらめに飾かざりつけてある。ただでさえ色味が少ないアズベルグの風景から、毒々しいほど鮮あざやかなその姿は完全に浮き上がっていた。

「まあ、ラグラドールの方？」

　肌の色からして間違いないが、思わず言ったアリシアに、シャンテと呼ばれた女は馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。

「見りゃ分かるだろう？　はァん、お前さんが噂うわさの『死神姫』か」

　シルディーン国内はおろか、「死神姫」の悪あく名みようはラグラドールにまで流れているようだ。カシュヴァーンと仲のいいバルロイあたりがひと役買っているのだろう。

「はい、私がそうですが」

「ふん、バルロイに聞いちゃいたが、本当に冴さえない小娘だねェ。あいつといい、ライセン公こう爵しやくとやらといい、世の中女を見る眼がない奴やつらばかりだよ」

　素す直なおに答えたアリシアに、シャンテはずけずけと言いたいことを言う。豪ごう放ほう磊らい落らくな性格の者が多いラグラドール人だが、彼女はその中でも遠えん慮りよがない部類のようだ。

「キャストリー伯爵、せめて面と向かってそのようなことをおっしゃらないで下さい!!」

　動どう揺ようしているのか、トレイスはトレイスで失礼なことを口走った。その腕をしっかりと押さえつけたまま、シャンテは後ろから豊かな胸を彼の背に押しつけるようにしてささやく。

「ま、あんなじじいどもの幼よう女じよ趣しゆ味みなんざ、どうだっていいけどねェ。……そうだろう？　あたしの可愛かわいい子猫ちゃん」

「ひいいいいい!!」

　真っ赤になったり真っ青になったりしながら絶ぜつ叫きようするトレイスをよそに、アリシアは考え込む。

「カシュヴァーン様は、確かにちょっとお年を召めして見えるかもしれませんけど、せいぜい三十四歳ですわ。バルロイ様はもうちょっと上でしょうけど、まだおじいさま、という年ではないかと思いますの」

　真ま面じ目めな顔で否定したアリシアに、シャンテは意外そうに眼を見張った。その隙すきを見てトレイスが逃にげ出し、ちっと舌打ちする彼女にアリシアはうきうきと話しかける。

「ところで、キャストリー伯爵様とお呼びしてもよろしいかしら？　失礼ですけど、どこかでお会いしたことがありません？」

　眼がちかちかしそうな原色づくしのシャンテの姿を、アリシアはなんとなく覚えていた。確か仮か装そう舞ぶ踏とう会かいの時に見かけたはず。

「とってもすてきな色のお衣装ですわね！　まるでトレイスの絵みたい」

　絵にかける情熱だけは人一倍のトレイスは、何を描いても赤い丸にしてしまう、特異な才能を持つのだ。だからキャストリー伯爵様に好かれるのかしら、とのんきな感想を抱いだくアリシアに、シャンテは毒気を抜かれた様子でため息をつく。

「ふん、いいよ、自己紹しよう介かいぐらいしてやろう。あたしはシャンテ・キャストリー。ラグラドールで一団を率ひきいる傭よう兵へい団長さね。キャストリー伯爵様でもシャンテ様でも、好きなように呼びな」

　バルロイと同じく、ラグラドールの傭兵団長を名乗ったシャンテは肉にく食しよく獣じゆうの笑みを見せた。爵位は子爵であるバルロイより上だが、ラグラドール人の爵位は国内で安価に売買されているため、さしたる意味はない。

「全くとぼけた小こ娘むすめだ、服の趣味だけはいいじゃないか。残念だよ、男だったらちょいと毛色の違う子猫ちゃんとして、あたしの取り巻きに加えてやってもよかったんだけどねェ」

　言いざま伸ばされたその腕が、じりじりと後退していたトレイスを捕つかまえた。絞しめ殺される寸前の鶏にわとりのようにもがく彼を羽は交がい締じめにしたまま、

「でも生あい憎にくとあたしには、女や三十過ぎのじじいと仲良くする気はこれっぽっちもないんだ。それにお前さんと仲良くしたがっている物好きは、別にいるようなんでねェ」

　独特の美学を披ひ露ろうしたシャンテは、やり取りを辛しん抱ぼう強く見守っていたディネロに場の主導権を譲ゆずる。

「邪じや魔ましたねェ、ディネロ。説明してやりなよ」

　ひとつうなずいたディネロが、一歩アリシアへと歩み寄る。

「！　ア、アリシア様、逃げ……、ひいいいいっ、どこを触さわっているんですかッ!?」

　止めようと叫んだトレイスだったが、台詞せりふの後半は乙女おとめのような悲鳴に飲み込まれてしまった。










　トレイスが何をされているのか気にはなったが、そのまま建物の陰かげへ連れ込まれてしまったのでアリシアの視力では詳しよう細さいが分からない。何より、今はアリシア自身に危機が迫せまっていた。

「あ、あの……、ディネロ、様？」

　見上げたディネロの姿が不ふ穏おんなほどに近くて、思わず逃げ腰になってしまう。

「ありがとう、ございます……トレイスも……、カシュヴァーン様も、匿って下さっているのですよね……？」

「アリシア」

　悪い予感を打ち消したくて、後ずさりながら確認を取ろうとすると、いきなり手首を摑まれた。

　それほど強い力ではない。しかし振りきって逃げることができない、絶ぜつ妙みようの力加減でアリシアを捕まえたディネロは、少しだけ身を屈かがめて視線を合わせてくる。

　途と端たんに凍いてつく炎を宿した瞳に全身が呪じゆ縛ばくされた。恐きよう怖ふに四し肢しを搦からめ捕られ、身動きできない。

「アズベルグは、俺が、国王陛へい下かより、預かった。今は、俺が、領主だ」

「は、はい……」

　逆に確認され、とりあえずうなずくアリシアにディネロはさらに言った。

「だから、トレイスは、俺の、執しつ事じだ」

「はい……？　……え？　えっ、いえっ!!」

　反射的にもう一度うなずいてしまい、慌てて首を振る。

　今も遠くで「舌を嚙かみます」とかどうとかわめいているトレイスは、あくまでカシュヴァーンの執事だ。一時的にアズベルグ家に身を寄せている様子ではあるが、ディネロの執事ではない。

「ディ、ディネロ様には、アレクもリドレックもいらっしゃるではないですか。まあ、確かに、二人は執事ではありませんけど……」

　かたや執事見習い、かたや家令だ。三人揃そろえたいのだろうか、と一瞬考えたのが悪かったらしく、脳内でセイグラム一号二号三号が揃って眼鏡を押し上げ始め、アリシアはますます混乱してしまう。

　その混乱を、ディネロはひと言で制した。

「だから、お前は、俺の、妻だ」

　途端にすべての思考が停止した。

　ぽかんとして灰色の瞳を見つめても、そこに求める答えはない。あるのは巨大な氷ひよう壁へきのように冷え冷えとして動かし難がたい、絶対の意思だけ。

　ややあって、アリシアは唇くちびるだけを小さく動かしてつぶやいた。

「──大丈夫、だって……」

　フェイトリンの庭で、言ってくれたではないか。口にした瞬間に勘かん違ちがいに気づいた。




「大丈夫」の意味が違っていたのだ。

　カシュヴァーンがいなくても、自分が彼の位置に立てる。

　だから大丈夫だと、ディネロは請うけ合ったのだ。




「ライセンの、せいで、この地は、焼かれた。領主も、いなくなった」

　次の言葉が見つからないアリシア相手に、ディネロは淡たん々たんと話を進めていく。

　違うと言いたいけれど、それはひとつの事実ではあった。徹てつ底てい的てきに単純化されており、カシュヴァーンの想いとゼオルディスの悪意が除外されていたけれど。

「元々、アズベルグ家が、領主の、はずだった」

　それもまた、事実。地方伯としてこの地に家名を刻きざむアズベルグ家の当主であるディネロは、世が世なら生まれながらに領主であったはずだ。

「……でも……、ディネロ様は……」

　同じ没落した地方伯の身としては、ディネロが使う論理はすんなり頭に入る。

　でも心がついていかない。いつものように順じゆん応のうできない。

「結婚、しないって。ア、アズベルグ家は、ご自身の代で、終わらせるって……、い、痛っ……!!」

　去年の冬、ディネロが行った宣言を気づけば口に出していた。唇を開いたあたりから始まっていた後こう悔かいは、案あんの定じよう当たった。

「俺が、望んで、ああ言ったと、思うか」

　細い手首を摑む手に力をこめながら、ディネロが低い声を出す。

　ディネロ様こそが領主に相応ふさわしい。すぐそこで息を詰めてこちらを見守っているアレクトールのような、親ディネロ派が〈翼の祈り〉にそそのかされ、アズベルグを二分する反乱を起こした事実は当のディネロに悲痛な決断をさせた。

　現領主家と元領主家が、いつまでも共に存在しているからこういうことになる。そう判断したディネロは、アズベルグ家の断絶を決意し、結婚もしなければ子も成さないと公おおやけの場で誓ちかいを立てたのだ。

「ライセンが、いい領主だと、思ったからだ。あいつに、任まかせて、大丈夫だと、思ったからだ」

　もちろんアリシアだって、ディネロが簡単に家を断絶させる決心をしたとは思っていない。すべては誰よりも領地と領民を愛する彼の、気高き使命感ゆえだったのだと理解はしている。

　カシュヴァーンのことにしても、ディネロは他のアズベルグの人間よりも早い段階で認めてくれていた。カシュヴァーンの父であり、前領主レジオール・ハルバーストがアズベルグ家の令れい嬢じようジーナ・アズベルグを拉ら致ち同然に妻にしたという因いん縁ねんを踏ふまえた上で、あえてその下方に立ち、調停役を担になってくれていた。

「だが、アズベルグは、また、焼かれた。……お前も、たくさん、泣いた」

　去年の秋の終わり、〈翼の祈り〉と内乱によりアズベルグは戦火に見舞われた。今年の春になってまた、〈翼の祈り〉とラグラドール人に襲しゆう撃げきされた。

　気高き使命感にあふれたディネロだからこそ。カシュヴァーンを信じ、支えてくれたディネロだからこそ。

　同じ愚ぐを犯おかした力なき領主を、赦ゆるせないのかもしれない。

「リドレックも……」

　不意に、ディネロの声の調子が落ちた。怒いかりより悲しみに満ちたその顔は、常に無表情なディネロのそれとしては見慣れないものだったが、怖こわくはなかった。

「リドレックも……？」

　釣つり込まれて復唱したアリシアの腰に、突然たくましい腕が回った。声を上げる暇ひまもなく、強引に抱き寄せられる。

「ユーラン、だったか。前にも、俺たちに、結婚しろと、言ったな」

　アリシアを見み下おろしてつぶやくディネロからは、悲しみの気配はすでに消え失せている。

　去年の冬の騒さわぎの最中、〈翼の祈り〉穏おん健けん派はの頭目にしてティルナードの前ぜん後こう見けん人にんであるユーランに、ディネロとの結婚を迫られたことを、アリシアも思い出した。あの時もディネロは最初逆らう様子を見せず、むしろ乗り気であるような態度を示していた。

「お前の、両親は、領主である、地方伯に、娘を、嫁とつがせたがっていたと、聞いている」

　アリシアも両親が、正せい妃ひを亡なくして久しい国王やジスカルドとの縁えん組ぐみさえ視野に入れていたことを知っていた。オーデル家には実際に打だ診しんまでしていたと聞いたが、すでに王女との婚約を決めていたジスカルドには歯し牙がにもかけられなかった様子だ。

　もしも両親が存命で、ディネロがアズベルグ地方の領主であれば、大喜びで話を受けていたに違いない。アリシア自身も両親の喜ぶ姿に一緒になって喜び、なんの疑問も持たずにアズベルグ家に嫁いでいただろう。

　そうなっていればよかったのだと、心底思った。

　だったら今のように、激しく心乱れることもなかったはずなのに。

「これが、俺たちの、運命、だ」

　あごを持ち上げられた。以前にもあったように、ディネロの顔が大写しになる。

「俺の、妻に、なれ、アリシア。共に、アズベルグと、フェイトリンを、治おさめてくれ」

　また、過去と現実がごちゃ混ぜになってきた。今がいつなのか、自分はどうするべきなのか。判断が下せないまま、視界がぼやけるほど間近に、「夫」を名乗る男の唇が迫ってくる。

「い、嫌いやっ……！」

　闇やみ雲くもに体を動かし、アリシアはあの時と同じようにディネロを突き飛ばそうとした。

「あっ……!?」

　だが強く押した手は、呆あつ気けなく押し返されてくる。

　自分が危害を加えるつもりがない場合、ディネロはいっさい相手に逆らわない。そのため出会った当初の彼は、暴漢相手にも無む抵てい抗こうという有様だった。

　その後の〈翼つばさの祈いのり〉の兵士との戦いで実際の戦せん闘とう能のう力りよくは分かったが、去年同じように迫られた時は、おとなしく突き飛ばされてくれた。しかし今は、その様子はない。

「うっ……」

　唇をふさがれたのは、ごく短い時間だったと思う。アリシアの気力を削そぐには十分すぎる長さだったが。

　せめてものようにディネロの胸元を摑んだ指先から力が抜けた。人形のようにされるがままのアリシアを緩ゆるく抱いたまま、ディネロが背筋を伸ばす。

「疲れて、いる、ようだな。アレク」

「は、はい!!」

　二人から眼を逸そらしていたアレクトールが、慌てて赤い顔をアリシアに向けた。

「アリシア、まず、少し、休め。シャンテ、トレイスを、返せ」

　アリシアをアレクトールに預けたディネロは、「許して下さい結婚前なんですきれいな体でいたいんです」とうわごとのようにつぶやき続けているトレイスを回収しに行ってしまった。







「あの……、アリシア様。その、お部屋を用意してありますので……、こちらへ」

　遠慮がちなアレクトールの声にはっと我に返ったアリシアは、小さく唇をわななかせた。

　アレクトールもディネロがどういうつもりでフェイトリンを訪れたか、はじめから知っていたのだろう。

「……アレク……」

「……ディネロ様は、かっこよくて強くて優しくて賢かしこい、誰よりも素晴らしい方です。俺は世界一あの方を尊敬しています」

　震えるアリシアの声に意い図と的にかぶせて、アレクトールはそう切り出した。

「アリシア様が、すぐに気持ちを切り替えられないのも分かります。ですが……、ディネロ様は、ずっと……アズベルグの民と、あなたの幸せを願っていたんです」

「私の……？」

　アリシアの幸せとはなんだろうか。

　この地に嫁いでくる前なら迷いなく、「お金持ちになって、食べ物や着る物の心配をしなくていい暮らしを送ること」だと答えたろう。

　いや、結婚の事実自体すでに否定されたのだった。ならば、カシュヴァーンとの暮らしなどなかったかのように……、答えられるか？

「ラ、ライセン公爵だって、一度はディネロ様が認め、あなたに愛された方です。まあ、噂ほど悪い人じゃないんでしょう。ですが……、生死も分からないような方をどれだけ待っても、アリシア様が不幸になるだけだ」

　吐き捨てるような言葉が、鈍どん器きの重さで心を打つ。

　やっぱりカシュヴァーンはここにはいないのだ。

　それどころか、居場所も、生死さえ、ディネロは知らないのだ。たぶん調べてもいないのだ。

　もう涙は出ない。その代わり残っていたすべての気力が、音もなく流れ出していくのが分かる。

　痺しびれたような耳じ朶だに注そそぎ込まれるのは、痛いほどに真しん摯しなアレクトールの願い。

「お願いです。ディネロ様の妻になって、あの方を愛し、支えてあげて下さい。それができるのは、同じ地方伯の末まつ裔えいであり、ディネロ様がずっと想っていた……、アリシア様だけなんです」

「……私を、想う？」

　ぼんやりしながら聞き返すと、アレクトールは情けなさそうに聞き返してきた。

「……え？　あれ？　あの……、お気づきでは、なかったんですか？　お、俺にもなんとなく分かるぐらいだったのに」

「え……？　ええ、私もディネロ様のことも、アレクのことも好きよ。幸せでいてほしいと、思っているわ」

　ぼんやりしながらも素直に答えると、アレクトールは頭を抱えてしまう。

「う、ううう、男女の機き微びというやつは俺にはちょっと……、ああ、まあ、とにかく、お疲れでしょうし！　部屋でお休み下さい、こちらへ!!」

　第三者であり、色恋に長たけている訳でもない自分の出る幕ではないと悟った彼は、とりあえず直近の命令に従った。アリシアを先導し、屋敷へ向かって歩き出す。

「私も、みんなも、幸せでいられればいいわね……」

　まだどこか、夢見るようにぼうっとしているアリシアを、アレクトールは道中何度も振り返った。

　転びでもしないかと心配しているようだが、たとえ今転んでもアリシアは痛みを感じなかっただろう。逆にアレクトールがぬかるんだ地面に足を取られかける始末で、アリシアが彼を助け起こしたりした。

　周囲の人間のことは、大抵好きだ。みんながいつでもおなかいっぱい食べられて、寒さに震ふるえることも血を流すこともなく、楽しく暮らしてくれればいいと願っている。

「特別」に「好き」なのは、カシュヴァーンだけ。「特別」に「嫌い」なのは、……だめだ、これを今思い出すと心がもたない。

　半はん透とう明めいの保ほ護ご膜まくに自みずからを包んだまま、アリシアはふわふわした足取りで階段を上のぼっていった。







　アリシアの部屋として用意されていたのは、アズベルグ家の二階にある客間だった。

「……ここは……」

　アレクトールに案内されるまま室内に入ったアリシアは、濃のう厚こうな薔薇の芳ほう香こうに息を詰める。狂い咲く花園を真下に臨のぞむこの部屋は、以前ここを訪れた時にも泊とまった……、カシュヴァーンと初めて同じ寝台で眠り、「おなかが痛い」という感覚を知ったあの部屋だった。

　部屋数だけは多いライセン家と違い、こぢんまりしたアズベルグ家の屋敷では賓ひん客きやくを遇することができる部屋は限られているだろう。だから意図的な部屋割りではないのかもしれないが、嫌でもあの時のことを思い出してしまう。

　立ちすくむアリシアからそっと離れたアレクトールが、外に出て行きながら「申し訳ありません」と言った。

　何かと思って振り向けば、かちゃりと金属音がする。

　驚いて扉とびらの握にぎりに手をかけるが、いくら回そうとしても回らない。──閉じ込められたのだ。

「近くに控ひかえておりますので、何かありましたら卓たくの上の呼よび鈴りんでお知らせ下さい。では、お食事の時にまたお迎えに上がりますので」

　戸板一枚隔へだてた分こもったアレクトールの声が聞こえ、すぐに足音が遠ざかっていった。

「本当に、あの時みたい……」

　今度は去年の秋、〈翼の祈り〉に拉致された時のことを思い出す。まだ内側に握りがあるだけましとも言えるが、どのみち自分の意志で外に出ることはできない。

　今外に出る気力もないので、構わないが。

　扉から離れ、奥にある簡素な寝しん台だいに近づいたアリシアは、そのままばふんと音を立てて敷しき布ふの上に身を投げた。

「疲れたわ……」

　長時間の馬車移動による疲ひ労ろうが押し寄せてきているのを感じる。アズベルグに「帰る」のだと気持ちが浮き立っていたから今までは意識せずにいられたが、全身が重くて立ち上がれない。

　とはいえ、「領主の妻」として「帰って来た」ことが間違いとは言えない。

　ディネロの言うとおり、世が世ならアリシアは彼と結婚して「領主の妻」になるはずだったのだ。ゼオルディスの働きで歴史が逆転し、地方伯至上主義が復活しつつある現在、そうなることに誰も疑問を持つまい。

　だったらこれがアリシアの運命で、幸せで……、義務、なのか。

　──高貴なる義務、という言葉を、この間アリシアに言ったのは誰だったか。

　また記憶が混乱し始めた。もうこれ以上考えたくなくて、彼女はそのまま眠りに落ちた。







　目覚めの合図は、扉が開く音だった。

　はっと眼を見開き、寝台の上に起き上がる。アレクトールか、まさかディネロかと警けい戒かいしたのだが、細く開いた扉の向こうにいたのは意外な人物だった。

「あら……？　まあ、コゼット様！」

「ひゃうっ!!」

　肩の高さで切り揃えた濃こい茶色の髪が、怯おびえたように揺ゆれる。アリシアが声をかけた瞬間、引きつけでも起こしたような悲鳴を上げた少女は、〈翼の祈り〉の襲撃以来アズベルグ家に預けっぱなしのコゼットだった。

「あ、ご、ごめんなさい……、ええと、これでいいかしら？」

　ちょっとでも怖いことがあると、コゼットは即時気を失ってしまうのだ。敷布をかぶる気き遣づかいを見せたアリシアに、コゼットは弱々しく微笑みかけた。

「い、いえ、大丈夫です、アリシア様はあだ名は怖いですけど、お顔は怖くないですから……」

　カシュヴァーンと顔を合わせるたび気を失っていたコゼットだが、アリシアについては「死神姫」の二つ名以外許容できるらしい。他に室内に怖いものがないか確認しながら、彼女は無礼を謝罪した。

「申し訳ありません、勝手に扉を開けて。何度かお呼びしたのですが、お返事をいただけなかったので……」

「えっ？　あら、ごめんなさい、そうだったんですの……どうぞお入りになって」

　食事の時間を示すはずの呼びかけにも気づかず寝ていたことに、アリシアは驚いてしまった。よほど自分は疲れているらしい。

　それにしてはあまりおなかが空すいた感じがしない、と卓に移動しながら考え込んでいる間に、コゼットが恐きよう縮しゆくしいしい近づいてくる。

「ごめんなさいね、お茶でも持って来てもらおうかしら」

　飲み物も何もないことに気づいたアリシアが腰を浮かせかけたが、コゼットはとんでもない、と一層恐縮した顔になった。

「いえいえいえっ、お気遣いなく！　その、私、すぐに失礼しますから……!!」

　気遣い不要、と強調されれば、アリシアも軟なん禁きん中ちゆうの身の上である。アレクトールの手をわずらわせることもない、と考えた彼女の向かいに腰掛けて、コゼットは深々と一礼した。

「し、失礼、いたしますわ。お疲れの時に本当に申し訳ありません。でも、その、ずっとお会いしたかったので……」

　向かい合って座ったコゼットは、さすがに仮装舞踏会で見たような愛らしいドレス姿ではなかった。使用人用のお仕着せと思おぼしき、古めかしいメイド服に身を包んでいる。

　窮きゆう屈くつそうに布地を押し上げる、ノーラよりは控えめだが十分豊満な胸部をまじまじと見ながらアリシアはつぶやいた。

「よかった、女性でしたわ……」

「え？」

「あ、ごめんなさい、最近記憶があやふやなことが多くて……あの、コゼット様こそ大丈夫、ですか？」

　あんな状態のディネロは、カシュヴァーンが世話を頼んだ娘をどう扱っているのだろうか。不安になって問いかけたアリシアに、コゼットは不思議そうに答えた。

「え？　あ、ええ、もちろん……ディネロ様は、とてもよくして下さっています」

　少し気恥ずかしそうにディネロの名を口にするコゼットは、噓うそをついているようではなかった。

　故イーダルの数多い私生児のひとりであり、親の名も知らぬまま修道女として育っていた彼女だ。敬けい虔けんな〈翼の祈り〉信者であるディネロとは、通じるものがあるのかもしれない。

　ひとつ不安の種が減った気がして、ほっと息を吐くアリシアに、コゼットがもじもじしながら切り出した。

「いろいろ……、お聞き、しておりますわ。ライセン公爵の、ことも……」

　カシュヴァーンの名を聞いて、アリシアは表情を曇くもらせる。コゼットは慌てて、

「あの！　ごめんなさい、本当に申し訳ないです、困らせるつもりでは……!!」

「……いえ、いいですわ。その、こちらにいらっしゃれば、自然にお耳に入ることでしょうし……」

　いくら気絶して起きて気絶して、という繰くり返しのコゼットであっても、この館やかたで寝泊まりしていれば状況の変化に気づくだろう。突然の領主交代劇の後しばらくは、ディネロは相当忙しかったはずだ。

　アリシアにしては気遣いに満ちた対応に対し、コゼットはためらいながらも、ひどく不ぶ躾しつけな質問をしてきた。

「……あの、こんなことを、お聞きするのは本当に本当に申し訳ないんですけど……アリシア様は、あの怖い……いえその、ラ、ライセン公爵のことを、まだお好きでいらっしゃるの……？」

　ふさがりかけの傷口を引っ搔かくような問いかけに、アリシアは眼を見開く。

　まだ、好きなのか。──居場所も分からない、生死さえはっきりしない男のことを、こんな状況で、まだ。

「……あ」

　何もない卓の上に、ぽたり、と冷たい雫しずくが染しみを作る。

「あら、嫌だ、まただわ……」

　一度せきを切ったものを止めることができず、自覚もないまま涙をこぼすアリシアに、コゼットは顔面蒼白になった。

「はぅ、すいません申し訳ありません、本当に本当にすいません!!」

　無神経すぎた自覚はあるらしく、謝り癖ぐせを発はつ揮きしたコゼットにアリシアは涙を拭ふきながら笑いかけた。

「あ、いえ、私こそごめんなさい。最近、急に涙が出ることが多くて……」

　こちらこそ、とアリシアも謝った。本当に、自分はどうしてしまったのだろう。

「で、質問の答えなんですけど」

「い、いえ、お答えいただかなくて結構です！　もう、じゅ、十分に、分かりましたから……」

　失神しそうな勢いでアリシアを止めたコゼットだが、まだ席を立とうとしない。

「分かりましたけど……、あの。本当に……、本当に、申し訳ないと、思うんですけど……」

　何事にも遠慮がちな彼女にしては珍めずらしく、その表情には決意の色がある。深呼吸したコゼットは、居住まいを正して口を開いた。

「アリシア様……ディネロ様の求婚を、受けていただけないですか？」

「え？」

　思わぬ頼みごとに、アリシアは眼を丸くする。

　ディネロのことが大好きなアレクトールから言われるのは分かる。しかし、いくらアズベルグ家に世話になっているとはいえ、コゼットにまで同じことを頼まれるとは予想外だった。

「あっ……、突然、すいません」

　自分でも唐とう突とつだったと思ったのか、コゼットは説明を始めた。

「私は、アリシア様にもライセン公爵にもとてもお世話になりました。今さらスタンバールにも戻れませんし、あの時拾っていただかなければ、本当に路頭に迷うところでした……」

　ゼオルディスとイーダルに利用された挙あげ句く、呆気なく捨てられたところを拾われた恩は忘れていない。まずそう前置きしてから、

「こちらに預けていただいた当初は正直、ディネロ様のことも怖かったです。お、お顔を見るたび、気絶してしまいましたけど、お怒りになることもなく、いつも部屋まで送り届けて下さって……本当に優しい、いい方です」

　頰を紅こう潮ちようさせ、コゼットは熱心にディネロを褒ほめる。

　アリシアもディネロはいい人だと思う。多くの信しん奉ぽう者しやがいる理由も理解できる。

　でも。

「あ、もちろん、ライセン公爵もいい方だと思いますよ。お顔は怖いし、お住まいも相当怖そうですけど!!」

　うつむいてしまうアリシアに、コゼットは急いで弁解をつけくわえた。翼持つ怪かい物ぶつだらけのライセン家の建物について、誰かに聞いたらしい。

「けど……、あの、こういう状況では……、アリシア様と、その、ディネロ様の幸せのためには、お二人が結婚するしかないと思うんです」

　再び居住まいを正し、コゼットが真剣に提案してくる。よほどディネロに恩義を感じているのか、常らしからぬ気き迫はくに押され、アリシアも真剣に考え込んでしまった。














「……私の、幸せ……」

「ええ。だってアリシア様はまだお若いですし、地方伯フェイトリンのご令れい嬢じようですわ。いつまでもおひとり、という訳にもいかないでしょうし、ディネロ様も領主になられたのだし、それに……とても、アリシア様のことをお好きでいらっしゃるようですし……」

「……ディネロ様が、私を……？」

　嫌われているとは思っていない。貧びん乏ぼう天然地方伯同士、初めて出会った時から波長は合っていたと思う。

　しかし、先ほどアレクトールにも言われたが、ディネロは本当に自分のことが好きなのだろうか。よく分からない。

「ディネロ様は、そんなに誰の眼にも分かるほど、私のことが好きなのですか？」

　思いつくまま尋ねると、コゼットが顔を真っ赤にした。

「え、えええ、そ、そうだと思いますわ!!」

　そして彼女は、ぼそぼそとこう続けた。

「す、好きだから、助けたいと……、私に、おっしゃいましたもの……」

　修道女として生きてきたコゼットは、この手の話題に免めん疫えきがないのだろう。耳まで赤く染そめ、恥ずかしそうに、どこか切なそうに発せられた言葉は真実であるように聞こえた。

　ではアリシア自身は、どうなのだろう。

　ディネロのことを好きなのだろうか。好きになれるのだろうか。

　カシュヴァーンと過ごしてきたように、ディネロと生きていけるのか。

　そこまで考えた瞬間、唇に先ほどの口づけの感かん触しよくが蘇よみがえってきた。

「きゃあっ!?　……はっ、あっ、アリシア様……!?」

　唐突にアリシアが立ち上がったので、危うく気絶しかけたコゼットはどうにか踏みとどまった。

「ど、どうなさったのですか？　ごめんなさい、私ったら差し出口を……」

　おろおろと謝り始めたコゼットの向こうをまっすぐ見つめ、アリシアは言った。

「お茶を」

「え？」

「泣いて、喉のどが渇いたので、お茶を、取ってきます」

　ディネロのようなしゃべり方をしたアリシアは、驚くコゼットを尻しり目めに扉に向かう。

　閉じ方が甘かったらしく、扉が指二本分ほど開いていることに気づいたのだ。今なら、逃げられる。

　コゼットが何か言っているが、耳を貸している場合ではない。この好機を逃のがすまいと、アリシアは自分でも驚くような速さで廊ろう下かへ出た。







「どうした。アリシア」

　外に出た瞬間、降ってきた声にぎくりと固まる。

　見上げて確認するまでもない。

「ディネロ、様……」

　廊下の薄うす闇やみにひっそりと佇たたずんでいたディネロは、声なきアリシアの問いに自主的に答えてくれた。

「コゼットだけ、行かせることは、できない。お前では、倒れた時、支えられない」

　不安そうに近づいてきたコゼットに視線をやりながらの短い言葉を、アリシアは動揺しながら補足する。

「あ、ああ、そうですね、コゼット様はすぐ倒れておしまいになりますものね……」

　ディネロが彼女を大切に扱っているのは本当のようだ。何かあった時すぐに助けられるよう、控えていたのだろう。

「で、でしたら、ディネロ様も、中に入って下さればよかったのに……」

　当然のアリシアの言葉に、ディネロは少し眼を伏ふせた。

「……会いたかったが、お前は、疲れているだろうし、会いたくないかと、思った」

　はっとするアリシアのつま先が、突然宙ちゆうに浮き上がった。

「……ぁっ、きゃあああっ!?」

「きゃあああディネロ様!?」

　コゼットまで仰ぎよう天てんしているが、ディネロはさっさと持ち上げたアリシアを抱え直した。

「不要な、気遣い、だったな」

　いつかのようにアリシアを片腕で抱いたその口元には、薄い笑みが浮かんでいる。

「元気、そうだ。とても」

　コゼットとの会話を聞かれていたのだ。そう悟ったアリシアは、必死になって身をよじった。

「下ろして、下ろして下さい！　わ、私、まだあなたの妻になるとは……!!」

　このままどこに連れて行かれるのか、何をされるのか。早はや合が点てんして暴れるアリシアをしっかり抱えたまま、ディネロが歩き出す。

「夕食、前に、見回りに、行く。付き合え」

　勘違いを訂てい正せいしたディネロは、眼だけ振り返ってコゼットに声をかけた。

「コゼット、邪魔を、した」

「い、いいえ！　私が無理を言いましたので……」

　ぺこぺこするコゼットを残し、ディネロはアリシアを抱えて歩を進める。時計公爵との呼び名の由来である、定刻の見回りに行くつもりらしい。

　空腹は相変わらず遠いが、いつの間にか夕方になっていたことにアリシアも窓の外を見て気づいた。少しだけ安心はしたが、今のディネロが側にいて、しかも自分を抱えているという状況はちっとも安心できない。

「ディネロ様、歩けますから、下ろして……」

「だめだ。逃げる、だろう」

　ぴしゃりとそう断られれば、正しく逃げようとしていた身では何も言えない。黙だまり込んだアリシアを抱いて、ディネロはそのまま階下に下りた。







　一階の広間を歩いていく道すがら、多くの人間がディネロとアリシアに挨あい拶さつをした。

　ライセン家は評判が悪くて使用人が少なかったが、アズベルグ家は貧乏なので使用人が少なかった。現在は領主家となったことで財政が回復したらしく、見知らぬ顔があちこちを歩き回っている。

　奇妙なのは、その中に一定の割合でラグラドール人が交まじっていることである。室内でも堂々と帯たい剣けんした彼らは明らかに傭兵の出いで立たちで、ディネロもそれを咎めない。

　さらに奇妙なのは、使用人と言うにはやけに着飾った、可愛らしい少年たちが眼につくのだ。いずれも十代、せいぜい二十代で、仕事をするでもなくきゃっきゃとふざけ合っている。

「ずいぶんラグラドールの方が多いのですね」

　ゼオルディスは一部のラグラドール人と手を組んでおり、先日突然やって来た時も彼らを連れていた。〈翼の祈り〉の再襲撃に備え、傭兵たちをアズベルグに残したのだろうか。

「それに、ずいぶん少年が多いような。あら、もしかして、ディネロ様も少年趣味……？」

　アリシアの疑問にディネロが答えかけたところで、アレクトールと何やら相談しているトレイスが通りかかった。帳ちよう簿ぼ片手に熱心に話し込んでいたが、二人の姿に度ど肝ぎもを抜かれたように立ち止まる。

「アリシア様!?　アズベルグ公爵、何を……!!」

　血相を変えたトレイスがディネロに駆かけ寄ろうとするが、すんでのところでアレクトールに腕を摑まれる。

「は、放せアレク！　アリシア様が……!!」

「なんですか、ただの仲なか睦むつまじいご夫婦の姿ではないですか!!　執事は一礼して行ってらっしゃいませ、ですよ!!」

「ご夫婦などではない！　アリシア様はカシュヴァーン様の妻であり、私もカシュヴァーン様の執事だ!!」

　連呼される名前が、遠ざけていた思い出と痛みを呼び起こす。アリシアはきゅっと唇を嚙みしめた。

　ディネロも腕の中の少女の変化を感じ取ったらしく、ぎゃあぎゃあ言い争っている執事と執事見習いに自ら近づいていく。

「アズベルグが、どうなって、いるか、見せる、だけだ。夕食前に、戻る」

　有無を言わせぬ態度で言いきられ、一瞬飲まれたトレイスに向けてこう宣言した。

「アリシアは、まだだ。だが、お前は、もう、俺の、執事だ」

「……わ、私はそのようなこと、認めておりません……!!」

　ディネロの威い圧あつに怯ひるみながらも、トレイスは気き丈じように言い返す。

「確かに、カシュヴァーン様がいらっしゃらない今、統とう治ちに手をお貸しするとは約束いたしました。ですがそれは、あくまで一時のこと。カシュヴァーン様は絶対にお戻りになります!!　あの夫馬鹿が、最愛の奥様を奪うばわれて黙っているはずがない!!」

　最後の言葉を、トレイスはアリシアのほうを向いて叫んだ。興奮のあまり若じやつ干かん本音が漏もれてしまっているが、変わらない忠義にじわりと胸が熱くなる。

「ライセンは、戻らない」

　アリシアが何か言う前に、ディネロが簡かん潔けつに否定した。しかしトレイスも一歩も引かない。

「いいえ！　カシュヴァーン様は、絶対に」

「あの怪我で、追放されれば、死ぬ」

　冷れい酷こくな断定に、全身の血が凍こおる。

　その可能性が一番高いことは分かっていた。分かっていたから、口に出さないようにしていたのに。

「いいえ！　カシュヴァーン様は、絶対に絶対に絶対にお戻りになりますッ!!」

　アリシアを、そして自身を鼓こ舞ぶするようにトレイスが叫び返した。殉じゆん教きよう者しやめいた忠心を、しかしディネロは無む慈じ悲ひに突き放す。

「戻っても、同じだ。追放された者が、許可なく、戻れば、死刑だ」

「……っ……!!」

　反論を完かん璧ぺきに潰つぶしたディネロは、容よう赦しやなくとどめを浴あびせた。

「偽いつわりの、結婚を、暴いたのは、お前だろう」

　ひくっ、とまぶたを震わせたトレイスが、言葉を失い硬こう直ちよくする。その眼が一瞬アリシアを見て、そのまま床ゆかへと落ちた。

「……トレイス、あの」

　力づけようと口を開いたアリシアも、言うべき台詞を見失って黙り込む。

　そもそもが難なん癖くせなのだから、トレイスだけが責せめられる理由はない。口止めされていた訳でもなし、簡素な婚こん儀ぎの実状を知る誰が話してもおかしくなかった。

　だがカシュヴァーンの幼おさな馴な染じみであり、執事であり、人一倍責任感の強いトレイスが自分を責めていないはずがない。

「行ってくる」

　他の使用人やラグラドール人や美少年たちも注視しているなか、ディネロはそう言い置いて立ち去ろうとした。

　しかし遠ざかるその背を、顔を上げたトレイスが睨にらみつける。

「……だからこそ、私は……!!」

　油断していたアレクトールの腕を振り払い、トレイスが駆け出した。気づいて振り返るディネロの眼に剣けん吞のんな光がある。

「だめよトレイス!!」

　思い詰めるところのあるトレイスと、今のディネロがぶつかったら悲劇しか生まれない。アリシアが制止の声を上げたが、トレイスは足を止めない。

「あっシャンテ様、お帰りなさいませ!!」

　しかし、シャンテの帰還に気づいた少年の声で止まった。

「今戻ったよ。待たせたね、あたしの可愛い子猫ちゃんたち」

　猫撫なで声を出すシャンテに、着飾った少年たちがわっと群むらがる。三十過ぎた男を「じじい」と切り捨てる彼女だが、それ以下の年齢は愛あい玩がん対たい象しようらしい。

「あら、シャンテ様が少年趣味でいらっしゃるのね」

　初めて正しくその言葉を使ったアリシアの視界から、トレイスが消えた。

「うわあっ、わ、私はいないぞ、アレク!!」

　どれだけの恐怖を味わわされてきたのか、トレイスはさっき振り払ったはずのアレクトールの後ろに逃げ込んでしまった。だがすでに、シャンテの瞳は獲え物ものを捕とらえている。

「行くぞ」

　何か叫んでいるトレイスを捨て置き、ディネロはシャンテと入れ違う形で外に出た。

「トレイス、だ、大丈夫よ、男性はそこまで痛くないらしいから……!!」

　ディネロの腕に抱かれたまま、せめてとアリシアは言ってみたが、答えはなかった。







　立ち並ぶ山と谷の隙すき間まを森が埋うめ、残ったわずかな平野に村と農地が並ぶ。典型的なアズベルグの風景を遠く眺めながら、アリシアはディネロに抱き上げられたまま進んでいった。

「……きれい」

　思わず、声が出る。

　夕焼け空の西端は紺こん色いろを帯び始めているが、角ラン灯タンが必要なほどではない。茜あかね色いろの光に染められた景色は、いつもよりずいぶん視線が高いこともあって一いつ幅ぷくの絵のように美しかった。

　近くに寄ってみれば大だい規き模ぼな火災の跡あとや、破は壊かいされた建物などもあるだろう。幸か不幸かアリシアの視力が覚おぼ束つかないことに加え、同じ色の光に染められたことで個々の変化が分かりにくくなっているのだ。

〈翼の祈り〉の襲撃からある程度時間が経たっていること。……それに、彼らが撤てつ退たいした直後からのカシュヴァーンの尽じん力りよくも寄き与よしているのだろう。

　徐々に重くなった心を抱え、頭こうべを垂たれるアリシアを抱いたまま、ディネロは黙もく々もくと定められた順路を辿たどる。

「あ、時計公爵様！　ご機き嫌げんようございます!!」

　やがて、干し草の束たばを荷車に積む作業をしている農民たちに出会った。たちまち他の農民たちがわらわらと寄ってきて、アリシアを抱えたディネロを取り囲む。

「公爵様、もしかして、その方は……？」

「やっぱり、アリシア様！　じゃ、じゃあもしかして、いよいよアズベルグ家に……!?」

「すげえや、地方伯の領主に地方伯の奥方様！　古き良き伝統のとおりですね!!」

　ディネロが領主となったことはもちろん、この様子だとアリシアがアズベルグ家に嫁ぐという話も広まっているようだ。時計公爵の巡回路にいる、ということはディネロの領民だろうから、彼がアズベルグ全体の領主となったことを無邪気に喜ぶのも無理はない。

　気持ちは分かるが、アリシアがその喜びに今すぐ同調することはできそうになかった。まして、ディネロの妻などとは。

「……私……、もが」

　まだそうと決まった訳ではない、と言いかけたアリシアの口を、ディネロが素す早ばやくふさいだ。

「いずれ、発表する。他に、あるか」

　肯こう定ていとも取れるような言葉にひとまずの満足を得たらしく、農民たちはおとなしく話題を変えた。

「あの……、ディネロ様。ラグラドールの連中が、また酒をよこせと言ってきたんですが」

　中年農夫が険けわしい顔で進言すると、ディネロは静かにうなずいた。

「シャンテに、伝える。他には」

「村の娘たちを、下品にはやすのをやめさせてもらえませんかね。女たちが怖がって、仕事が進みやしない」

　忌いま々いましげにつぶやいたのは、別の農夫だ。周囲の者たちも不ふ愉ゆ快かいな記憶を共有しているらしく、「側に来いとか、酌しやくをしろとかなあ」「追いかけられたって話も」などなど、口々に愚ぐ痴ちりだす。

　どうやらラグラドール人がいるのは、アズベルグ家だけではないようだとアリシアも悟った。しかも、あまり素そ行こうがよくないらしい。

　もっともアリシアの一番よく知っているラグラドール人といえば、ノーラを「おっぱいメイド」呼ばわりして会うたびちょっかいをかけていたバルロイぐらいであるが。しかし同時に決まった相手がいる女には手を出さないなど、わきまえている様子もあった。

　というより、わきまえた男でなければそもそもカシュヴァーンは交流など……

　目尻が濡ぬれた気がしたので、アリシアは考えを中断した。

「分かった。やめさせるよう、言う」

　ひとりひとりの顔を見ながら、ディネロがうなずく。ほとんどの者はそれで納なつ得とくしたようだが、ひとりの若者がこう食い下がった。

「……あいつら、追い出す訳にはいかないんですか」

　今度はディネロは、すぐには答えなかった。何か考えているらしき端たん正せいな面おもてから眼を背そむけ、若者は思いきったように不満を吐き出した。

「せっかく、ディネロ様が領主になって下さったのに……〈汚お泥でいの民〉どもがあんな風にのさばるんじゃ、意味が……」

「おい！」

「お前、公爵様になんてことを!!」

　周囲が血相を変えて若者に詰め寄ったが、当のディネロは黙って頭を下げた。

「──すまない」

「い、いえ、とんでもない！　俺たちは、ずっと昔からあなた様とアズベルグ家に守られていますから!!」

　批ひ判はんした若者は身を縮こまらせ、周りの農民たちも平へい伏ふくせんばかりだ。一方頭を上げたディネロは、特に表情を変えないまま冷静に指摘する。

「怒りは、分かる。だが、あの言葉は、使うな。聞かれると、まずい」

「申し訳ありません……」

　ラグラドール人への醜しゆう悪あくな差別用語である〈汚泥の民〉。この言葉をひとたび耳に入れたが最後、自らを〈太陽の民〉と自じ負ふするラグラドール人たちは絶対に相手を許さないだろう。

「話は、今夜、必ず、する。また何か、あれば、次回、聞く」

　短くも誠実な約束をして、ディネロはアリシアを抱え直してからその場を去った。







　時計公爵の巡じゆん回かいを待つ農民たちにはその後も何度か会った。その都つ度どディネロは全員の話を聞き、陳ちん情じようにも感謝にもいつもの無表情で応じた。

　アリシアを見て早合点した者による祝福には、正式発表はいずれ、と濁にごして終わった。もう妻にした、などと言われるよりはましだが、そのたびにアリシアは居い心地ごこちの悪さを味わった。

　そうこうしているうちに陽は完全に暮れ始めた。アズベルグ家へと続く、林の狭はざ間まを流れる人ひと気けのない小道に入ってしばらく歩いた後、ディネロはじっと抱かれたままのアリシアに説明を始めた。

「シャンテたちは、国王陛下の命めいで、俺と、アズベルグを、共同支配、している」

「……えっ……？　ディネロ様が、単独で領主ではないんですか？」

　意外な情報に驚くアリシアに、ディネロは詳細を話してくれた。

「領主は、俺だ。だが、権限の一部は、彼女と、他の二人の、ラグラドール人が、持つ」

　シャンテの他にも別に、おそらくは有力な傭兵団長が二人も来ているらしい。そしてそれぞれが、相応の武力を持つとしたら……

「それは……、いいの、ですか？」

　それほど政治に詳くわしい訳ではないアリシアだが、他国の武力集団が三部隊も駐ちゆう屯とんしているのは異常と分かる。ただでさえ〈翼の祈り〉相手に疲ひ弊へいしているアズベルグが、内部から乗っ取られる可能性すらある。

「〈翼の祈り〉が、攻めてくる、可能性が、ある、からな。だが、軋あつ轢れきは、生まれて、いる」

　ディネロも当然、アリシアが考える程度の危き惧ぐは持っているのだろう。めったに動かないその横顔に、薄い苦悩と疲労が透すけて見えた。

　思い返せばディネロだって、アリシアと同じだけ馬車に揺られてフェイトリンから戻ってきたのである。体力は違うにせよ、軟禁されていたアリシアとは違い、ずっと働いていたのだ。愛するこの地を守るために。

　カシュヴァーンと、同じように。

「好きだ」

　複雑な気持ちをこめてディネロを見ていたアリシアは、突然こちらを向いての唐突な告白に面食らった。二人を照らす光は夕日から三日月の放はなつそれへと変化しており、ディネロの美び貌ぼうを銀色に縁ふち取どっている。

「えっ……、え、ぇ……？」

「言わないと、分からんの、だろう」

　やっぱりコゼットとの会話を聞いていたのだ。どう反応していいのか分からず、視線をうろうろさせたアリシアだが、いきなりすっと体が下がってびっくりする。

「なっ……、そん、いつから……、え？」

　いい加減疲れたディネロが下ろしてくれるのかと思ったが、違った。アリシアを横抱きにして、顔を近づけようとしている。

　まだ触ふれられてもいないのに、唇にさっきの感触が蘇ってきた。

　びくっと肩かたを震わせて、ディネロを押し退のけようと上げた手が半はん端ぱな位置で止まる。

　今ここで彼を振り払って逃げたとして、次はどうするのだ。戦闘能力も路銀もまともな視力さえないのに、ひとりでカシュヴァーンを探しに行くのか？

　──見つかるのは、片眼を失った亡なき骸がらだけかもしれないのに。

　どうしようもないことには逆らわないのではなかったのか。

　ならば、受け入れるべきではないのか。ディネロと結ばれる、この運命を。

「……？」

　逡しゆん巡じゆんするアリシアの顔に落ちた影が動く。

　口づけをしないまま、ディネロはあっさり傾かたむけた首を元に戻した。

「無理には、もう、しない」

　そう言われても、すぐに安心はできなかった。実際一度無理に口づけをされているのだし、権力と腕わん力りよくを兼かね備えたディネロがその気になれば、アリシアには抵抗する術すべがない。

　ラグラドール人の無体を止めると、先ほどディネロは農民たちに約束していた。その彼が自分を力ずくで捕らえているのだから、皮肉としか言いようがない。

「……怯えている、のか」

　泣きそうになっているアリシアを、憂うれいを秘めた灰色の瞳が切なげに見下ろしている。月光が、整った顔に悲痛な美を添そえていた。

「俺が、嫌いか」

「……そう、では……」

　嫌いじゃない。好きかと聞かれれば好き、と答えるだろう。去年の豊作祈き願がんの祭りの時のように。

　でも、「特別」な好きとは違う。今でもアリシアがその言葉を使えるのはひとりだけ。

　だが薄い胸の奥に住み着いた愛いとしい「怪物」は、すでにこの世のどこにもいないかもしれないのだ。

　とてもディネロの顔を見られず、下を向いたアリシアにディネロはさらに尋ねてくる。

「触れられるのも、嫌なほど、俺が、嫌いなら、下ろす」

「……そういう訳、では」

　苦労して声を絞しぼり出しながら、ディネロ様はずるい、と心で叫んだ。

　ここまで条件を揃えたのだ。いっそ最後まで、自分勝手に奪われれば、諦あきらめもつくのに。

「待つ」

　捨すて鉢ばちな思いに囚とらわれたアリシアに、ずるい言葉は続く。

「待つから、妻に、なってくれ。俺と一緒に、アズベルグと、フェイトリンを、守ってくれ」

　それはつまり、アリシアが首を縦に振るまでひたすら待つ、ということだろうか。

「……選せん択たく肢しが、ないような気が……えっ、フェイトリン？」

　弱々しく反論したアリシアは、聞き流しかけていた生まれ故郷の名に気づいて首を傾かしげた。そういえば昼過ぎにアズベルグ家に着いたばかりの時も、そんな風に言われたような。

「陛下は、フェイトリン五家から、領主権を、取り返す」

「ええっ!?」

　大声を上げるアリシアの記憶の中、「高貴なる義務」を説といたキリアン。

　彼を含ふくめたフェイトリン五家の不安は、残念なことに的中していたようだ。

「そして、俺に、くれる、らしい」

「そんな……、どうして」

　王政復古、地方伯至上主義を唱となえて王になったゼオルディスだ。新興貴族の取り潰しは想定内だが、取り上げた権限を他家に譲るとはどういうことだろう。

「お前が、俺の、妻に、なる、からだ」

　アリシアの疑問に、ディネロがあっさり答えてくれた。

「……あ、あ。そういうことですのね……」

　今までの流れで考えれば、答えは明白だった。なぜそれが分からなかったのかと、呆ほうけてしまったアリシアに、ディネロはかすかに皮肉な笑みを向ける。

「よほど、俺との、結婚が、嫌な、ようだな」

「い、いえ……」

　嫌なのではなくて、想像できないだけだ。でもそんな違いなど、ディネロにとっては大した差ではないだろう。

「……あっ」

　眉まゆ根ねを寄せて黙り込んだアリシアの左手を、ディネロが摑んだ。瞬間身を硬かたくしたアリシアだが、彼は愛おしむように家事と農作業に荒れた手と、薬指にはまった愛の証あかしを見つめている。

「俺の、家の、指輪だ」

　古びた金の台座の上に大粒のダイヤモンドを抱いたそれは、確かにアズベルグ家に代々伝わる指輪。母から娘へ、娘から孫へと連れん綿めんと受け継つがれてきた、領主家の妻の証。

　しかしこれは昨年の暮れ、カシュヴァーンの誕生日に、ディネロがアリシアへ渡すようにと贈おくったものだ。














「まさか……、これを下さった時から、こうなると……？」

　なんと遠大な計画、さすがすぎると愕がく然ぜんとするアリシアに、ディネロはかすかに首を振った。

「あの時は、違った」

　ではいつから、と聞くのは野や暮ぼだろう。先日の〈翼の祈り〉の襲撃が、アズベルグの民と……アリシアの幸福を願っていたディネロの気持ちを、深く傷つけたのだ。

　そしてたぶん今は、煮え切らないアリシアの態度が彼を傷つけている。

「……私」

　言いかけて、すぐに唇を閉ざす。だめだ。ディネロが求めるような言葉は、どうしても喉元で止まってしまう。

　と、アリシアの手を握っていた指が離れた。

「返事は、また明日、聞く」

　淡々とつぶやいたディネロは、小柄な体を抱え直して歩を進めていく。

「ま……、待たれ、ましても……」

「俺は、待つ。待てる」

　か細いアリシアの言葉をさえぎり、己おのれに言い聞かせるようなその声に、深くにじむ想い。

「──ずっと、待っていた。ずっと、好きだった」

　苦しそうですらある声こわ音ねに、ぎゅっと胸の奥が痛くなる。

　無表情で、口数が少なくて、いつも態度の変わらない人。そんな風にディネロを評していた自分の無神経さが呪のろわしい。

　喜怒哀楽の発はつ露ろが乏とぼしく、容姿が整っているだけに一種不気味ですらあるディネロは、あんなに使用人たちや領民たちに愛されているではないか。

　それはかすかな笑みや短い言葉の端々に、誠実な愛を感じ取るからだ。愛しているから、愛されるのだ。

　そんな人が、両親が願ったとおりの「理想の旦だん那な様さま」として、自分をずっと好きだったと言ってくれている。エルティーナやシイル好みの恋愛小説なら、ここが最高の山場。後は怒ど濤とうのハッピーエンドに雪な崩だれ込むだけだろう。

　だがアリシアの胸の奥では、別の男が悲しいほどに愛おしそうな眼をしてこう言っている。

　──愛している、俺だけのお姫様。

　自分がひどく嫌な人間に思えて、アリシアはひたすら顔を伏せていた。







　こうしてアズベルグ家に強制逗とう留りゆうさせられることになったアリシアは、その後幾いく度どとなく衝しよう動どうに駆られ、あるいは計画を立てて逃とう亡ぼうを試こころみた。

　しかしそのたびにディネロやアレクトールなどに見つかってしまい、呆気なく連れ戻されてしまう。失敗するたび監かん視しの眼はきつくなり、ついには一日の大半をディネロと一緒に過ごすことを強制されるようになった。

　時にはトレイスが逃亡計画に荷か担たんすることもあったが、彼にはシャンテという別の監視がついている。彼女本来の好みよりは少々年上のトレイスだが、性的に奔ほん放ぽうな者が多いラグラドール人のシャンテから見ると、並の乙女より潔けつ癖ぺきな彼はとても新しん鮮せんに見えているようだ。

　そしていつしかアリシアは、逃亡を試みること自体をやめてしまった。








　第五章　運命よりも大事な人







　アズベルグ家の朝は、主あるじと客人が一堂に会しての食前の祈いのりから始まる。

「健すこやかな目覚めと、一日の始まりの糧かてを与え給たもうた、神と聖女アーシェルに絶たえざる感謝を」

「健やかな目覚めと、一日の始まりの糧を与え給うた、神と聖女アーシェルに絶えざる感謝を」

　敬けい虔けんな信しん仰こうで知られる当主ディネロのつぶやきを追うように、会食の間の同じ卓たくについているアリシア、コゼット、そしてばたばたと給きゆう仕じをしているアレクトールが同じ言葉を復唱する。

「……絶えざる、感謝を」

　アレクトールに給仕を教えているトレイスはいつも迷う様子を見せるのだが、結局本日も遅れてぼそぼそと祈りを捧ささげた。

　聖職者を目指したこともあるぐらいのトレイスだから、朝の祈り自体に不満がある訳ではないが、不信心を公言していた元領主のことを思うと、遠えん慮りよが出てしまうのだろう。

　アリシアはアズベルグに「帰って」三日目の朝から食前の祈りに参加を始め、十日を過ぎた現在は意識することもなく声を揃そろえられる。食欲もほぼ復活していた。

「……やれやれ、もう手ェつけていいかい？　まったく、毎朝毎朝、飽あきないねェ」

　恒こう例れいの風景をひとり退たい屈くつそうに見守っていたシャンテは、そうぼやくなりさっさとパンを手に取った。ラグラドール人の中に〈翼つばさの祈り〉に傾けい倒とうしている者が数多くいることは最近分かったが、シャンテは違うらしい。

「大地の女神様には、食前の祈りをされませんの？」

　アレクトールが不器用に取り分けてくれた春キャベツ包みの豚ぶた肉にくを飲み込みつつ、アリシアは以前から気になっていたことを聞いてみる。〈翼の祈り〉の食前の祈りに同調できないのは分かるが、ラグラドール人は彼らが奉ほうずる大地の女神に祈ったりしないのだろうか。

「あァん？　ああ、する奴やつはするねェ。でもあたしは、あたし以外の女に頭下げる気にはなれないし」

　ラグラドール人の伝統よりも、シャンテは己おのれの美学を大事にしているようだ。

「シャンテ様こそ、僕たちの大地の女神です!!」

　脇わきに控ひかえた美少年美青年軍団が、彼らの祈りの言葉を口にする。

　満足そうに妖よう艶えんな笑みを浮かべるシャンテは、確かにラグラドール人の男心をくすぐりそうな美女ではあった。ただ、トレイスはそっと逃とう走そう経路を探し始めている。

　そうしているうちにアレクトールが、様々な詰つめ物が入った大皿をひっくり返した。派手な音にコゼットが即座に気を失い、ディネロが慣れたしぐさで彼女を抱き留める。

「うわっ、申し訳ありません!!　みなさん落ち着いて下さい、ここは栄はえあるアズベルグ家の執しつ事じ見習い、アレクトール・ケルヴァンにお任まかせあれ!!」

　部屋中に飛び散った詰め物を拾おうとして、アレクトールが他の皿までひっくり返す。飛んできた皿と料理を叩たたき落としながら、怒ったシャンテと彼女の取り巻きがアレクトールに詰め寄る。仲ちゆう裁さいに入ったトレイスがシャンテに捕つかまる。

　すっかり定番になった朝の光景を、アリシアは奇き跡せき的てきに自分の皿に落ちてきた詰め物を切り分けながらにこにこと見守っていた。

　ライセン家の食卓とは少々様相が異ことなるが、アズベルグ家の食事の席もにぎやかだ。騒さわがしくて、不思議なぬくもりに満ちていて、傷口に触ふれない。

「みなさま、申し訳ありません。アレクも悪い奴ではないのですが、何分熱意が空から回まわりしがちでして……」

　どうにかシャンテから逃のがれ、片づけと称してアレクトールを台所に追い払ったトレイスがぺこぺこと頭を下げる。その様はすっかりアレクトールの上司であり、アズベルグ家の執事だ。

　そしてアリシアも、ささいな違い和わ感かんをさらりと流して取りなす。まるで何年も何年も、この場所で暮らしてきたかのように。

「気にしないで、トレイス。自分で料理をしなくてもみんなでおいしい物が食べられる、それだけで十分ありがたいことだわ」

「……アリシア様は、もう少しいろいろと気になさったほうがよろしいのでは……その詰め物は、さっき床ゆかに落ちませんでしたか……？」

　衛えい生せい面めんを気に病やむトレイスだったが、朝食ではそれ以上の事件は起きなかった。全員つつがなく食事を終え、唯ゆい一いつの例外をディネロが揺ゆり起こす。

「コゼット、起きろ」

「……はっ！　きゃッ、あぁっ、申し訳ありませんディネロ様……!!」

　ディネロの膝ひざに倒れかかったままだったことに気づいたコゼットは、目覚めた瞬しゆん間かんに気を失いかけている。そんな彼女を注意深く席に戻してやってから、ディネロはトレイスに命じた。

「トレイス、コゼットに、食事を」

「はい、かしこまりました」

　今起こしてもまたすぐ気絶するだろう、との判断から、コゼットを起こさずにいたらしい。頰ほおを赤らめたまま頭を下げる彼女にひとつうなずいて、ディネロは立ち上がった。

「アリシア、見回りに、行く」

「……あ、は、はい」

　ちょっとぼんやりしていたアリシアは、呼ばれて慌あわてて席を立った。間かん髪はつを容いれず、近づいてきたディネロが彼女を抱き上げる。

「アズベルグ公こう爵しやく、私もお伴ともします！」

　はっとした顔になったトレイスが同行を申し出るが、ディネロはすげなく同じ命令を繰くり返した。

「コゼットに、食事を」

「い、いいえ、私も……！　アレク、いいかげん戻れ!!　さては台所でも何かやらかしたのか!?」

　自分の代理を言いつけようとアレクトールを呼ぶトレイスに、シャンテがにやりと笑いかけた。

「そこの小こ娘むすめの世話は、あのはりきり見習いがやるのかい？　じゃあお前さんの手は空あいたねェ、子こ猫ねこちゃん」

　絹きぬを裂さくようなトレイスの悲鳴を背に、アリシアはディネロに抱き上げられて屋や敷しきの外に出た。







　早朝の透とう明めいな空気が、夏のアズベルグの景色を引き立てている。フェイトリンと比べると花も緑も少ないが、普段の白黒の風景を知っているだけにまぶしく感じられた。

　風は少し冷たいけれど、三日ぶりの外の空気がおいしい。ずっと二階のあの部屋にいたので、体中に薔ば薇らの匂においが染しみついてしまった気がする。

「……私まで……」

「どうした」

　耳ざとく聞き返してきたディネロに、アリシアは緩かん慢まんに首を振る。

「……いえ、なんでもないです」

　私まで、薔薇が嫌きらいになりそうだと。そんなこと、今でも毎日薔薇の手入れをしているディネロに言えない。

「今日は、このあたりの見回りをなさるんですね」

　ごまかすために、分かりきったことを尋たずねてみる。ディネロはどうという様子も見せずにうなずいた。

　以前までのディネロは、すっかり狭せまくなった自領の中をぴったり同じ時刻に見回っていた。それが時計公爵のあだ名の由来であるが、領主代行を務つとめることが多くなってからは、別の人間に任せることも増えていたらしい。

　領主となった最近は広いアズベルグ中を飛び回らねばならず、家を空けがちだ。とはいえアズベルグ北部については例のラグラドール人たちが取り仕切っているため、数日に一度はきちんと家に戻ってくる。

　その時はアリシアを見張り、そして、意思確認をするために見回りに同行させる。

「アリシア」

　今日もまた、朝あさ露つゆにぬかるんだ小道を歩く道すがら、ディネロに名前を呼ばれた。かすかな緊きん張ちようをはらんだその呼び方に、肩かたに力が入るのを感じる。

「返事は」

　予想どおりの問いかけに、アリシアは斜ななめに眼を伏ふせた。

　言葉が途切れ、ディネロも足を止める。すべてが静止した時間の中、何度も繰り返した自問自答がまた始まる。

　カシュヴァーンはとっくの昔に死んでしまっているのかもしれない。

　生きているかもしれない。

　生きていても、戻ってきたら死刑だ。彼だけでなく、今度こそアズベルグは焼き払われるかもしれない。そんなことはカシュヴァーンだって分かっているはず。

　だがこのまま、ディネロとラグラドール人の二重支配を受け続けるのがアズベルグの民の幸福なのか。〈翼の祈り〉の再攻撃がいつ始まるか分からない上に、ゼオルディスの今後の国策によっては、ラグラドールやクルセージュとの戦争の最前線になってしまうのではないか。

　何より──ここには、アリシアがいる。自惚うぬぼれでなく、たとえ誰に許しを得ていなくても、自分たちは今も愛し愛されているのだと思う。

　でも、カシュヴァーンはすでに水みな底そこの国に沈しずんでいるのかもしれない。

　ならば彼に代わって領主になったディネロと結婚するのが、アリシアが従うべき運命ではないのか。他にできることもない身には、取れる手段もないのだから。

　ディネロのことは嫌いではないのだ。好きなのだ。少なくとも「特別」に「嫌い」なゼオルディスなどよりは、よほど。

　なら、好きと言えばいいではないか。

　けれど「特別」な「好き」を自分はもう知ってしまった。ディネロへの気持ちは明らかにカシュヴァーンへのそれとは違うのに、安あん易いに……

「……まだ」

　考えすぎてくらくらし始めたアリシアは、額ひたいを押さえてため息のようにつぶやいた。

「……そうか」

　ゆっくりとうなずいたディネロの表情に変化は見られない。しかし、いつもならまたすぐに歩き出すはずが、今朝は様子が違った。

「だいぶ、家には、馴な染じんだ、ようだが」

　嫌いや味みのつもりではないのだろうが、淡たん々たんとした指し摘てきに身が縮む思いがする。

　順じゆん応のう性の高さはアリシアの長所である。それに、常に見張られている状態ではあっても、アズベルグ家での暮らしは楽しい。少なくとも十日ほど前まで暮らしていた、フェイトリンでの暮らしよりはよほど。

　家事をする必要がなく楽なのはもちろんだが、いつも人の気配があるのがいい。ディネロといると気詰まりなことも多いが、アレクトールとトレイスのやり取りは側そばで聞いている分には面おも白しろい。メイド服姿のコゼットとお茶を飲んでいると、ノーラとはまた別の安らぎを得られる。

「あらいけない、浮気をするとノーラに怒られてしまうわね……大丈夫、ノーラのほうが胸が大きいし、好きよ……」

　ひとりごとにディネロが珍めずらしく驚いた顔をしているが、アリシアは気づかず物思いにふけった。

　シャンテはアリシアに対して基本的に無関心だが、話しかければ答えは返してくれる。一度「ディネロ様やアレクも三十歳以下だと思うんですが、お好みではないんですか？」と尋ねたところ、「でかすぎるのと馬ば鹿かすぎるのは御ご免めんだねェ」と笑っていた。

　つくづくと「贅ぜい沢たく」になってしまった自分を自覚する。

　雨風をしのげる屋敷と衣服があって、餓が死ししない程度の食べ物さえあれば、どこででも生きていけるはずだったのに。

「何が、欲しい？」

　ややあって、突然の質問にアリシアは眼をぱちぱちさせた。

「え？」

「何か、足りないから、決意、できないの、だろう。何が、欲しい？」

「……欲しい物なんて……」

　真っ先に心に浮かんだ黒ずくめの男の姿を、慌てて封ふう印いんする。

　カシュヴァーン様の生死を確認したい。今までも何度か、そう頼もうかと思ったことはあったけれど……仮にカシュヴァーンが生きていたとして、アリシアはどうするのか。

　現在の状況で探しに行くことは不可能。そして──そこまでするとは思いたくないが──ディネロが探し当てた彼を、害することも考えられる。

　第一、今アリシアとディネロの間に横たわる問題に、究極的な意味でカシュヴァーンの生死は関係ない。ディネロと添そい遂とげられるかどうか、論点はそこである。

「……あの、リドレックの、お見舞いに、行きたい……です」

　迷った末、これも勇気のいる願いを、アリシアはおそるおそる口に出した。

　行動を制限された身ではよく分からないが、リドレックは一階の端はしにある静かな部屋に移されて看かん病びようされているらしい。しかし、そのうち見舞いに、という話だったのに、一向に案内してもらえないのだ。

　アレクトールにも聞いてみたのだが、彼にしては歯切れの悪い口調で曖あい昧まいにされてしまった。トレイスは近づかせてもらえないらしく、アリシア同様詳くわしい情報を持っていない。

「……そうか」

　リドレックの名前が出た途と端たん、ディネロはひとつうなずいて黙だまった。灰色の瞳ひとみが、静かにこちらを見つめる。

「分かった」

　しばらく息苦しい沈ちん黙もくを続けた後、ディネロは再び歩き出した。

「妻になるなら、行こう」

　そのひと言にアリシアは、我知らず止めていた息を大きく吐き出した。

　結局今日もまた、なんの進展もないまま時間が過ぎていきそうだった。







　恒例の見回りを終えて戻ってくると、トレイスとアレクトールが屋敷の門もん扉ぴで待っていた。

「あら？」

　何かあったのだろうか、とアリシアは不思議に思ってつぶやき、ディネロも無言のまま早足になった。

　執事と執事見習いが主あるじの帰き還かんに出で迎むかえるのはおかしなことではないが、いつもならせいぜい玄関口で待っているはずである。門番は別にいるのに、どうしたことだろう。

「お帰りなさいませ、旦だん那な様さま、奥様!!」

　アリシアたちの姿を認めるなり、アレクトールがそこらじゅうに響ひびき渡るような大声で叫さけぶ。どうやらこれがやりたくて、待ち構えていたようだ。

「おい、アレク!!　なんのつもりだ!?」

　アレクトールの大声と、その内容に驚いた様子でトレイスが彼を叱しかりつける。アレクトールの意い図とは知らず、ただ嫌いやな予感がして側にいたらしい。

「なんですか、いずれはそうなるのですから、今から慣れておいたほうが……!!」

「だから、ならないと言っているだろうが!!」

　たちまち言い合いになった二人を前に、アリシアは気まずさをこらえてうつむくしかない。

　ぬるま湯のように続いていた穏おだやかな日々は、すでに決まっている答えを出すための猶ゆう予よ期間でしかないのだ。ディネロと彼の信しん奉ぽう者しやたちが、いら立ちと焦あせりを募つのらせているのは分かっていた。

「アレク」

　ぎゃあぎゃあ騒ぐ執事と執事見習いに、表情を変えないままディネロが静かに首を振る。

「……また、ですか」

　落らく胆たんも露あらわにつぶやいたアレクトールが、責せめるようにアリシアを見つめる。強い視線を受け止めきれず、あごを引いたアリシアの体が不意に地面に下おろされた。

「え？」

　いつもならディネロは、二階のアリシア用の部屋まで抱かかえて連れて行ってくれるはずなのに。……その時に与えられる口づけのことを考え、今から憂ゆう鬱うつだったのに。

「トレイス。予定を、少し、変えたい」

　アリシアを解放したディネロは、これまた珍しい発言をした。

「え？　はい、分かりました」

　言われたトレイスはもちろん、アレクトールも眼を丸くしている。

　ディネロは一度立てた予定をきっちりと消化することを好み、特に今日のように家にいる日は、留る守すにしていた間に山さん積せきした細かな用事を黙もく々もくと片づけるはず。書類仕事の間はアリシアも部屋に呼ばれるので知っているのだ。

「……疲れた。少し、眠る」

　どの予定をどう動かすか、とも言わず、ディネロはそれだけ告げて屋敷に入っていった。

「お、お待ち下さいアズベルグ公爵、申し訳ありませんが少しだけご相談を……！」

　カシュヴァーン相手の時も予定調整に忙しかったトレイスである。だが執事の独断で調整を行うこともできず、彼は慌ててディネロを追っていった。







　ディネロとトレイスの姿が見えなくなってから、アレクトールがふう、と大きな息を吐いた。

「……アリシア様、とりあえず、お部屋へお送りします。こちらへ」

「……あ、え、ええ……」

　互いに眼を合わせないままアズベルグ家に入り、二階へ上がる。ずっと黙ってアリシアを先導していたアレクトールだが、部屋の前まで来た途端くるりと振り向いた。

「どうして、ディネロ様ではだめなんですか」

　心底分からない、と言いたげなその声にも、顔にも、まっすぐな悔くやしさがにじんでいる。

「あんなに強くて賢かしこくて優しくて……、ライセン公爵なんかより、ずっとかっこよくてずっと足も長い人に愛されて、何が不満なんですか!?」

「た、確かにディネロ様に比べれば、カシュヴァーン様の足は短いかもしれないけど……」

　ディネロと比べれば誰の足も短いだろう。身長を考えれば仕方がないが、問題はそこではない。

　だがどこなのか、と言われると、アリシアにもうまく説明できない。

「……ごめんなさい」

　他に思い浮かばなくて、ずるいと知っている言葉を使う。案あんの定じようアレクトールも責め方に詰まり、力なく肩を落とした。

「ディネロ様が、かわいそうです……」

　弱々しくつぶやいたアレクトールの瞳が潤うるんでいる。あっと思った瞬間、彼はぼろぼろと涙をこぼし始めた。

「ディネロ様はずっと、ずっと誰よりも、アズベルグのことを想い、領民のためにがんばってきたのに……！」

　子供のようにしゃくり上げながら、アレクトールは繰り返す。がんばったのに、ずっとがんばったのに。

「どうして、あの方の想いを叶かなえてあげないんですか!?　あの方を幸せにしてくれないんですか。それは、アリシア様にしかできないのに……!!」

　悲痛な訴うつたえには聞く者の心を動かす力があった。アレクトールのためにもディネロの想いに応こたえたいと、そんな傲ごう慢まんな気持ちを一瞬抱いだいてしまうほどに。

　目標を目指してひたすら邁まい進しんすれば、手に入る幸せは確かにこの世に存在する。強くなりたければ体を鍛きたえればいいし、金持ちになりたければ一いつ生しよう懸けん命めい働けばいいだろう。環かん境きようや才能による限界はあれど、成功するやり方はある程度決まっている。

　だが恋や愛は、努力で手に入るものではない。アレクトールがよくするように、ただまっすぐ走れば正解に辿たどり着ける訳ではないのだ。

　ディネロに好きだと言われ、ほぼ毎日のように触れ合った。未来の妻であるかのように大勢に紹しよう介かいされた。口づけだって何度かした。

　でも、一度も「おなかが痛い」思いをしなかった。そういうことなのだ。

「なんでなんですかアリシア様、説明して下さい……！　あまり難しい言葉だと分からないし、長いと俺は寝てしまうので、できるだけ短く簡かん潔けつにお願いします……!!」

　泣きながら図ずう々ずうしい要求をされ、アリシアは困ってしまった。

「そうね、私もあまり経験がなくて、うまく言えないんだけど……そうだわアレク、アレクにも好きな食べ物とかはあるわよね？　こう、食卓に出てきただけで胸が高鳴るような、匂いがしただけでよだれが出るような、そういう物が……あら、コゼット様？」

　恋愛には疎うとい、と以前自己申告したアレクトール相手である。食べ物に喩たとえて説明しようとしたアリシアに、暗い顔をしたコゼットが近づいてきた。

「……さっき、ディネロ様が部屋にお戻りになるのを見たので……」

　どんよりとした声で言われ、アリシアも暗い顔になってうつむいてしまう。

「アリシア様……、その、今日も……？」

「そうなんですよ！　コゼット様、あなたからも何か言って下さい!!」

　アリシアよりも早く、アレクトールが新たな涙を流しながら叫んだ。

「アリシア様、やっぱりあなたは『死神姫』だ、血も涙もないんだ！　うう、こんな方をあんなに想って、なんてお気の毒なディネロ様……!!　努力しても努力しても、報むくわれないなんて……!!」

　おいおい泣いているアレクトールをしばらく見つめてから、コゼットはアリシアに向き直った。

「アリシア様、あの、何度も同じことを言って申し訳ないのですけど……私からも……お願いします」

　この話をする時、いつも臆おく病びような少女のまなざしに、凜りんとした強さが宿る。

「ディネロ様を……好きになってあげて下さい。あの方の妻になって、あの方を支えてあげて下さい。それは、あなたにしかできないことだと……思うんです」

　きちんとアリシアを見つめて語るコゼットは、修道女に相応ふさわしい高こう潔けつな美を感じさせた。どこか元聖女アーシェルであるクロエを思い出させる姿に、アリシアの心は逆に落ち着いていく。

　どこまでも真ま面じ目めで誠実なクロエ。王宮にいる彼女がどんな扱いを受けているかは不明だが、レオニアはクロエに会いに行ってくれただろうか。

　答えは分からない。カシュヴァーン同様、レオニアが生きているかどうかは怪あやしい。トレイス以外の使用人は自分の家に戻るか、あるいは知り合いの家に身を寄せているようだが、客人でありアズベルグに知り合いのいないレオニアの行方は全く不明である。

　けれど分からないということは、生きているかもしれないのだ。王宮の情報もろくに入ってきていないのだから、今頃クロエを連れて逃げ出したかもしれないのだ。

　分からないものは分からない、が答えだ。レオニアのことも、カシュヴァーンのことも、ディネロのことも。

「ごめんなさい、コゼット様。まだ……、私には、答えを出せません」

　急せかされても頼まれても無理だと、アリシアはまずそう断った。

「でもディネロ様のことを好きな方は、私以外にもたくさんいますわ。例えばほら、アレクとか、リドレックとか」

「はいっもちろんお慕したいしております！　だってディネロ様は誰よりもかっこよくて強くて優しくて賢くて」

　ひとたびディネロの話を振れば、アレクトールはたちまち涙を拭ぬぐい捨て、元気いっぱい語り出す。立ち直りの早い彼はひとまず置いて、アリシアはコゼットに微笑ほほえみかけた。

「それに、コゼット様も、とってもディネロ様のことをお好きでいらっしゃるのね」

「わ、私がっ!?　……はうッ」

　思わぬ一いち撃げきに、コゼットはあっという間に聖女めいた輝かがやきを失って気絶した。

「ああ、あれは正しく、聖者の行いでした！　ディネロ様の懐ふところの深さに、強ごう盗とうは……っ、と、コゼット様!?」

　まだディネロの素晴らしさを語っていたアレクトールが、慌てて彼女を抱き抱える。

「まあ、コゼット様、ごめんなさい！」

「い、いえ、あまりにも驚いたので……」

　最近は気絶慣れしてきたのか、回復が早くなっていたはずのコゼットは足下がふらふらしている。アレクトールに取りすがるようにして立つ彼女の真っ赤な顔を、アリシアはきょとんとして覗のぞき込んだ。

「あら、私そんなにおかしなことを申し上げたかしら？　だってコゼット様は、ディネロ様のことが嫌いじゃないでしょう？」

「まさか、あの方を嫌いな人なんていませんわ!!」

　軽いアリシアの質問に、コゼットは勢い込んで答えた。アレクトールが思わず耳をふさぐほどの大声に、本人が遅れて慌て始める。

「だ、だって、とっても優しくて、かっこよくて、あっいえ、お顔で人を判断するなんて失礼ですよね！　でもでも、お顔だけじゃなくて、強くて穏やかで足が長くて……」

「じゃあ、お好きなんですわよね？」

　早口にまくしたてるコゼットにもう一度聞くと、彼女はぷしゅー、と耳から蒸気を吐きそうなほどに赤くなった。

「そ、それは、その……、しゅ、修道女としての、普ふ遍へん的てきな、人類愛的な、なんと言いますか、その」

　必死になってコゼットは、ある感情を否定しようとしている。

　たまに鋭するどいアリシアは、ここではっと気がついた。

「そうね、恋に免めん疫えきのない修道女が、美しい魔物の誘ゆう惑わくにうっかり負けてしまうお話は読んだことがあるわ……！」

「ディ、ディネロ様は魔物なんかじゃありませんわッ!!　あ、魔物……、はぁうッ」

　自分が口にした単語に怯おびえ、コゼットがまた気を失う。今度もアレクトールに支えられた彼女は、すぐに意識を取り戻した。

「わ、私の気持ちなんて、どうでもいいんです……」

　アリシアには再三決断を迫せまったくせに、コゼットは自分の気持ちを口にしようとはしない。

　しかしアリシアは、それを責めようとは思わなかった。コゼット自身から、理由は続けて語られた。

「ディネロ様が、アリシア様のことをお好きなんですから……アリシア様でなければ、だめなんですわ……」

　ディネロが誰に好かれているかが問題なのではない。

　ディネロが誰を好いているかが問題なのだ。

「……ごめんなさい。私も、少し休みます」

　どっと疲れが押し寄せてきて、アリシアは二人に断って部屋に入った。







　緩ゆるやかに盛りを過ぎ始めた薔薇の花園を、緞どん帳ちようを引いて窓の外に閉め出す。

　香りの侵しん入にゆうも防ふせいでから、アリシアは寝しん台だいに潜もぐり込んだ。

　まだ昼前なのにひどく眠い。眠いというか、眼を閉じたい。

　苦しい現実から逃にげたい。

「……ごめんなさい、ディネロ様」

　軟なん禁きん状態ではあるものの、アズベルグへ連れて帰ってもらったこと自体には感謝している。アリシアの財力ではここまで戻る馬車の調達もできなかったし、滞たい在ざい場所の確保も困こん難なんだっただろう。

「ごめんなさい、アレク、コゼット様……」

　ディネロを想う二人の気持ちには心揺さぶられた。けれど、アリシアもアリシアなりにディネロを好きだからこそ、できないこともある。

「カシュヴァーン様……」

　久しぶりに名を呼んだ、それだけで「おなかが痛」くなった。薄うすい胸を締め上げる甘く苦しい痛みに耐たえながら、幻まぼろしの彼に尋ねる。

「私……、ディネロ様と、再婚するべきなの……？」

　答えは返らず、出るのは涙ばかりだ。水分の無む駄だだわ、と力なくつぶやいたアリシアは、夢の世界に逃げ込む努力を始めた。







　あまり深く寝入ることもできなかったが、昼食とお茶の時間の呼びかけは狸たぬき寝ね入いりでごまかした。

　しかし、さすがに夕食の時間まで来るとおなかが空すいてくる。ようよう起き上がったアリシアは、やけに無口なアレクトールに導かれてそろそろと会食の間に入った。

　だが、覚かく悟ごを決めて見つめた上座の席に、見慣れた大柄な人影はない。

「あら？　……ディネロ様は？」

　また見間違いかと思ったが、間違いなく席は空である。アリシアの問いかけに、アレクトールはわざとらしくため息をついた。

「まだ、お休みです」

「……ごめんなさい」

　しょんぼりと表情を曇くもらせるアリシアに、アレクトールはすねたように言う。

「謝らないで下さい。……謝るなら、早くこの家の奥様になって下さ痛いっ!!」

　似合わない嫌味を、かたわらのトレイスが靴くつ先さきを踏ふみつけて強制終了させた。

「何するんですかトレイスさん!!」

「アリシア様はカシュヴァーン様の妻だと言っているだろうがッ!!」

「だって、ライセン公爵はもう死んだじゃないですか!!」

　トレイスの大声をかき消すように、アレクトールが大声で主張する。途端にアリシアもトレイスも青ざめ、会食の間から音が消えた。

　さすがに気まずそうな様子を見せたアレクトールだが、若干弱腰になりながらも主張を曲げない。

「お、俺は間違ったことは言っていません!!　ライセン公爵はもう戻らないし、たとえ戻ってきたところでアリシア様に相応しいのは我われらがディネロ様です!!　だってディネロ様のほうがかっこいいしお優しいし賢いし穏やかだし足が長いし」

「うるさい、カシュヴァーン様だってまあまあかっこいいし時々優しいしアリシア様さえ絡からまなければ賢いしアリシア様さえ側にいれば穏やかだ!!　……足は仕方がない!!」

　しょうもない言い合いをしている二人に、アリシアはふと気づいたことを尋ねた。

「アレク、トレイス、忙しいところごめんなさい。コゼット様は？」

「あ、その……コゼット様も、部屋でお休みです」

　ディネロへの讃辞を中断し、アレクトールが決まり悪げに教えてくれる。

「……そう」

　アリシアでさえ気づいたコゼットの想いを、彼も先ほど知ったのだ。戦意喪そう失しつしたらしいアレクトールはおとなしく仕事に戻ったが、トレイスが周囲の眼を気にしながら近寄ってきた。

　監かん視しの眼がきついので、二人きりで話すのも久しぶりだ。どうしたのかと思って見つめると、トレイスは深々と頭を下げた。

「……申し訳ありません、アリシア様。私の、せいで」

「え？」

「私が……、ナディール様に、余計なことを言わなければ……」

　アリシアが危き惧ぐしていたとおり、トレイスはずっと責任を感じていたのだろう。無駄と分かっていたから今まで黙っていたのだろうが、耐えきれなくなったように漏もらした謝罪を、アリシアは微笑みと共に受け止めた。

「気にしないで、トレイスが言わなければ私が言っていたかもしれないし」

　かつては聖職者になる希望を持っていたトレイスが、ナディールにとっては最も御ぎよしやすい相手だったというだけだ。アリシアにしろカシュヴァーンにしろ、婚こん儀ぎについて水を向けられれば、包み隠かくさず答えていたと思う。

　気にしないよう告げたつもりだったのだが、トレイスの表情は依い然ぜんとして晴れない。

「せめて私などではなく、ルアークがいてくれれば……!!」

　苦しげに漏らしたその名前こそが、アリシアに痛みを与えた。……カシュヴァーン同様、もう二度と会えない可能性が高い「息子」の面おも影かげに軋きしむ胸をそっと押さえて、

「……気にしないで。トレイスだけでも、会えて嬉うれしいわ」

　それは本心だ。ひとりでも、二人でも、無事な人間は多いほうが嬉しい。

「それに……もしこのまま、私がディネロ様と結婚すれば……レイデン伯はく爵しやく夫妻をアズベルグに呼ぶお許しはいただけるんじゃないかしら。トレイスは、あまりセイグラムには会いたくないかもしれないけど」

「──そのほうが、楽なのですか」

　少しでも前向きになろうと、持ち出したたとえ話にトレイスが顔を歪ゆがめる。

「カシュヴァーン様のことなど忘れて、アズベルグ公爵と幸せになりたい。それがアリシア様の真のお望みなら、私は……」

　すがるような、責めるような。いくつもの感情が入り交じって揺れる瞳は、トレイス自身よりも彼の幼おさな馴な染じみを思い起こさせる。

「……トレイス……」

「……いえっ!!　絶対に、そんなはずがありません!!」

　アリシアが何か言う前に、トレイスは自らの言葉を否定した。

「たとえ神が赦ゆるさなくても、たとえアリシア様が諦あきらめてしまわれても！　私は、私だけは、絶対に絶対にお二人の仲を諦めませんからッ!!」

「へェ、そうかい」

　凜り々りしく断言したトレイスの肩を、いつの間にか会食の席に現れたシャンテがぽんと叩く。

　静かだった室内はたちまちトレイスの悲鳴でにぎやかになったが、ディネロとコゼットの席の空白は最後まで埋うめられずにいた。







　気落ちしながらも食べる物はしっかり食べたアリシアは、またアレクトールに連れられて部屋に戻った。しかし、昼間ずっと寝ていたので、なかなか睡すい魔まがやってこない。

「そうだわ、アレクに『夢の王子様』を……」

　ライセン家を後にする際の記き憶おくがあまりないのだが、フェイトリンの実家に戻った時にアリシアはちゃんと自分の分の荷物を持っていた。

　だがカシュヴァーン追放の衝しよう撃げきでふらふらしていたのか、あるいは誰かが適当に荷造りして渡してくれたのだろう。必要な物と不要な物がごちゃ混ぜで、アリシア本来の好みである数あま多たの恐きよう怖ふ小説を差し置いて、なぜかエルティーナとシイルの愛読書である恋愛小説『夢の王子様』が紛まぎれ込んでいたのである。

「帰る」のだからと、フェイトリンに持っていった物は全部ここへ持ってきたので、『夢の王子様』も手元にある。アレクトールに恋愛のなんたるかを教えるためには、これをきっかけにするのがいいかもしれない。

　まずは自分でも読み返してみようかと、棚たなに立てかけていた本を手に取り最初の頁ページをめくった時だった。

「アリシア」

　かすれた呼び声と同時に、外からかけられた鍵かぎが開く。夜間の不ぶ躾しつけな訪問者は……、驚いたことに、ディネロだった。

「……ディネロ様？　あ、あの、どうされましたの？」

　びっくりしたアリシアが『夢の王子様』を棚に戻す間に、ディネロはずかずかと室内に入ってきた。礼を欠かいたその態度はもちろん、漂ただよう臭においにぎくりと身を竦すくめる。

「酔よって、いらっしゃいます……？」

　ディネロは答えないが、その酒さけ臭くささときたら酒しゆ豪ごうで知られるラグラドール人もかくや、というところだ。窓の隙すき間まから流れ込む冷えた薔薇の香こう気きと相まって、頭が芯しんからくらくらしてくる。

　食前酒程度を嗜たしなむ姿は見たことがあるが、普段のディネロは聖職者に近い質素な食生活を送っているはず。その彼がこんな臭いをさせて夜間に部屋を訪れる理由に、思い当たるから怖こわかった。

「お、お酒、そんなに、お好きでしたかしら……、あっ」

　慎しん重ちように距きよ離りを取ろうとしたが、それよりディネロの動きが速い。やっぱりカシュヴァーン様より足が長いから、と悠ゆう長ちようなことを考えていられたのも束つかの間ま、気づけば視界いっぱいにディネロの巨きよ軀くがある。

　カシュヴァーンも背が高いが、ディネロは彼よりさらに頭半分高いことを今さら思い知った。焦りながら見上げた顔は、まるで至いと高たかき国のものであるかのように美しく厳しく冷たい。

「返事は」

　地を這はう者たちを見下ろす神のような、酷こく薄はくな声が降ってきた。酒に濁にごった灰色の眼は、完全に据すわっている。

「……ま……、ま、ま、ま、ま」

　怖くて眼を逸そらしたいのに、怖すぎて動けない。「まだ」のひと言さえまともに発音できず、壊こわれたように繰り返すアリシアを見つめるディネロの眼が細くなった。

「俺が、そんなに、嫌いか」

「き、きら、嫌いじゃ、ない、です」

　嫌いではない。今は怖いが。

「好きか」

　瞬間ためらったアリシアだったが、有無を言わさぬディネロの眼光に負けた。

「え、ええ、す、好き……だと、思い、ます」

　今まで散々保留にしてきた答えである。これではかえって失礼だわ、と後こう悔かいを感じる暇ひまもなく、ディネロは問いを重ねた。

「ライセンより、好きか」

　びくっと震え、アリシアは硬こう直ちよくした。

　頭を押さえつけるような威い圧あつがさらに強くなったのを感じ、走って逃げたいぐらい怖かった。求められている答えは分かりきっているのだから、正直今すぐそれを差し出して許しを請こいたい。

　でもだめだ。

　アリシア自身のためにも、ディネロのためにも、カシュヴァーンのためにも、コゼットのためにも、アレクトールのためにも、この噓うそはつけない。

「──どうしても、ライセンより、好きに、なれないか」

　いいかげん首の筋を違えそうになっているアリシアに、ディネロは重々しく確認を取る。

「す、好きに、ならないと、いけないと、思って、いま……す」

　酸欠の魚のようにあえぎあえぎ言うと、見上げた口元が歪む。

「好きに、なろうと、している、のか」

　言い訳をしたつもりで、これまでで一番傷つけてしまった。天然ではすまされない後悔に震えても、遅い。

「つまり、好きでは、ないのか」

　そうじゃない。言おうとして、やめた。

「特別」な「好き」でないのなら、ディネロにとってはどうせ同じことだ。

「分かった」

　垂直に首を上げた彫ちよう像ぞうのようになってしまったアリシアをしばらく眺めた後、ディネロはぽつりとつぶやいた。

「もう、待たない」

　無感情な声が聞こえたと思った瞬間、つま先が宙に浮いた。

「え？」

　間の抜けた声を上げたアリシアの体はあっという間に部屋の隅すみに運ばれ、柔やわらかな敷しき布ふの上に投げ落とされる。

「えっ、え？」

　落下の衝撃は少なく、むしろ固まりかけていた首のほうが痛いぐらいだ。何が起こっているか分からず、呆ぼう然ぜんとしている間にディネロの顔が近づいてくる。

「あっ、やっ、んっ、んんん!!」

　寝台の上でディネロにのしかかられていることを理解した時には、口の中に舌が侵入しようとしている。こんなに深い口づけは彼とは初めてで、あまりの展開の速さに頭が追いつかない。

「ん、んっ……!!　ごほ、ごほっ」

　必死に肩を叩き、顔を振って逃れる。といってもアリシアの腕わん力りよくではディネロにこたえた様子はなく、唇くちびるだけは解放してくれたが大たい勢せいに変化はない。

「けほ……っ、ディネロ様、やめて！　放して下さい……!!」

　どうにか呼吸を整えたアリシアは、もう一度その肩を叩いたり押したりしてみた。手近にあった枕まくらを摑つかんで投げつけてもみたが、ディネロは涼すずしい顔だ。

　そして、また先ほどのように冷えた瞳で見下ろしてくる。しばらくひとりで暴れたアリシアは、やがて体力を使い果たしてぐったりしてしまった。

　酒と薔薇の入り交じった芳ほう香こうが、遅ち効こう性せいの毒のように効いてきているのが分かる。無駄な抵てい抗こうで全身に回った毒が、思考を麻ま痺ひさせていく。

「ライセンとは、一度、だけか」

　どうしよう、どうしようと当てどころもなく考えているアリシアに、ディネロが唐とう突とつな質問を投げかけた。

「……なんの……？　あっ、い、いっ、言えません……!!」

　痺しびれた脳は一瞬質問の意図を摑み損そこねたが、途中で分かった。真っ赤になって回答自体拒きよ否ひするも、ディネロはその反応で勝手に理解した。

「一度、だけの、ようだな」

「い、言えませんったらっ!!」

　顔を背そむけて恥ずかしがるアリシアの両手首を強い指が捕とらえた。痛みはないが、途端に自分の意思では全く腕を動かせなくなる。

　そしてディネロは、そのままぐっと上体を傾かたむけてきた。

「なら、すぐ、忘れる」

　耳元で響いた声はぞっとするほど甘い。

「俺は、下へ手たでは、ないと、思う」

　さらなる追い打ちに、カシュヴァーンと過ごした夜が脳のう裏りを駆かけ抜けた。

　あの時も最初カシュヴァーンはひどくいら立っていて、怖かった。でも途中で思い直して、最後には神聖な……、それが法に照らして正しいものではなくても、神聖な誓ちかいにより二人は改めて結ばれた。

　もう二度と手に入らないかもしれない、大切な思い出ごと穢けがされて、忘れさせられてしまう。

「下手でなければ、いいという訳では……！　嫌、やめてディネロ様……!!」

　首筋を這う舌に怖おぞ気け立ち、どれだけ身をよじっても効果が感じられない。それどころか暴れて乱れたドレスの裾すそを、ディネロは膝ひざ頭がしらで蹴けるようにして大きくまくり上げてしまった。

「きゃあああっ!!」

　貴婦人の足はドレスの下の宝石。めったな相手に見せてはいけないと、アリシアは厳しく躾しつけられている。

　恥ずかしくて悲しくて悔しくて、目め尻じりに涙がにじんだ。一方ディネロも、ひどく悔しそうな顔をしている。

「この傷も、あいつが、不ふ甲が斐いないせいで」

　ラグラドールの海にて傷を受けた跡あとが目立つ、白い太ふと股ももをディネロが撫なでる。より直接的な接せつ触しよくに、アリシアは大きく身を震ふるわせて助けを求めた。

「やめて!!　トレイス、アレク、ディネロ様を止めて……!!」

「無駄だ。トレイスは、シャンテと、会っている。アレクは、俺に、逆らわない」

　トレイスが足止めされているのを見越して、ディネロはここへ来たらしい。アレクトールもあの調子では、たぶん助けにはならないだろう。

「カ、カシュヴァーン様、ルアーク……!!」

　ほとんど無意識に叫んだ名前に、どっと涙があふれる。今都つ合ごうよく二人が来てくれることなど、あるはずがないのに。

「お前の、夫は、俺だ。息子が、欲しいなら、協力、しろ」

　やはり奇跡は起きず、ディネロの口から最低の台詞せりふを引き出しただけだった。息を荒くした彼の指先に足を撫で回され、涙が止まらない。

　こんなことをする人じゃなかった。こんなことを言う人じゃなかったのに。

「そんな、ひどい……！　き、嫌いに、なります……!!」

「構わない」

　片手でアリシアのドレスを引き剝はがしながら、ディネロは間かん髪はつを容いれず答えた。

「俺を憎にくんでも、嫌っても、お前は、どこにも、行けない」

　そのとおりだ。今のアリシアに自由はなく、体さえ身勝手に奪うばわれようとしている。

　けれど、でも──残された最後の反はん抗こう心しんを、蔑さげすむような声が摘つみ取った。

「俺に、……されて、ライセンに、会えるか？」

　言葉に殴なぐられたような気がして、アリシアは動きを止めた。

　たとえカシュヴァーンが生きて戻ってきたとしても。この夜がこのまま過ぎた後、自分は彼に顔向けできるだろうか。

「どうせ、あいつは、戻らないが」

　冷笑したディネロの指を遠く感じる。萎なえた手足を気け怠だるく投げ出して、アリシアはぼんやりと天てん井じようを見上げた。

　抵抗したところで事態は変わらないのだ。

　だったら今までのように、流されてしまえばいい。ライセン家に嫁とついだのも流れだったし、その後の周囲の人々との交流も流れだ。すべては流れ。下手に逆らっていいことはない。

「いい子だ」

　かすれた声でささやくディネロが指摘したとおり、アリシアはもう結構アズベルグ家に馴染んでいるではないか。

　失ったものは忘れて、またここで「家族」を作ればいいのだ。

　ディネロが「お父さん」、アリシアが「お母さん」。トレイスは「お父さん」の補佐をして、アレクトールがさらにその補佐を務める。

　いや、アレクトールはむしろトレイスに補佐してもらっている状態だ。

「どちらかというと、『息子』かしら……」

　二人いた『息子』のことを、緩かん慢まんに脳裏に思い描く。夢の中にでもいるような反応にディネロは気き遣づかわしげな眼を向けるが、事を終わらせるのが先だと思っているらしく、無抵抗なうちにと自分の服を緩め始めている。

　いつも飄ひよう々ひようとした笑みを浮かべ、何をやらせてもそつのない優秀な『息子』であるルアークよりは、ジェダのほうがまだアレクトールに近いだろうか。

　人付き合いが苦手で話し下手で、いつも話題に困っていたジェダ。

　話に詰まるといつも彼が口にしていた台詞。

　──頭の中で、脳が揺れるんですよ。

「アリシア」

　はっと我に返ると、上着の前を開いたディネロが体の上にいた。

「愛している。俺の、お姫様」

　その言葉が、脱力しきっていたはずの体に力を呼び戻した。

「ジェダ、あなたは素晴らしい『息子』よ……!!」

　いきなり叫んだアリシアが、思いきり上体を起こす。

　油断していたディネロのあご先を、亜あ麻ま色いろの頭が打ち上げた。







「ぐっ……!!」

　人体の急所のひとつを的確に打たれ、大柄な体が崩くずれ落ちる。

「……ったたたたた……!!」

　アリシアも、頭ず突つきの反動を食らってばったり倒れた。

「い、た、た……だ、大丈夫ですか、ディネロ様……？」

　じんじんする頭を抱え、アリシアが身を起こしてもディネロはまだ起き上がれないでいる。あごに打だ撃げきを食らうとその振しん動どうが脳に達し、まともに立てなくなる、とのジェダの説明は真実だったようだ。

「……う、だ、大丈夫、だ……」

　盛大に顔をしかめながらディネロが起き上がる。その乱れた服装に、そしてもっと乱れた自分の服装に慌てたアリシアは、ドレスの裾を直しながら急いで寝台の端に逃げた。

「ごめんなさい」

　胸元を庇かばうように自みずからを抱いて、今度こそきちんと、自分の気持ちを口にする。

「誰がどう言っても、私はカシュヴァーン様の妻です。カシュヴァーン様を、愛しているんです」

　まだ痛む頭を押さえながら言ってみるが、すぐにはディネロの反応はなかった。鼻で笑われて続きを強要される可能性は捨てきれないが、冷たい気配は霧む散さんしてしまったように思える。

「リドレックが、起きない」

　静まり返った部屋の中に、ディネロの小さな声が響いたのはしばらくしてからだった。

「え？」

　急な話題転てん換かんに驚くアリシアを、ディネロが見つめる。やっぱり、と身を硬かたくしたアリシアだったが、切なげにすがめられた瞳に肩の力が抜けた。

「家の、断絶は、俺が、勝手に、決めた」

　いつにも増して少ない言葉を、アリシアは一生懸命補足する。

「去年のことですか……？　でも、あの時、リドレックは反対しているようでは……」

「リドレックは、うなずいては、くれた」

　反対はしていなかった、とディネロも認めた。

「だが、倒れて、しまった」

　もう年も年だから、アズベルグの厳しい冬に耐えられなかったのだと説明された記憶があるが、本当は別に理由があるらしい。

「うなされて、寝言を、言うのを、聞いた」

　甲か斐い甲が斐いしくリドレックを見舞うディネロの姿を、アリシアは心に思い描く。きっと今のような顔をして、横たわる老人を見ていたのだろう。

「ジーナに、謝っていた」

　ジーナ・アズベルグ。カシュヴァーンの父を魅み了りようしたアズベルグ家の娘であり、リドレックがかつて仕つかえていた女性。

　リドレックはもしや、ジーナのことを。

　ふとした思いつきを追つい及きゆうする前に、弱々しいディネロの声が意識をさらった。

「家が、なくなって、しまうと、泣いて……」

　フェイトリン家同様没ぼつ落らくし、ささやかな領地しか持たないアズベルグ家にリドレックは誇ほこり高く仕え続けている。

　そもそも家か令れいなどという役職はもっと使用人の多い、裕福な家にのみ存在するものだ。揶や揄ゆされることもあっただろうに、リドレックはどこ吹く風だった。

　なのに、人生を捧げてきた家が断絶する。

　その心と体に与えられた衝撃はいかほどだっただろう。

「リドレックは、ずっと、俺と、いた。いなくなると、思ったことが、なかった」

　かなりの高こう齢れいであるリドレックは、ディネロにとっては物心ついた時から側にいた存在である。自分は成長してもリドレックは変わらぬ姿のまま、時を止めたようにそこにいるのだと思い込んでも仕方がないだろう。

　そんなはずはないのだけれど。

「アズベルグ家は、リドレックの、誇りだ。この年まで、リドレックを、支えた、誇りを、俺が、奪った」

　矍かく鑠しやくと背筋を伸ばし、年を感じさせないリドレックの振る舞いを支えていた誇り。名家アズベルグ家を切り盛りし、次代へ繫つなげるのだという使命をその主が奪い取った。

　家令としてこの上ないリドレックであり、己が育て上げたディネロのことを信じていたから、彼の決定には逆らわなかったのだろう。だが無力感は日々降り積もり、ちょうどやって来ていた冬の厳しさに打ち倒されてしまったのだ。

「リドレックが、死んで、しまう」

　苦しげにうめくディネロこそが、死んでしまいそうな顔をしている。

「……ディネロ様……」

　大きな体を小さく丸めているディネロに、アリシアは思わず声をかけた。

　その手を摑まれ、引き寄せられる。

「きゃああっ!!　……あっ、あら……？」

　思わず頭突きを繰り出しそうになったが、さっきの続きをするつもりではないようだ。ディネロは彼女の左手を捧げ持ち、薬指にはまった指輪に触れるか触れないかの敬虔な口づけを落とした。

「黒髪が、好きなら、染そめる」

　聖女に、あるいは女神にひざまずく騎き士しのように、頭突きの勢いで膝立ちになっていたアリシアを見上げて言う。

「……私は、そんなことを、してほしい訳では……」

　足りない物はないか、何か欲しい物はないかとこの間も聞かれた。くれる物はもらう主義だが、ディネロの求めに応えられないのは彼が金髪だからではない。

　そんなことはディネロだって分かっているだろうに、切ない譲じよう歩ほは続く。

「黒い眼が、好きなら、どうにか、する」

「ど、どうにか、って……」

　髪はまあ分かるとして、眼の色をどうやって変えるつもりなのだろう。……義ぎ眼がん、という可能性に思い当たったが、普段ならわくわくするところを今はカシュヴァーンのことを思い出し、胸が苦しくなってしまう。

「足が、短いほうが、いいなら、斬きる」

「だめです！　そんな、せっかくカシュヴァーン様より長い足を……!!」

　犠ぎ牲せいは十分に出た。もうこれ以上身近な人に傷ついてほしくなくて、慌てて止めようとしたアリシアを、ディネロが抱きしめた。

「ライセンのように、なるから」

　頭突きを繰り出す気にはなれなかった。下心を感じさせない、すがるような腕うでと声に心は確かに震えた。

　けれど先ほどディネロが口づけた指輪のことを思い出すと、震えは静かに消えていく。

　アズベルグ家に代々伝わる指輪だからではない。世が世なら、ディネロから贈られるはずの物だからではない。無論高く売れそうだからでもない。

　カシュヴァーンの意地とこだわりと気の毒な金細工師の苦労により添えられた、ささやかなルビーの装飾が愛おしいからだ。

「好きでなくても、愛していなくてもいいから、ひとりにしないでくれ」

　ゆっくりと持ち上がった指先が、アリシアの髪を滑すべるように撫でる。

　髪の流れに逆らわず、整えるようなその動きが誰を真似ているのか、考えるまでもない。……こんな動きを追えるほど、ディネロは睦むつみ合う二人を見てきたのだ。

　地方伯の令れい嬢じようであるアリシアと結婚し、アズベルグ家をこのまま存続させれば、リドレックも元気になって二人ともずっと側にいてくれる。ディネロはそう信じ込んでいる。

　なんと安直で、馬鹿げた発想かと笑えるほどには、アリシアは無神経ではなかった。

「──似ているということは、違うということなんです」

　だが、すべてを受容できる女神でもなかった。

「黒髪でも、黒い瞳でも、足がもっと短くても、あなたはディネロ様です。カシュヴァーン様じゃない」

　ディネロに言い聞かせるような言葉によって、あやふやだった自分の心もはっきりとした輪りん郭かくを得ていくのが分かる。

「ディネロ様は十分すぎるぐらいすてきな方ですわ。あなたを好きな人は、たくさんいます。でも、『贅沢』を言ってごめんなさい。私の王子様は……、カーシュ様だけ、なんです」

　本当は二人とも、とっくの昔に分かっていたはずだった。

　死神姫は怪かい物ぶつ王子のお姫様にしかなれないと。

「どうしても、だめか」

　アリシアの腰に回ったディネロの指先に、かすかな力がこもった。灰色の瞳の奥に、また危険な光が瞬またたき始めているような気がする。

「ど、ど、どんなこと、されても、私、むむむ、無理、ですから、ね……？」

　嫌な予感に及び腰になるアリシアの耳に、荒々しく扉を開ける音が聞こえた。







「旦那様!!」

　叫んで飛び込んできた姿に、アリシアは眼を丸くする。

「まあ、リドレック!!」

　以前にも増してやせ細り、げっそりと頰がこけてはいるが、やって来た老人は確かにリドレックだった。病人用の簡素な夜よ着ぎに身を包んではいるが、しゃんと伸びた背筋に職務に対する誇りが漂う。

「リドレック……!?」

　ディネロも慌ててアリシアから離れ、寝台から飛び下りて大切な家令に駆け寄った。

「リドレック、どうした、起きていいのか……、……ッ!?」

　めったにないほどおろおろしているディネロの頰を、間髪を容れずリドレックが引っぱたいた。

　アズベルグの人間としても類を見ないほど背の高いディネロである。半なかば伸び上がるようにして繰り出された平手打ちがそう痛かったようではないが、肉体よりも精神に受けた衝撃が大きかったのだろう。その場でがちんと固まってしまった。

「リドレック……、あ、あの、どうして……」

　これにはアリシアも驚いてしまったが、その時別の人影がどたばたと部屋に駆け込んできた。アリシアをひと目見るなり、その場にへたり込んでしまう。

「よ、よかった、間に合いましたよね……!?」

「トレイス！　まあ、どうしたのその格好は!!」

　見間違いかと思ったが、やって来たのは間違いなくトレイスである。

　ただし、ひととおり服装を正したアリシアと違い、まるで嵐をくぐり抜けてきたような有あり様さまだった。上半身にはぼろ切れと化したシャツの残ざん骸がいしか残っておらず、ベルトを失ったズボンを片手で押さえている。

「は、ははは、その、ディネロ様が、破は廉れん恥ちな気配を発していらっしゃいましたので……」

　破廉恥警けい戒かい網もうの発達著いちじるしいトレイスは、ディネロの様子がおかしいことに勘かんづいていたのだ。だが先手を打たれ、シャンテをけしかけられてしまった。

「なので、シャンテ様を、私の部屋に、お誘さそいしまして……隙すきを見て、リドレック様に事情をお話しし……」

「旦那様に久しぶりのお説教をするために、このリドレック、水底の国行きを中止して戻って参りました」

　トレイスの言葉を途中で引き継ついだリドレックが礼れい儀ぎ正しく一礼すると、ディネロはようやく夢から覚めたような顔になって反論した。

「リ、リドレックは、水底の国へなど、行かない！」

「いえ、このままですと確実に水底の国行きです。旦那様ともあろう御お方かたのご乱行の数々、そのすべてがこの私の監かん督とく不ふ行ゆき届とどきゆえのものかと思うと、情けなくて情けなくて……」

　しみじみと語るリドレックに、ディネロは心底うろたえているようだ。

「……俺は、ただ」

　口数が少ないのはいつものことだが、その言葉はもごもごして聞き取りにくい。

「リドレックに、喜んで、ほしくて」

「私のため？　子供のようなことをおっしゃる」

　言い訳をにべもなくさえぎり、リドレックは自分よりずっと背の高い主を睨にらみ上げた。

「私のためだとおっしゃるなら、なぜレジオール・ハルバーストのような真ま似ねをなさいます」

　持ち出された名前に、ディネロが息を飲んだのが分かる。その心に走った衝撃は想像に難かたくなく、被害者のはずのアリシアさえ気の毒に思ったが、リドレックは追及の手を緩めなかった。

「嫌がる女性を拉ら致ちした挙あげ句く、関係を強要するような恥はじ知らずにお育てした覚えはありません!!」

　レジオール・ハルバーストと同一視される。

　アズベルグ家の人間にとって一番こたえる断罪に、ディネロはくしゃくしゃに顔を歪めた。

「リドレック……、俺は……」

「分かっています」

　罰ばつはすでに下された。これ以上責める必要はないと判断したらしく、胸に手を当てたリドレックは今度は己の罪状を読み上げ始める。

「とはいえ、すべての原因は、このリドレックめにあります。アズベルグ家を絶たつというあなたの英断を素す直なおに受け止めきれなかった、年寄りの愚おろかさ、頑がん迷めいさをお許し下さい」

　ディネロが気にしていたように、リドレックが倒れたのはやはりアズベルグ家の断絶宣言が原因のようだ。気遣わしげなその眼は、次いでアリシアに向かう。

「アリシア様には、今さらお詫わびしてすまされることではないでしょうが……本当に、申し訳ない」

　かけた迷めい惑わくが迷惑なので、リドレックも言葉少なだ。

「あ、い、いえ、その、まだ、……あまり、その、されて、いませんし……」

　口づけ以上の接触もあったが、頭突きの痛みとディネロのしおれた様子で吹っ飛んでしまった。元々気にしない性格であるし、だからアリシアは問題ないが、

「トレイス、あの……、痛かった、のよね？　本当にありがとう……」

「て、貞てい操そうは守りましたよ!?　貞操だけは、なんとか守り通しましたよ!?」

　感謝と哀あわれみが含ふくまれた視線の意味に気づき、トレイスは懸命に言い立てた。

　二人の無事を確認したリドレックは、ほっと息を吐いて再びディネロに眼を戻す。

「くわえて、私は心から誇りに思います。たかだか使用人ひとりのためにここまで心を砕くだいて下さった、優しい主にお仕えしていることを」

　もっと顔をくしゃくしゃにしたディネロに穏やかにうなずいてから、アリシアとトレイスに頭を下げた。

「また、体を張って主と奥様の絆きずなを守ろうとする執事を育てた、ライセン強きよう公こう爵しやくに感服しております」

「リドレック……」

　声にならない感動にアリシアは言葉を詰まらせ、トレイスも気恥ずかしそうにしながらも嬉しそうだ。

　と、そこへ、今度は赤毛の青年が勢いよく飛び込んできた。

「ディネロ様、リドレック様!!」

　すでに半泣きのアレクトールである。トレイスほどではないが、彼も衣服に多少の乱れと頰に殴られたような青あざを作っていた。

「ああ、アリシア様、どうかディネロ様をお許し下さい!!　ディネロ様は今ちょっとだけご乱心気味ですが、お互い冷静になればやっぱりディネロ様と結婚したほうがいててててて!!」

　問答無用でトレイスに耳を引っ張られたアレクトールを振り返り、リドレックが大きく息を吐いた。

「……空回りしていることは否いなめませんが、忠義心だけは人一倍強い執事見習いが我が家に来てくれたことも、頼もしく思います。仕事のやり方はとにかく、忠義の心を一から教えるのはひと苦労ですから」

「誰がシャンテ様から助けて差し上げたと思ってるんですか!?」とわめくアレクトールとトレイスの口げんかを無視して、リドレックはぴんと背筋を伸ばした。こけた頰に代わりはないが、心なしかその肌は色いろ艶つやを取り戻している。

「ですが、もう私に迷いはありません。旦那様の気高き決断を信じ、従うのが歴史あるアズベルグ家に仕える家令の務め」

　若い頃から同じ言葉を、同じ熱意を秘めて繰り返してきたのだろう。よどみなく語られる台詞ににじむ矜きよう持じは、この年齢だからこそ出せるものだ。

「旦那様。我々は最後まで、地方伯アズベルグ家の名めい誉よに懸かけて誇り高く在ありましょう。残念ながら私は途中でお先に至高き国へ失礼することになるでしょうが、いつまでもあなたを見守っております」

「リドレック」

　不安げなディネロに、リドレックは困ったように微笑んだ。

「そのような顔をなさらないで下さい。荒あら療りよう治じが効いたのか、私の不調はどこかに行ってしまいました。当分はしぶとく地上にて、これまでどおり旦那様にお仕えする予定です。第一あなたの側に残るのがアレでは、おちおち死ねな……、いや」

　まだぎゃんぎゃんわめいているアレクトールを横目に、リドレックは深々とため息をついた。

「本来の旦那様であれば、あの王子……いえ、今はもう国王ですか。失礼ながらあのような下げ種すに、心乱されることもなかったでしょうに……」

「……まあ、国王陛へい下かが、何か？」

　初めての「嫌い」を覚えた相手についてアリシアが尋ねると、リドレックは苦々しい顔をする。

「ラグラドール帰りだとか言って、いきなりこの家に押しかけてきたかと思えば、私が倒れていたのをいいことに長々と居座って……その間に、旦那様にあれこれと下らないことを吹き込んだようなのです。やれ王家と地方伯の権けん威いを回復したいだの、私がいなくなれば旦那様がひとりぼっちになって気の毒だの……」

「……そうだったのね……」

　元来ディネロの性格は、安定しすぎているぐらい安定していた。我が道を黙々と歩んでいく彼を迷わせるのは、他人の弱点を突くことに長たけたゼオルディスでも難しかったはずだ。

　だが不運にも初めてゼオルディスと顔を合わせたディネロは、リドレックを失うかもしれない不安に揺れていた。そこにつけ込まれてしまったのだ。

「アリシア」

　ようやく豹ひよう変へんの理由が分かり、納なつ得とくしているアリシアをディネロが呼んだ。いつもどおりの、静かな声で。

「これから、どうする」

「私、カシュヴァーン様を探しに行きます」

　すでに心は決まっている。迷うことなくアリシアは答えた。

「そうか」

　ディネロも確認したかっただけなのだろう。うなずいてはくれたが、現実的な指摘は忘れなかった。

「しかし、お前には」

「ええ、私には腕力と視力はありませんわ。でも、当座の路銀なら、なんとかなりそうです」

　そう言うとアリシアは、自分の持ち物が詰め込まれた棚へと向き直った。ライセン家からフェイトリンへ持ち出し、アズベルグ家へ運び入れた荷物の中から、ひとつの小箱を抜き取る。

「これを売れば、少なく見積もっても二十万ゼダルは堅かたいはずです。贈おくり主がオーデル侯こう爵しやく様であることを強調すれば、もっといい買い手がつくかもしれませんわ」

　それは、先日ノーラにも見せた見事な首くび飾かざりだった。『夢の王子様』同様必要ない、と思っていたが、これがあれば行動の選せん択たく肢しが広がる。

「ノーラへの退職金が減ってしまいますけど、カシュヴァーン様さえ探し出せれば、たぶんなんとかなりますから。まとまった額のお金さえあれば、大抵のことは解決できますものね!!」

　一連の行動を、ディネロとリドレックのみならずトレイスとアレクトールもけんかをやめて見守っていた。やがてディネロが、安あん堵どしたように口元を緩める。

「……いつもの、アリシアで、よかった」

　そして表情を引き締め、宣言する。

「ライセンは、俺が、探す。お前は、ここに、いろ」

「！　ディネロ様」

「そんな、ディネロ様!!」

　アリシアが固まり、トレイスとアレクトールが口々に声を上げたが、ディネロはまっすぐアリシアだけ見て言った。

「もう、何も、しない。すまなかった」

「い、いえ……」

　かえって申し訳ない気持ちになって謝るアリシアに、ディネロは己の真意を説明し始めた。

「俺も、アズベルグは、離れない。だが、それの、換かん金きんには、商人を、通さなければ、ならない」

「あ、それもそうですわ」

　ジスカルドが選んだ首飾りは高価過ぎて、そう簡単に換金することはできないのだ。冷静な指摘に、アリシアも納得した。

「お前が、姿を、消すと、国王に、気づかれる。俺に、任せろ。間かん者じやを」

「そうはいかないねェ」

　冷ややかな女の声が、ディネロの説明を強制的に中断させる。

　手首に赤く縛しばられた跡を残した、シャンテだった。







「めでたしめでたしで終わりそうなところに申し訳ないが、話は聞かせてもらったよ」

　乱れ髪をかき上げながら室内に入ってきたシャンテを見て、アレクトールが仰ぎよう天てんしている。

「噓だ、馬だってあの縛り方からは逃げられないのに!?」

「ふん、シルディーンは馬まで根こん性じようがないんだねェ。そもそもあたしがわざと手ェ抜いてやったと気づかないとは、やれやれだよ」

　事もなげに言うと、シャンテは怯えて部屋の隅に逃げたトレイスに笑いかけながら、手にしていた一通の書状を掲かかげてみせた。

「それは……」

　ディネロが眉まゆ根ねを寄せる。アリシアもしげしげと眼を凝こらすと、それがシルディーン王家を示す盾たてと翼の紋もんが入ったものだと分かった。

「このことを見越して、お前さんたちの国王陛下から書状をいただいている。ディネロ、読んでみな」

　物も言わずに書状を受け取ったディネロが、文面に素す早ばやく眼を走らせるなり絶句する。

「ディネロ様……？」

　怯えたようにアリシアが呼ぶと、ディネロは観念したように瞳を閉じて内容を要約した。

「──陛下は、反逆の罪で、俺を、捕らえる。アズベルグは、王家の、直ちよつ轄かつ地ちに、する、そうだ」

「なッ!?」

　家令と執事と執事見習いが声を揃える珍ちん事じが起こった。

「あああ、だめよジェダ、今あなたが来たらシャンテ様の餌え食じきよ……!!　セイグラムはたぶんお口に合わないと思うけど……」

　こんな時にまたセイグラム・セイグラム兄・セイグラムみたいなジェダの三人組が頭の中に躍おどり出て、混乱するアリシアを尻目にシャンテがくつくつと喉のどを鳴らす。

「直轄地の管理は、あたしたちラグラドール人が請うけ負おうことになってる」

　さらなる一撃に、室内は水を打ったように静まり返った。

「アズベルグを……、ラグラドールの、みなさんが？」

　唯一フェイトリン出身であることも手伝って、いち早く立ち直ったアリシアもさすがに驚きを隠しきれない。

　前々から駐ちゆう屯とん部隊が多すぎるとは思っていたが、これではまるで、はじめから。

「……陛下は、最初から、ラグラドール人に、アズベルグを、渡す気、だったのか」

　アリシアと同じ結論を出したディネロが険けわしい表情で詰め寄っても、シャンテは余裕ではぐらかす。

「さあ？　ご本人に聞いちゃどうだい。ま、話せる王様がいる国には、あたしたちも積極的に協力しようって気にはなるだろうけどねェ」

　被差別対象だったラグラドール人たち。それが、辺境とはいえシルディーン王家の直轄地を支配する権利を与えられた。

　ざまあみろと、傭よう兵へいたちは鼻高々。ゼオルディスへ進んで戦力を提供してくれるかもしれないが、国内には必ず混乱が引き起こされる。

　次は自分たちが、〈汚お泥でいの民〉に売り渡されるかもしれない。誰もがその懸け念ねんを抱くだろうに。ゼオルディスにそれが分からないはずがないのに。














「国王陛下は、そんなにアズベルグが、カシュヴァーン様が、お嫌いなの……？」

　考え込むアリシアをよそに、シャンテはにやにやしながら話し続けている。

「ああ、それとお前さんたちの今後だが、統とう治ちにはある程度地元の人間の協力が必要だからね。追放したりはしないから安心しな」

　少なくともはじめのうちはね、と但ただし書きをつけて、彼女は心地ここちよさそうに腕組みした。

「それに前領主と違って、ひたすら好かれてるお前さんを殺したり追放したりすれば、暴動が起きる可能性もある。だから今度は、お前さんが監禁される番さ、王子様」

　アリシアを閉じ込めていたディネロが、今度は自分が屋敷に閉じ込められる。その皮肉を嘲あざ笑わらい、シャンテは念を押す。

「言っておくが、歯向かったり逃げたりしたら、大切な領地と領民がどうなるか分かってるね？」

「──分かった。だが、条件が、ある」

　だまし討うち同然にカシュヴァーンを追放し、ディネロを領主に据えたのもゼオルディスである。彼が裏で糸を引いているのであれば、今さら逆らっても仕方がないと覚悟を決めたか、ディネロはそんなことを言い始めた。

「この状況でいい度胸だねェ。もうちょいちっちゃくて可愛かわいければ、あたしの取り巻きにしてやってもいいのに。ま、聞くだけ聞こうじゃないか。なんだい？」

「領民に、特に女たちに、手を、出すな。お前の部下、だけでなく、アズベルグ全体で、そうしてくれ」

「はァん、何を言うかと思えば」

　呆あきれたようにシャンテは鼻を鳴らした。

「前にもそんなことを言っていたっけ。ま、一応あたしの部下たちに通達は出すが、保証はできないよ」

「いや、お前は、守る」

　断言に、シャンテはむしろ探さぐるような表情を浮かべた。

「おや、信用されたもんじゃないか。そりゃまたどうして？　言っておくが、同じ女だから、なんて寝言は通用しないよ。あたしはあたし以外の女なんて大嫌いだからねェ」

　先回りしようとするが、ディネロは首を振った。

「俺が、暴れて、殺されたり、すれば、暴動になる、可能性が、あるからだ。お前のものに、なった土地を、焼くのは、嫌だろう」

「……ふん」

　明快な論ろん旨しに毒気を抜かれたか、シャンテは軽く眼を見張って黙った。

「ま、下手に〈灰色〉が生まれたりしたら厄やつ介かいだからねェ」

　肩を竦めてつぶやくなり、その唇に勝ち誇ったような笑みが浮かぶ。

「しかし、見事にあの王様の言うとおりになったねェ。お気の毒に、ディネロ」

　ゼオルディスの言いそうなことを考えてしまったらしく、不ふ愉ゆ快かいそうに眉をひそめたディネロにシャンテはますます笑みを深くした。

「お姫様に選ばれる王子様にも、お姫様を喰くらう怪物にもなれない。しょせんお前は、いい奴にしかなれない男だよ」

　自分でも、今回の件でそれを思い知ったのだろう。うつむくディネロの悲しげな顔を見て、アリシアは思わず言った。

「いい人でいて悪いことなんか、何もありません!!」

　たったひとりの人として、ディネロのことを選べなかった。「特別」に「好き」にはなれなかった。

　けれど辛しん抱ぼう強く自分の答えを待ってくれて、最終的にはリドレックの説得に応じてくれたディネロのことを、悪く言うのは許せなかった。

「……アリシア」

　驚いたようにディネロは顔を上げたが、シャンテはさして感かん銘めいを受けた様子はない。

「ふん、こいつをいい奴止まりにしちまった当人が、よく言うねェ。まあいい、お姫様、お前さんはさっさと支し度たくをしな」

「え？」

　あごをしゃくられ、戸と惑まどうアリシアにシャンテはにやりと笑った。

「王宮で、王様になった王子様がお待ちかねだよ」








　終章







　シルディーン王国中央部、海を知らないエルナンド地方。建国の昔からこの地にあるシルディーン王宮最深部、国王夫妻の私室に弾はずんだ声が響ひびく。

「はは、やったやった！　やっぱりディネロはいい奴やつだったな!!」

　真夜中に近い時間に届けられたシャンテからの報告書を読み下すなり、子供のようにはしゃいでいるのはゼオルディスである。揺ゆれる燭しよく台だいの火に照らされて、傷に歪ゆがんだ笑顔は一層不ぶ気き味みだ。

「ああ、これでとうとう、本物の聖女と寝られる」

　ひとりごととしては大きな声に、疲ひ弊へいした様子で寝しん台だいに横たわっていた王おう妃ひミューゼがびくりと顔を引きつらせた。ゼオルディスはわざわざその枕まくら元もとに近寄り、身み重おもの妻の眼を上から覗のぞき込む。

　赤と黒を基調とした内装は、淡あわい色しき彩さいで統一されたミューゼにはあまりにも似合わない。重厚な赤茶色の敷しき布ふに沈んだその姿だけが、いつまでも清らかに浮き上がっている。

　ほころんでなお、どうしても最後の花弁を開こうとしない、慎つつましくかたくなな白い薔ば薇ら。子を孕はらみ、妻に迎むかえた今もなお、彼女の印象は出会った頃と変わらない。

「期待を持たせておいて、案外中身は腐くさっていたりしてな……」

「ゼオ様……？」

　敷布の上からふくらんだ腹を撫でつつの不吉な言葉に、ミューゼが身を硬かたくする。とはいえ彼女は兄のフロリアン以外の男が側そばに来るだけでこういう反応をするので、ゼオルディスはいちいち気にしない。

「いや、なんでもないさ。それより喜んでくれないのか？　ミューゼ。お前の愛する夫の、長年の願いが叶かなおうとしているのに」

　悪阻つわりがひどいため、最近ほとんど寝台から下りられないミューゼは、か細い声で応じた。

「お、めでとう、ございます……」

　この距きよ離りでなければ聞き取れないような祝しゆく辞じに、ゼオルディスは表情を消す。とはいえカシュヴァーンと揃そろえた傷のために、心に動きがなくても顔だけはかすかに笑んでいるように見える。

「さて、これで心残りはフロリアンだけだ」

　今も続き間に控ひかえているはずの「穢けがれ無き銀ぎん騎き士し」、フロリアンの名前を聞くなり、ミューゼがはっと顔を上げた。

「お兄様が、何か」

　兄をもっと繊せん細さいにしたような印象の美しい面おもてを縁ふち取どる、銀色の髪にゼオルディスが触ふれた。怯おびえたように身を竦すくめるその髪をいじって遊びながら、

「いや、俺たちは子供まで作って幸せいっぱいなのだから、あの堅かた物ぶつにもお裾すそ分わけしてやろうかと思ってな」

　にっこり笑ってゼオルディスが言うと、ミューゼは沈ちん黙もくしてうつむいた。夫の戯たわむれに微笑ほほえむでも嫌いやがるでもなく、人形のようにされるがままだ。

「誰がいいだろうなあ。すでに自じ薦せん他た薦せん含めて、相当な数の話が来ているんだが……王家と姻いん戚せき関係になる人間は、慎しん重ちように選ばないとな」

　ミューゼの銀髪をもてあそびながら、ゼオルディスはあれこれと貴婦人たちの名前を挙あげ続ける。心底楽しそうな夫の声を聞きながら、ミューゼは唇くちびるを引き結んでいる。

「なあ、ミューゼ」

　物思いに沈んでいたミューゼのおとがいを指先で持ち上げ、ゼオルディスは彼女に問いかけた。

「俺のことが好きか？」

「……はい……」

「はいじゃなくて、好きか？」

「好き、です……」

　薄うす闇やみに溶とけるような誓せい約やくの言葉。何度も何度も聞いてきたそれに、ゼオルディスはにっこり笑って身を引いた。

「ではな、俺のお姫様。健すこやかな子を産んでくれよ」

　今夜はもう何もしない、と言うように、軽く妻の肩を叩たたいたゼオルディスは寝台を離れた。燭台の側に行き、別の報告書に眼を通し始める。

　ほっと安あん堵どの息を吐いたミューゼは、疲れたように眼を閉じる。浅い眠りに落ちていく彼女は、ゼオルディスが小さな声で歌い始めた子守歌には気づかなかった。











終　










　あとがき




　今巻から新章突入!!　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ十二作目、本編としては十一作目の『死神姫の再婚　─定められし運命の貴方あなた─』を読んでいただきましてありがとうございました!!







　今回の新キャラは、かわいこちゃん大好き！　なお姉様キャラ、シャンテさんです。なんとなくさん付けをしてしまうキャラです。

　久しぶりに女子キャラが増えたよわーい！　のはずなのに、私の脳のう内ないでトレイスが必死に首を振っています。苦労するトレイスがいっぱい書けて楽しかったので、個人的にはわーい！　ですが。

　前巻で立場が変わった人が大勢いるので人物相関図の直しが大変だったのですが、今回もいろいろとアレがアレしてしまったので（ネタばれ防止のため婉えん曲きよく表現）、次巻でも大おお幅はばに直す必要がありそうだ……。メインキャラの状況にも大きな動きがありましたし。







「死神姫」は五巻ごとに大きな区切りが来る構成になっていますので、今作からがいわば第三部です。重度の夫馬ば鹿かになったカシュヴァーンに比べると、安定し過ぎているぐらい安定した性格だったアリシアですが、今回は大きな変化がありました。

　いい意味でも悪い意味でも、話が進むにつれて情勢も登場人物も変化していくものなのです。アリシアへの影響度を考えるなら、ゼオルディスも間違いなく彼女の「王子様」であるのだと思います。

　個人的には、一番作者の予想を裏切る変化をしたのはジェダですね。最初はそれほど重要なキャラではなかったのですが、気づけば話の中ちゆう枢すうに食い込んできました。直接的ではないですが、今回ある意味一番活かつ躍やくしたような気がします。







　なお、「死神姫」コミカライズにつきましては、「コミックビーズログ キュン！」にて、絶ぜつ賛さん連れん載さい中ちゆうです。今巻と同時期発売の「キュン！」では、すでにティル・ユーランあたりまでは登場しています。

　ものすごく忠実にコミカライズしていただいているので、なんだかちょっと気き恥はずかしいぐらいです。ティルのだめなぼんぼんぶりが、今となっては懐なつかしい。そしておろおろしているユーランに不覚にも萌もえた。まさかユーランに萌える日が来ようとは……!!







　相関図直しに一緒に頭を抱かかえて下さった担当・山内様、ゲームのお仕事で大変な中尽じん力りよくしていただいたイラストレーター・岸田メル様とがんばりますので、次巻もよろしくお願いします。








二〇一一年五月　　小野上明夜　　　　　　







著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

長いお話を書いていると、自分でも予想しなかった形で伏線が回収されることがあり、そういう時には勝手に運命を感じてしまいます。いや、行き当たりばったりとかじゃないですよ！　細かいところまで決めずに書くほうが自然に話が動くんですよ、本当だよ!!




ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

岸田メル

Mel Kishida




基本的にひきこもりなので洋服などは通販で買うことが多いんですが、もう本当、不良品を引き当てる確率が尋常じゃないです。大体３割くらいの確率なんですよ。ボタンがなかったり妙に汚れていたりは言うに及ばず、こないだなんかすげー臭い服が届きましたからね。これは運命感じちゃいます。負のオーラですよ、ちょっとかっこいいですよね。




http://maigo.jp/
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デザイン／しいばみつお（伸童舎）












死しに神がみ姫ひめの再さい婚こん




─定さだめられし運うん命めいの貴方あなた─








小お野の上がみ明めい夜や
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